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はじめに 

 

さいたま市立大宮北高等学校 

校長  根 岸 君 和 

 

 本校は今年度開校６８年目を迎えました。平成２６年に理数科を設置し、全日制普通科、

理数科併置校となり、平成２７年度に、さいたま市教育委員会の協力を得て、県内公立高

校ではトップクラスのＩＣＴ教育環境を整えました。そして、平成２８年度から第Ⅰ期Ｓ

ＳＨとしてお認めいただいたわけです。昔話をしますが、ＳＳＨ申請当時は理数科が設置

されて間もないころで、学校内では「なぜＳＳＨを申請するのか。」「大変な負担になる

のではないか」などの意見が出されました。しかし、その一方で、「学校全体で探究活動

を行い、生徒たちの主体性を育んでいこう」「海外の高校生と協働して研究活動を行う機

会をつくろう」「小・中学校と連携し、地域の理数教育の拠点校として貢献しよう」など

の意見が出て、徐々にその情熱が教職員間に広がりました。学校の教育課程を変更したり、

教育プログラムの実践を積み重ねたりして、文部科学省より認定され、スタートすること

ができたわけです。 

令和２年度までの第Ⅰ期５年間で、普通科・理数科による全校実施の課題研究、オース

トラリア研修や台湾研修などによるサイエンスグローバルプログラム、中学生のための先

進的科学教育プログラムなどによるアウトリーチ活動のプログラムを行い、現在の本校の

ＳＳＨの基礎となり、やがて学校はめざましく発展し、大きな変貌をとげてきました。 

 

 令和３年度は経過措置校として、オンラインによる海外との交流をはじめ、各種フィー

ルドワークの充実、全校で取り組む課題研究を模索するなど、校内体制を整え、さらにＳ

ＳＨ活動を発展させるための準備期間として活動しました。 

 

令和４年度からは、研究開発課題名を「Process-learningで未来を紡ぐグローバルサイ

エンスリーダーの育成～PBLを通してはぐくむ Agency～」と設定し、第Ⅱ期ＳＳＨがスタ

ートしました。「全校で取り組む課題研究」、「グローバルな探究活動」、「地域の理数

教育拠点校」を３本柱として、様々な校内外のプログラムに取り組んでいて、学校全体で、

教職員全体で教育課程の研究開発に挑戦し、生徒の主体性を伸ばす教育活動を実践してい

ます。 

 

また、令和５年度から全国で年間数校のみ採択される「科学技術人材育成重点校」とな

り、海外の学校とも連携しながら、日本の理数教育推進校として研究・開発に着実に取り

組んでいます。特に、これまでは本校を中心として実施していたオーストラリア、台湾、

シンガポールとの連携を、ハワイ、インドネシア、インド、グアムなどにも拡大し、「Pacific-

Rim 学びのフィールド構想（環太平洋ネットワーク）」として、海外の生徒と協働して研

究活動を行うものへと拡大・深化させ続けています。今年度は、海外に渡航して「ハワイ

サイエンス研修」「インドネシアサイエンス研修」「台湾サイエンス研修」を実施し、充

実した取組となり、学びのフィールド構想によって、日本と世界を着実につなげています。 

 

結びに、日頃よりご指導いただいております運営指導委員の先生方をはじめ、文部科学

省、科学技術振興機構、埼玉県教育委員会、さいたま市教育委員会、大学・企業等の関係

の皆様方の絶大なる御支援、御協力に感謝し、皆様に厚く御礼を申し上げるとともに、引

き続き御指導を賜りますようお願い申し上げます。 
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別紙様式１－１ 
さいたま市立大宮北高等学校 指定第Ⅱ期目 04〜08 

 
❶令和５年度スーパーサイエンスハイスクール研究開発実施報告（要約） 

 
 ① 研究開発課題  

Process-learningで未来を紡ぐグローバルサイエンスリーダーの育成 

～PBL を通してはぐくむ Agency～ 
 ② 研究開発の概要  
（１）すべての生徒が３年間課題研究に取り組み、課題研究「STEAMS TIME」を柱とした体系的

・連続的な学びのプログラムや、実社会や実生活とかかわりあるプロジェクトを実施する。また、

生徒が学校の SSH の企画・運営に関わる仕組みをつくり、教員と生徒が一体となってプロジェク

ト等を企画・実践する。 
（２）本校がハブの役割を担い、台湾・オーストラリア・ハワイ・グアム等の環太平洋の国や地域

を紡ぎ合わせ、多様なグループを構成して研究活動に取り組み、探究的な学びのプロジェクトを実

施し、グローバル人材を育成する。 
（３）小・中・高の１２年間の連続的な学びを紡ぎ合わせ、異学年の児童・生徒や異年齢の大人と

主体的にかかわり、プロセスを一緒に楽しみながら、すべての人たちが学び続けることができるプ

ロジェクトを実施する。さいたま市独自の「さいたま STEAMS 教育」の推進と関連させ、STEM
分野の社会課題解決のアイデアを創発し、深化及び発展した学びを実践する。 
 ③ 令和５年度実施規模  

基本的には全校生徒名を対象とするが、一部理数科が中心となって実施 
※SSH 主対象生徒 
1 年生：全生徒 2 年生：全生徒 3 年生：理数科(40 名) 

学科 第 1学年 第 2学年 第 3学年  
実施規模 

普通科 

(理系) 

生徒数 学級数 生徒数 学級数 生徒数 学級数 生徒数 学級数 

285 ７ 283 ７ 276 ７ 844 21 全校生徒を

対象に実施     (126) (3) (126) (８) 

理数科 41 １ 42 １ 41 １ 124 ３ 

計 326 ８ 325 ８ 317 ８ 968 24 

 ④ 研究開発の内容  
○研究開発計画 
第 1 年次 

R04 年度 

・1 年生全員が「STEAMS TimeⅠ」を実施 

・2 年生理数科･普通科 SSC は第 1 期の「数理探究」を実施 

・3 年生理数科は第 1 期の「数理探究」の実施 

・1 年生全員が総合的な探究の時間に「STEAMS Time」を実施 

・SSH サイエンスフィールドワークを１・２年生の希望者対象に実施 

・Pacific-Rim・SSH 海外サイエンス研修を１・２年生の希望者対象に実施 

・英語ディベートプログラムを 1・２年生理数科と普通科希望者対象に実施 

・さいたま市内の小・中学生を対象としたアウトリーチプログラムの実施 

第 2 年次 

R05 年度 

第 1 年次の取り組みに加え 

・2 年生全員が「STEAMS TimeⅡ」を実施 

・2 年生全員が「BEST CLaSS」を実施 

・２年生全員が総合的な探究の時間に「Hamadoori Reborn」を実施 
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・１・２年生で探究活動を推進する生徒グループを組⧊して実施 

・英語ディベートプログラムを英語にࡼるイ࣐ージࣙン教育プログラム(GC4S)

に発展させて実施 

・さくらサイエンスプログラム「一⯡බເプログラム」を実施 

第 3 年次 

R06 年度 

第 2 年次の取り組みに加え 

・3 年生全員が「STEAMS TimeϪ」を実施 

・3 年生全員が総合的な探究の時間に「STEAMS Party（௬⛠）」を実施 

・全学年に「SSH 生徒探究課」を組⧊し生徒┠⥺の活動を実施 

第 4 年次 

R07 年度 

第 3 年次の取り組みに加え 

・２・３年生が異学年㞟ᅋにࡼるࣆア・サ࣏ート活動を実施 

・「STEAMS TIME Ⅰ～Ϫ」のり㏉り、内ᐜのᕤኵᨵၿを実施 

第 5 年次 

R08 年度 

第 4 年次までの取り組みを⥅続実施 

・5 年間のᴗのり㏉りとホ౯を実施 

・SSH 第 3 期⏦ㄳにྥけて、様ࠎな計画のぢ┤し 

 
○ᩍ育課⛬ୖの≉ 
学科・ 

 ースࢥ

㛤タする教科・科┠等 ௦᭰さࢀる教科・科┠等 
対象 

教科・科┠名 ༢数 教科・科┠名 ༢数 

理数科 
STEAMS Time Ⅰ ２ ሗ ２ 1 年全員 

BEST CLaSS １ 英語㺘㺮㺋㺤㺗㺎㺚㺌㺻Ⅱ １ 2 年全員 

普通科 
STEAMS Time Ⅰ ２ ሗ ２ 1 年全員 

BEST CLaSS １ 英語㺘㺮㺋㺤㺗㺎㺚㺌㺻Ⅱ ２ 2 年全員 

 
○令和５年度のᩍ育課⛬の内容のࡕ࠺≉ᚩⓗ࡞㡯 

学科・

 ースࢥ

第 1 学年 

R04 年度 

第 2 学年 

R05 年度 

第 3 学年 

R06 年度ࡼり 対象 

教科・科┠名 ༢数 教科・科┠名 ༢数 教科・科┠名 ༢数 

理数科 STEAMS TimeⅠ ２ STEAMS TimeⅡ ２ STEAMS TimeϪ ２ 理数科全員 

普通科 STEAMS TimeⅠ ２ STEAMS TimeⅡ ２ STEAMS TimeϪ １ 普通科全員 

・STEAMS TimeⅠは 2 クラスを 7 名の教員が担ᙜし、課題研究・ሗ・BEST CLaSS を実施。 

・STEAMS TimeⅡは 4 クラス２展㛤でࢀࡒࢀࡑ 10ࠥ11 名の教員が担ᙜし、課題研究を実施。 

・STEAMS TimeϪは２クラス㸲展㛤で３ࢀࡒࢀࡑ名の教員が担ᙜし、ㄽᩥస成を実施ணᐃ。 

 

○ලయⓗ࡞研究㡯࣭άື内容 
（１）３年間全員が実施する課題研究「STEAMS Time Ⅰ・Ⅱ・Ϫ」 

１年生で「STEAMS TimeⅠ」を「ሗ」「BEST CLaSS」「探究基♏」の３分野を柱に１年間を通

して実施した。２年生は課題研究を⾜࠺「STEAMS TimeⅡ」を実施した。３年生は第Ⅰ期の数理探

究Ϫを実施した。「STEAMS Time Ϫ」は௧㸴年度の３年生から計画している。「STEAMS Time

Ⅰ」は２クラスに７人の教員を㓄⨨し、「ሗ」をሗの教員、「BEST CLaSS」をࢿイࢸィブ

の英語の教員がࢀࡒࢀࡑ担ᙜした。「探究研究」は理科・数学から１㓄⨨、の３名について

は様ࠎな教科から担ᙜ者をฟすことで多様などⅬでᣦᑟするとྠ時に、学校全体の取り組みに

ᢲしୖࡆている。年間のᣦᑟ計画ࡼ࠾びᣦᑟ内ᐜは SSH 推進部の教員が中心になりᤵᴗ担ᙜ者

と᳨ウを㔜ࡡ計画を❧て実践した。「STEAMS TimeⅡ」は㸳つのラ࣎と８つの࣑ࢮに分かࢀて 4

クラス 2 展㛤で⾜った。STEAMS TimeⅡA を 12 名、STEAMS TimeⅡB を 13 名の教員が担ᙜし、ࡼ
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りᑓ㛛的なᣦᑟを⾜った。 

（２）総合的な探究の時間で⾜࠺「STEAMS Time」 

「総合的な探究の時間」の年間１３時間を⏝し、１学年は「⚟ᓥ⯆探究学」を中心に࠾

いた様ࠎなクロス࢝リࣗ࢟ラムを実施した。対ヰᆺワークࢵࣙࢩプ「エࢿルࢠーࢵ࣑クス」、

≉ูㅮ₇「HAMADOORI13」、≉ูᤵᴗ「⚟ᓥ⯆」、大学ᶍᨃㅮ⩏「ᨺᑕ྾╔⣲材の㛤発」を

実施した。こࢀらの取り組みを通ࡌて生徒にࡼり深く⚟ᓥの⌧≧を理解させ、ఱができるの

かᑗ᮶ఱがᚲせなのかを⪃えさせるきっかけをసることがฟ᮶た。また「SSH ≉ูㅮ₇会」や

な▱㆑を活⏝し課ࠎのプログラムは᪤Ꮡの教科のᯟを㉸え、生徒は様な「ンの科学ࢯラ࣐」

題を解決するຊを㣴࠺ことができた。 

２学年は「総合的な探究の時間」の年間㸴時間を⏝し、「Hamadoori Reborn」を⾜った。

こࢀは、⚟ᓥ┴通りのࠗ⾤の⯆࠘を┠ᣦすプロジェクトで、⚟ᓥ┴通り地域の８⏫ᮧと

２学年の８クラスが１対１対ᛂし、担ᙜする⏫ᮧの人ࠎととࡶに⾤の⯆を┠ᣦす取り組みで

ある。年度は対象８⏫ᮧとࢵ࢝プリングし、⌧地ㄪᰝを⾜い、第Ⅰ次⯆計画をస成した。 

（３）SSH サイエンスフィールドワーク 

生徒のサイエンスに対する⯆関心を高ࡵることを┠的に、大学、研究ᶵ関、༤≀㤋なの

༠ຊをᚓて、௨ୗのサイエンスフィールドワークを実施。⌧地で実㦂や実⩦を✚ᴟ的に⾜࠺こ

とができる࠺ࡼに๓に研修やㅮ⩏を実施した。ᚋᣦᑟはフィールドワークで学ࡔࢇ内ᐜを

まとࡵ発⾲を⾜った。᭦に小学生サイエンス教ᐊに TA としてཧ加し小学生に自ら体㦂したこと

をఏえることにࡼって学びを深化させプࣞࢮンࢸーࣙࢩンする⬟ຊを高ࡵることができた。 

・JAXA 䝍䞁䝟䜽㉁⤖ᬗ実㦂䝥䝻䜾䝷䝮   ௧ 5 年 5 ᭶ 2 ᪥(ⅆ) 

・⮫海フィールドワーク（༓ⴥ┴㤋ᒣ市）  ௧ 5 年 6 ᭶ 9 ᪥(ᅵ)䞉10᪥䠄᪥䠅 

・JAXA/KEK 実⩦䠖2 年生（Ⲉᇛ┴つくࡤ市）  ௧ 5 年 6 ᭶ 14 ᪥(ᮌ)  

・ジオࣃーク⛛∗フィールドワーク（ᇸ⋢┴㛗™⏫） ௧ 5 年 6 ᭶ 15 ᪥(ᮌ) 

・理化学研究ᡤ実⩦（ᇸ⋢┴ග市）   ௧ 5 年 6 ᭶ 20 ᪥(ⅆ) 

・化▼᥇㞟フィールドワーク（⩌㤿┴⚄ὶ⏫）  ௧ 5 年 9 ᭶ 26 ᪥(ⅆ) 

・ኳ体ほ フィールドワーク（ᇸ⋢┴ときがわ⏫） ௧ 5年 10᭶ 20᪥(㔠)ࠥ22᪥䠄᪥䠅 

・⚟ᓥ⯆フィールドワーク（⚟ᓥ┴┦地༊） ௧ 5 年 10 ᭶ 26 ᪥(ᮌ)䞉27 ᪥䠄㔠䠅 

・JAXA/KEK 実⩦䠖1 年生（Ⲉᇛ┴⟃Ἴ市）  ௧ 5 年 11 ᭶ 22 ᪥䠄Ỉ䠅 

（㸲）Pacific-Rim：Online の取り組みと科学ᢏ⾡人材育成㔜Ⅼᯟ（海外連ᦠ） 

年度ࡼり科学ᢏ⾡人材育成㔜Ⅼᯟ（海外連ᦠ）のᣦᐃをཷけたたࡵ、基♏ᯟの Pacific-Rim

の取り組みと連ᦠして実施することになった。⌧地の高校生や研究者と実㝿に༠ാすることに

にఱがᚲせなのかを㌟をᣢࡵとពぢをし、༠ㄪしていくたࠎり多様なᩥ化⫼ᬒをᣢつ人ࡼ

って⤒㦂することを┠的とする。年度はハワイサイエンス研修を８᭶、ࢩン࣏࢞ール･インド

アサイエンス研修をࢩࢿ 11 ᭶、台湾サイエンス研修を 3 ᭶に実施した。また、┦ὶプログ

ラムにすることを┠的に JST さくらサイエンスᣍいプログラムを台湾のᯇᒣ高⣭中等学校を

ᣍいて 12 ᭶に実施した。Online Program は、年間を通してẖ᭶ 1 ᅇ௨ୖを実施した。 

（㸳）さいたま市内の理数教育ᣐⅬ校としての取り組み 

市内の理数教育ᣐⅬ校としての役割を担い、௨ୗのプログラムを実施した。 

中学 2 年生対象の ASEP JHS：「ࢵ࢟ク・オフ・࣑ーࢸィング」を 6 ᭶ 11 ᪥に実施。ㅮ⩏実

⩦を㺀数学㺁㺀≀理㺁㺀化学㺁㺀生≀㺁㺀ス࣏ーࢶサイエンス㺁と㸳ᅇ実施した。ཷㅮㅮ⩏から 1 つを㑅

び࣏スࢱーをస成し発⾲を⾜った。࣏スࢱーのඃ⚽者を௦⾲生徒としてཱྀ㢌発⾲を本校生徒の

発⾲会とྠ時に⾜い、多くの人たちに発⾲をぢて㈔࠺ᶵ会をసることがฟ᮶た。さらにྛㅮ⩏

実⩦に本校生徒を TA としてཧ加させることで本校生徒の▱㆑をࡼり深ࡵることができた。 

中学生を対象とした᪂しい取り組みとして、⚟ᓥ⯆フィールドワークにཧ加した生徒が 3

᭶に市内の中学校にฟྥき、「⚟ᓥのᮍ᮶を⪃える」教ᐊを実施した。 

小学生ྥけのアウトリーチ活動：「ኟఇみ自⏤研究サ࣏ートプログラム」「小学生サイエン
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ス教ᐊ」を実施した。「ኟఇみ自⏤研究サ࣏ートプログラム」は年度３ࡶ部ไで実施した。 

小学生サイエンス教ᐊはサイエンスフィールドワークと連ᦠし本校のフィールドワークཧ

加生徒が TA として小学生をᣦᑟするᙧᘧで年度ࡶ実施した。 

「海洋生≀探究教ᐊ」 ௧ 5 年 7 ᭶ 9 ᪥(᪥) 

「Ỉ生生≀探究教ᐊ」 ௧ 5 年 7 ᭶ 23 ᪥(᪥) 

「小学生ᫍ✵教ᐊ」  ௧ 5 年 11 ᭶ 18 ᪥(ᅵ)・12 ᭶ 22 ᪥(㔠)・1 ᭶ 9 ᪥(ⅆ) 
 յ 研究開発の成ᯝ課題  
○研究成ᯝのᬑཬࡘい࡚ 
・SSH の取り組みࡼ࠾び成ᯝは、㝶時、࣍ーム࣌ージを⏝して校外に㓄ಙする。 

・༠ຊᶵ関、連ᦠ高校、さいたま市内小中学校、さいたま市教育ጤ員会研究ሗ࿌᭩を㓄ᕸし、研

究の普及活動を⾜࠺。 

・生徒課題研究発⾲会ࡼ࠾びアウトリーチ活動の㝿、ฟᖍ者に活動内ᐜのሗ࿌を⾜࠺。 

・本校の取り組みやస成した教材をබ㛤する「STEAMS Time ሗ会」や「フࢩリࢸーࢱー㣴

成ㅮᗙ」を実施する。 

・「⚟ᓥ⯆探究学」「Hamadoori Reborn」の࠺ࡼな社会ᛶの高いプログラムは࣐ス࣑ࢥを通ࡌて

ሗを発ಙする。 

 
○実施ࡿࡼ成ᯝࡑのホ౯ 
（１）Process-learning にࡼる生徒と教員がඹ創する課題研究の実践 

STEAMS TimeⅠの㺀ሗ基♏㺁では、課題研究の▱㆑やㄽ理的ᛮ⪃を学⩦した。㺀BEST CLaSS㺁

では、自分の⪃えをロジ࢝ルに展㛤し、㈨ᩱస成・発⾲するᢏ⾡を会ᚓした。㺀探究基♏㺁では、

課題研究の㐣⛬をワークࢵࣙࢩプで学⩦したᚋに、基♏研究ㅮᗙをཷㅮし、࣏スࢱーのస成・

発⾲を⾜った。生徒は様ࠎなゅ度から課題研究の基♏を㌟にけることがฟ᮶た。 

STEAMS Time Ⅱではルーブリࢵクで自ᕫホ౯を⾜いながら研究を進࣑ࢮ、ࡵラ࣎内で研究ሗ

࿌会をᐃ期的に⾜い、全体では 10 ᭶ୖ᪪に中間発⾲会(࣏スࢱー発⾲)、2 ᭶ୖ᪪に分野ู発⾲

会(ཱྀ㢌発⾲会)を⾜った。 

（２）「Pacific-Rim 学びのフィールド構」にࡼるグローバルな研究活動の実践 
「SSDE」を発展させた「GC4S」にࡼり、様ࠎな Pacific-Rim プログラムを展㛤し、1 年を通

してẖ᭶ Online Program を実施できた。また、科学ᢏ⾡人材育成㔜Ⅼᯟと連動したサイエンス

研修を㺀ハワイ、ࢩン࣏࢞ール、インドࢩࢿア、台湾㺁の㸲ࣨ国で実施した。次年度にྥけこの

取り組みをࡼり実したプログラムに発展させていく計画を❧てている。 

（３）１２年間の連続的な学びを紡ぎ合わせる STEAMS 教育の推進 
年度ࡶ様ࠎなアウトリーチ活動を⾜った。≉に中学生に対する Program を１つ加えたこと

にࡼり、フィールドワークにཧ加した生徒にࡶⰋいᙳ㡪がぢらࢀた。また、小学生対象のプロ

グラムにཧ加した児童やಖㆤ者から高いホ౯をᚓることができた。ࢀࡒࢀࡑのプログラムにい

くつかのᨵၿⅬがあり、ເ㞟᪉ἲ・㛤ദ時期・ᅇ数・内ᐜの᳨ウを⾜࠺ことでプログラムをࡼ

り実させ、ཧ加する生徒･児童の科学の⯆関心を高ࡵたい。᭦に TA として小中学生に対

ᛂする本校生徒が自らの研究体㦂を深化させ、Agency をはぐくむことがྍ⬟となる。 

 
○実施ୖの課題ᚋのྲྀ⤌ 
・本校の SSH ᴗࢀࡒࢀࡑに㐺したᐈほ的なホ౯᪉ἲの☜❧ 

・科学ᢏ⾡人材育成㔜Ⅼᯟと連動した Pacific Rim の取り組みの㛤発 

・STEAMS Time Ⅰ・Ⅱ・Ϫの内ᐜの実と進化にྥけた教育課⛬の㛤発 

・「さいたま STEAMS 教育」のࢥアプログラムの㛤発と小中学校教員等の普及 
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別紙様式２－１ 
さいたま市立大宮北高等学校 指定第Ⅱ期目 04〜08 

 
❷令和５年度スーパーサイエンスハイスクール研究開発の成果と課題 

 
 ① 研究開発の成果 （根拠となるデータ等を「❹関係資料」に掲載すること。） 
令和４年度 SSH第Ⅱ期 1年目の課題をふまえ取り組んだ SSH第Ⅱ期２年目の令和５年度の活動に

ついて記述する。アンケートは１月下旬に１学年理数科・普通科全員・２学年理数科・普通科全員

に実施し、回答率は２学年 84％（273/325 名）、１学年 95％（311/326 名）だった。 

１ Process-learning による生徒と教員が共創する課題研究の実践 

（１）３年間全員が実施する課題研究「STEAMS Time Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ」 

SSH 第Ⅱ期 2 年目も第Ⅰ期の「数理探究」と、「STEAMS Time」が並立する形で課題研究を

実施した。3 年生が「数理探究Ⅲ」を実施し、1 年生は「STEAMS Time Ⅰ（以下 STⅠ）」、そ

して今年度から「STEAMS Time Ⅱ（以下 STⅡ）」を 2 年生が実施した。「STEAMS TimeⅢ（以

下 STⅢ）」は令和 6 年度から 3 年が実施する。 

STⅠの「探究基礎」はガイドブックの作成には至らなかったが、昨年度実施した内容をブラ

ッシュアップし、計画通り実施できた。アンケートの全ての項目で多くの生徒が“良くできた

”･“どちらかといえばできた”とポジティブな回答をしている。しかし、「課題を発見する

手法を理解できたか」で“良くできた”･“どちらかといえばできた”とポジティブな回答を

した生徒は昨年度の 1 年生(以下 67 期生)が 91.5％に対し、今年度の 1 年生(以下 68 期生)は

79.4％と若干の差ができた。これは、1 学期のワークショップを昨年は SSH 推進部の教員が担

当したのに対し、今年度はクラス担任が担当したことでクラス差が生じたためと考えられる。

また、「様々な表現方法（ＩＣＴ等）を知っていて場面に応じて使えたか」の項目で“どちら

かといえばできなかった”･“できなかった”とネガティブな回答をした生徒は 67 期生の 25.4

％に対し 68 期生は 8.0％だった。これは、内容をブラッシュアップした成果と考えられる。 

STⅡは専門的なアドバイスと年度を超えた継続的な研究の指導ができるように、５つのラ

ボ（物理・化学・生物・地学･体育）と８つのゼミ（数学・情報・国語・地歴公民･英語・家庭

・芸術・福島復興）に所属し、研究活動した。ゼミラボ制による専門的な研究指導と昨年の

STⅠの STⅡに繋がるように構成したワークショップの成果が研究活動の充実に繋がったと考

える。STⅡのアンケートのほとんどの項目で 8 割以上の生徒が“良くできた”･“どちらかと

いえばできた”とポジティブな回答している。しかし、「様々な表現方法（ＩＣＴ，ジェスチ

ャー等）を知っていて場面に応じて使えたか」は 27.8％の生徒が“どちらかといえばできな

かった”･“できなかった”とネガティブな回答をしており、この項目については 1 年時から

変化が見られなかった。 

（２）総合的な探究の時間で行う「STEAMS TIME」 

１年生は「福島復興探究学」、今年度より２年生は「Hamadoori Reborn」を計画通り実施

した。「Hamadoori Reborn」の生徒意識調査は 2 月下旬に実施予定であるため執筆時（2 月

上旬）では確認できていない。 

（３）SSH サイエンスフィールドワーク 

第Ⅱ期はフィールドワークのテーマを「Sea to Summit and Sky“水・大地・宇宙”」と設

定している。昨年度同様テーマに沿った４つのフィールドワークを実施した。今年度は「臨海

フィールドワーク」はコロナ禍前の１泊 2 日に戻し、「天体観測フィールドワーク」は宿泊日

数を増やし 2 泊 3 日で行った。更に、JAXA･KEK サイエンス実習を７年ぶりに再開した。この

プログラムは希望者が多く 6 月と 11 月の 2 回に分けて実施した。また、新しく理化学研究所
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実習を計画し実施した。ᮏᰯ SSH 㐠Ⴀ指導員の䜲䝸䜶䝅䝳 䝷䜴䝺䜰䞁Ặ䛜䝏䞊䝮䝸䞊䝎䞊䜢ົ䜑䜛

⎔ቃ㈨※⛉Ꮫ◊究䝉䞁䝍䞊䛷㧗ᗘ䛺ᐇ㦂䜢⾜䛔䚸᭱ඛ➃䛾⛉Ꮫ䛻ゐ䜜䜛䛣䛸䛜䛷䛝䛯䚹67 ᮇ⏕䛷

55.5䠂䚸68ᮇ⏕ 60.8䠂䛾⏕ᚐ䛜「䜒䛳䛸✚ᴟⓗ䛻䠯䠯䠤⾜䛻ཧຍ䛩䜜䜀䜘䛛䛳䛯䛸ᛮ䛳䛶䛔䜛」䛸⟅

䛘䛶䛔䜛䜘䛖䛻䚸ᮏᰯ⏕䛾 SSH⾜䜈䛾㛵ᚰᗘ䛿㧗䛔䛣䛸䛜䛖䛛䛜䛘䜛䚹 

２「Pacific-Rim 学ࡧのフィールド構」によるグローバルな研究活動の実践 

「SSDE」を発ᒎࡏࡉた「GC4S」により、様々な Pacific-Rim プログラムをᒎ開し、1 年を通し

てẖ月 Online Program を実施した。アンケートでは「英語で表現するຊを㧗める学習に今ᚋཧ

ຍしたいẼᣢちが増したか」67 期生 63.7％・68 期生 70.7％、「英語による表現ຊや国㝿ឤぬに

対する興、ጼໃ、⬟ຊが増したか」67 期生 67.4％・68 期生 66.9％という⤖果になった。「GC4S」

にཧຍした生徒とそうでない生徒との 度差が見える⤖果となった。 

３ １２年間の㐃続的な学ࡧを⣳ࡂ合ࡏࢃる STEAMS 教育の推進 

୰学生のプログラムは第Ⅰ期から継続している「ASEP JHS」にຍえ、今年度から「福島のᮍ

᮶を考える教ᐊ」を実施し、୰㧗をつなࡄ活動のᶵを増やした。アンケート項目の「学んだこ

とを応⏝することの興がྥ上したか」67 期生 78.8％、68 期生 80.1％と回答している。୰学

生のプログラムやᑠ学生サイエンス教ᐊに TA としてཧຍしたことで生徒⮬㌟の学ࡧを῝化ࡏࡉ

ることができるプログラムなので、多くの生徒がཧຍするような形ែを考えたい。 

 ղ 研究開発の課題  （根拠となるデータ等を「❹関係資料」に掲載すること。） 
１ Process-learning による生徒と教員が共創する課題研究の実践 

（１）３年間全員が実施する課題研究「STEAMS Time Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ」 

「探究ᇶ♏」 

2 年生の STⅡの活動に 1 年生がཧຍするᶵが増えた⤖果が୧者に良いᙳ㡪をえている

(「１年生にྥけた発表が課題研究のᙺに立ったとᛮう」75.1％、「２年生の見学が⮬分の課

題研究のᙺに立つとᛮう」90.4％)。᮶年度は 3 年生の STⅢに学年が᭷意に㛵ࢃれるような

活動をᶍ⣴したい。 

（２）総合的な探究の時間で行う「STEAMS TIME」 

2 学年「Hamadoori Reborn」の今ᚋのᒎ開と 3 学年「STEAMS Party」のヲ⣽な活動内容が᭱

大の課題である。「Hamadoori Reborn」は地ᇦとのಀࢃり、現地での活動予⟬等課題はᒣ✚し

ているが担当学年とともに知ᜨをฟし合い進めていきたい。「STEAMS Party」は、ᕷ内のᑠ୰

学ᰯや㏆㞄の大学、ᴗと㐃ᦠして内容を᳨ウしたい。 

（３）SSH サイエンスフィールドワーク 

サイエンスフィールドワークは、科学ᢏ術ேᮦ育成㔜Ⅼᯟ（海እ㐃ᦠ）との㔜」を㑊け、

教員の実ົ㈇担㍍ῶを考៖した実施時期を᳨ウする。多くの生徒が理化学研究所実習のような

᭱ඛ➃の科学にゐれるᶵを増やすために、大学の研究ᐊゼၥを復活ࡏࡉたい。 

２「Pacific-Rim 学ࡧのフィールド構」によるグローバルな研究活動の実践 

今年度「GC4S」のཧຍ者は 100 名ᙉだった。ཧຍ者をどのように増やしていくかが第１の課

題であり、今年度ཧຍした生徒とḟ年度ཧຍする生徒の活動内容をどのようにしていくかが

第２の課題であると考える。更に、科学ᢏ術ேᮦ育成㔜Ⅼᯟ（海እ㐃ᦠ）と῝く㛵ࢃってい

るため、このプログラムにཧຍした生徒が海እサイエンス研ಟでどのような活動をするかが

第３の課題である。 

３ １２年間の㐃続的な学ࡧを⣳ࡂ合ࡏࢃる STEAMS 教育の推進 

今までの取り組ࡳでᑠ学生サイエンス教ᐊがᕷ内にᗈく認知ࡉれጞめている。また、サイエ

ンス教ᐊを⤒㦂した୰学生のプログラムཧຍもあり、ᑠ学生・୰学生のア࢘トࣜーチ活動

が᰿いてきている。ḟ年度からは「所属学ᰯに㈇担がかからないເ㞟形ᘧ」を開発するこ

とでཧຍ者の増ຍをᅗるとともに、プログラムの内容をブラッシュアップࡏࡉたい。 
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➌実施報告書 

 

（Ⅰ） 研究開発の課題 

Process-learningで未来を紡ぐグローバルサイエンスリーダーの育成 

～PBLを通してはぐくむ Agency～ 

世界中の誰もが、科学によって幸せになるために、地球上の多様な国や地域の人々と調和を図り、共

に新しい価値を生み出す中心的な存在となるグローバルサイエンスリーダーを育成したい。そのために

は、Agency（※１）の思考態度が欠かせない。 

SSH指定 第Ⅰ期の３本柱「課題研究」「グローバルプログラム」「アウトリーチ活動」をさらに発展さ

せ、第Ⅱ期では、「Process-learning」（※２）による系統的な教育プログラムの研究開発に挑みたい。 

上記の研究テーマに沿って、以下の３つの課題を設定した。 

① 科学を通して、様々なプロジェクトに探究的に取り組み、Agencyの思考態度で新たな価値を創造し

ようとする人材を育成すること 

② 科学を通して、国際舞台における多様な社会グループの中で調和を図り、世界や地域の人々のため

に貢献しようとする人材を育成すること 

③ 科学を通して、地域社会や学校種を越えてつながり、かかわるすべての人とともに社会課題を解決

しようとする人材を育成すること 

 

①の課題（Process-learningによる生徒と教員が共創する課題研究の実践）について 

すべての生徒が 3年間課題研究に取り組み、課題研究「STEAMS TIME」を柱とした体系的・連続的

な学びについて研究開発する。また、実社会や実生活とかかわりあるプロジェクトを研究開発する。

さらに、生徒が学校の SSHの企画・運営に関わる仕組みをつくり、教員と生徒が一体となってプロジ

ェクト等を企画・実践する。 

生徒は、自ら課題を発見し、研究方法を適切に選択し、科学的根拠に基づいて説明したり、科学に

関して継続的で、深い学びを行ったりすることができる。また、自分事の課題として、主体的・意欲

的に解決に取り組むことにより、Agencyや Competency（※３）を向上させる。 

 

この実践により、生徒は科学に関して継続的で、深い学びを行うことが可能となる。また、学校の

取組に主体的に参画することで、生徒はプロジェクトに対して自分事の課題として捉え、Agency を

はぐくむことが可能となる。さらに、大学教員や地域の方の指導により、生徒は科学に対する専門的

なスキルを高めるとともに、Competencyを向上させ、高い成果を生み出すことが可能である。 

［期待される効果］ 

・生徒は科学に関して継続的で、深い学びを行うことが可能となる。 

・学校の取組に主体的に参画することで、生徒はプロジェクトに対して自分事の課題として捉え、

Agencyをはぐくむことが可能となる。 

・大学教員や地域の方の指導により、生徒は科学に対する専門的なスキルを高めるとともに、

Competencyを向上させ、高い成果を生み出すことが可能である。 

 

②の課題（「Pacific-Rim学びのフィールド構想」によるグローバルな研究活動の実践）について 

科学を通して、本校がハブの役割を担い、環太平洋の国々を紡ぎ合わせ、多様なグループを構成し

て研究活動に取り組み、探究的な学びのプロジェクトを研究開発する。また、英語を使って科学につ

いて学ぶコミュニケーションプログラムを研究開発する。 
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➌実施報告書 

 

生徒は、国の学生との様々な関わりを通して、いの価値ほを⌮解することでダイバーシテを

ㄆ㆑し、༠ാして課題を解決する能ຊや調和を図ࢁうとする態度を㣴うことができる。 

 

この実践により、国際舞台においてダイバーシテを⌮解し、多様な社会グループの中で調和を図

り、世界や地域の人々のために貢献しようとする生徒をはぐくむことが可能となる。また、生徒は

国の≧ἣをㄆ㆑し、自国の課題とも↷らし合わせ、科学的分ᯒ・どⅬに❧った解決方法を探ることが

できる。さらに、生徒はᾏእのྠ世௦に対して、自分の❧ሙを明らかにしたり、自分の考えを様々な

ᙧで⾲⌧したりするな、コミュニケーション能ຊや⾲⌧ຊを高めることが可能となる。 

［期待される効果］ 

・国際舞台においてダイバーシテを⌮解し、多様な社会グループの中で調和を図り、世界や地域

の人々のために貢献しようとする生徒をはぐくむことが可能となる。 

・生徒は国の≧ἣをㄆ㆑し、自国の課題とも↷らし合わせ、科学的分ᯒ・どⅬに❧った解決方法

を探ることができる。 

・生徒はᾏእのྠ世௦に対して、自分の❧ሙを明らかにしたり、自分の考えを様々なᙧで⾲⌧した

りするな、コミュニケーション能ຊや⾲⌧ຊを高めることが可能となる。 

 

ճの課題（㸯㸰ᖺ㛫の㐃⥆ⓗな学びを紡ࡏࢃྜࡂる STEAMS教育の᥎㐍）について 

科学を通して、ᑠ・中・高の１２年間の連続的な学びを紡ぎ合わせ、␗学年のඣ❺・生徒や␗年㱋

の大人と主体的にかかわり、プロࢭスを一⥴にᴦしみながら、すべての人たࡕが学び続けることがで

きるプロジェクトを研究開発し、実践する。また、さいたまᕷ⊂自の「さいたま STEAMS教育」の᥎

㐍と関連させ、STEM分㔝の社会課題解決のアイࢹアを創発し、深ཬび発展した学びを実践する。 

また、生徒はいࢁいࢁな人たࡕとのかかわりを通して、科学に関する⯆・関心を高めたり、専門

的な研究活動についての⌮解を一ᒙ深めたりするࡔけでなく、大学㐍学・キࣕリア・学⩦についての

意㆑も高めることができる。 

 

この実践により、地域社会や学校種を越えてつながり、かかわるすべての人とともに社会課題を解

決しようとする態度を㣴うことが可能となる。また、ᑠ・中学校の「STEAMS TIME」における探究的

な学びを紡ぎ合わせ、「さいたま STEAMS教育（※㸲）」の発展に貢献する生徒を育成することができる。 

［期待される効果］ 

・地域社会や学校種を越えてつながり、かかわるすべての人とともに社会課題を解決しようとす

る態度を㣴うことが可能となる。 

・ᑠ・中学校の「STEAMS TIME」における探究的な学びを紡ぎ合わせ、「さいたま STEAMS教育」の

発展に貢献する生徒を育成することができる。 

 

※１ Agency㸸ኚを㉳こすために、自分で┠ᶆを設定し、り㏉り、㈐௵をᣢって行動する能ຊ 

※２ Process-learning㸸多様な人たࡕとのつながり、共に創るプロࢭスやストーリーを大切にする学び 

※３ Competency㸸高い成果を生みࡔせる人の行動≉ᛶ 

※㸲 ࡉいࡲࡓ STEAMS教育㸸Science（科学）、Technology（ᢏ⾡）、Engineering（ᕤ学）、Art（ࢨࢹイン・

ឤᛶ等）、Mathematics（ᩘ学）に、さいたまᕷ⊂自で Sports (ス࣏ーࢶ)をຍえ、ྛ教科での学⩦

を実生活や実社会、ᮍ᮶社会でのၥ題発見・解決に生かしていくຊをはぐくむ、さいたまᕷ⊂自の

教科ᶓ᩿的な教育 
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(Ⅱ)研究開発の経緯 

 

令和５年度（第Ⅱ期 ２年目）事業項目別実施の状況 

 

12

（市内小学生）



(Ⅱ)研究開発の経緯 

 

 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

データ処理方法 基礎研究講座 基礎研究講座 基礎研究講座 ポスター作成 ポスター作成 発表・評価

データ処理方法 基礎研究講座 基礎研究講座 基礎研究講座 ポスター作成 ポスター作成・台湾 FW準備 台湾・評価

第3回研究報告会 中間発表会 10/5･6 第4回研究報告会 研究のまとめ

口頭発表会 2/1・2

課題研究発表会2/16

発表・評価

テーブルディベート10/4

大学模擬講義 10/26

マラソンの科学

 11/22
アンケート調査

第3回 10/25 第4回 11/22
フィールドワーク 12/16

第5回 12/19
第6回 2/7 アンケート調査

事前研修④

特別講義 9/11

事前研修⑤ 10/6

実施 10/20〜22

星空教室で発表

11/18

星空教室で発表

12/22

星空教室で発表

1/9

事前研修

      実施 9/26
事後学習

事前研修 第2回 11/22 事後学習

ガイダンス

FW事前説明会
実施 10/26・27 事後学習

課題研究発表会

にて報告 2/16

第4回 9/9 第5回 11/18 第6回 12/12 第7回 1/20

企画 STEMプログラム準備 事前学習 Online Meeting
実施3/10〜3/12
事後学習･Online Meeting

事後学習
課題研究発表会

       にて報告 2/16

事前学習 実施 9/29〜10/5
課題研究発表会

       にて報告 2/16

Online Meeting
さくらサイエンス招へいプロ

グラム 12/12〜18
Online Meeting

第2回：化学 10/8

第3回：物理 10/15

第4回：スポーツ 10/29

第5回：生物 11/12

第6回：ポスター作成 12/3

ポスターセッション 12/17

閉講式

スライド作成

（代表者）1/27

課題研究発表会

発表（代表者）2/16

事前準備
大成中学校で実施

3/8

企画

募集

第1回星空教室

12/23

第2回星空教室

1/6

第3回星空教室

2/6

科学展

科学の甲子園

運営指導委員会

2/6

学校説明会

9/9・9/30

STEAMS TIME成果発表会 11/17

学校説明会 11/25

学校説明会

1/27
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（Ⅲ）研究開発の内容 （１）課題研究「STEAMS Time」 

 

１－１ STEAMS TimeⅠ（１学年） 

【仮 説】 

新しい教育課程によりすべての生徒が 3年間課題研究に取り組み、課題研究「STEAMS TIME」を柱と

した体系的・連続的な学びについて研究開発するように設定。１年生の「STEAMS Time Ⅰ」では、情報・

BEST CLaSS・探究基礎の内容を年間を通してバランス良く配置することにより、生徒は、自ら課題を発見

し、研究方法を適切に選択し、科学的根拠に基づいて説明したり、科学に関して継続的で、深い学びを

養うことができる。また、自分事の課題として、主体的・意欲的に解決に取り組むことにより、Agency やコ

ンピテンシーを向上させることができる。 

【研究内容・方法】 

（１） 内容 

単位 ２単位 

参加者 ３２８名（理数科・普通科１学年） 

担当教員 ２クラス７名（情報・英語・理科・数学から各１名、他教科から３名） 

授業展開 ２クラス同時展開、２クラスに７人の教員を配置。 

 「情報」「BEST CLaSS」「探究基礎」の３分野を柱に１年間を通して授業を設定。 

 担当教科を情報・英語・理科・数学以外にも、国語・地歴公民科等全ての教科の教員が

関わることで、様々な興味・関心をもつ生徒の探究活動や、論文指導の基礎基本の定着

に対応する体制を整える。これにより、教科横断的な学びの実践をもとに、科学に焦点を

当てた科学的思考力を養う。 

（２） 方法 

「情報」 教科情報の内容 

・実在する事件をもとに原因や対応策を検討 

例：Winny 事件について触れ，ソフトウェアの利便性とソフトウェアの善悪について論述。また，Ｐ

２Ｐ技術とそれを用いた通信技術にも触れ現在どのように利用されているのか学習。 

・プロトコルの重要性について 

例：宮崎県小林市のＰＲ動画を視聴し、コミュニケーションをとるうえで必要な約束事について確認。 
・安全のための情報技術として暗号化の技術 

例：前述のＰ２Ｐ技術を応用して利用されているブロックチェーンについて内容を確認し、ビットコ

インなどの仮想通貨についても取り扱った。 

・問題解決では目的と目標の違いや課題の設定の仕方 

例：探究活動で仮説の設定の仕方や研究手法の検討の仕方など目的から逆算した考え方を確

認した。 

・フローチャートを描くことで論理的思考・Ｅｘｃｅｌのマクロをベースにプログラミング 

例：プログラミングでは，Ｅｘｃｅｌのマクロでバブルソートをするソースコードを学習した。 

「BEST CLaSS」 Basic English Skills Training – Communicative Learning and Successful Strategies 

（基本的な英語スキルトレーニング：コミュニカティブラーニングと成功への戦略） 

年に１５回ネイティブ教員によるスキルトレーニングの授業。グローバル社会における技術的、社会

的、経済的、環境的課題に取り組むために必要な様々なスキルを身に付けることに焦点を当てる。 
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目標: 実践的な例とプロ䝆ェクトベースの学習を用して、コミュニ䜿ーシ䝵ンに適用できるスキルを

ᵓ⠏。生徒は、A.I.と IoT技術を用して解決できる社会問題に目を向ける。 

「年のテーマ」：SDGs と Society 5.0。 

１学ᮇ：コミュニ䜿ーシ䝵ンスキルと会ヰスキルトレーニング 

２・３学ᮇ：スピーチ・䜶ッ䝉イのస成とプレ䝊ンテーシ䝵ンのスキルトレーニング 

1st Term: 4 lessons  「Theme: Communication Skills for Speech Presentations」 

              SDGs and Society 5.0 Introduction 

              Volume and Speed (soft – loud / slow – fast)  

Emphasis and Clarity (pause / repeat / simplify / compare) 

Problem-Solving (ideal/reality gap = problems to solve) 

              Non-Verbal Skills (natural eye contact and gestures) 

              (summer videos- skills practice: 1. Problem-Solving Proposal, 2. Show and Tell) 

2nd Term: 8 lessons  「Theme: Society 5.0 and SDGs i3 Speech Presentations」 

              Google Slides (Problem, A.I. Solution, Reason, Benefits, Functions, Next Steps) 

              Verbal & Non-Verbal Presentation Skills from 1st Term 

3rd Term: 3 lessons  「Theme: Speech & Essay Writing 7 Step Process」 

              1. Brainstorming, 2. Categorizing, 3. Mapping, 4. Presentation Order, 5. Outline, 

6. Speech/Essay Draft, 7. Appeal 

「探究基礎」 課題研究に向けた基礎的な取り組み 

１学ᮇ： 科学や STEAMS に関連した課題研究を⾜う㝿に必要なテーマの設定・仮説設定・実㦂検ド

方法・分ᯒ等を䝽ークシ䝵ップを通して学䜆。 

２学ᮇ： 䠕᭶：䝕ー䝍分ᯒ等の方法を学習。１䠌᭶以㝆：自↛科学系・ス䝫ー䝒系・人文学系・社会科学

系等の内容の基礎研究ㅮᗙを各クラス５つ開設。生徒はその୰から３つの基礎研究ㅮᗙを選

択しミニ課題研究を実。年ᗘもඹ通テーマを「✵Ẽ」として研究内容をㅮᗙẖに設定した。 

３学ᮇ： ３つの基礎研究ㅮᗙのなかから１つを選択し、研究をまとめ䝫ス䝍ーをస成し発⾲を⾜った。 

（３）ホ౯ 

・ 情報䝰ラル、情報䝸テラシー、アル䝂䝸䝈䝮、プログラミングなど、「情報Ⅰ」で学習する内容を理解ฟ

᮶たか。（情報） 

・ SDGs を柱としてグローバルなど点での課題発見、情報㞟、スピーチ等、英語による課題設定から

⾲現方法までの⬟力を身に付けられたか。（BEST CLaSS） 

・ 実㦂ჾලや手法の理解等を通して、課題研究を⾜う㝿に必要な仮説設定・実㦂検ド方法・分ᯒ等

を学び、科学や STEAMSに関連した課題研究を実できたか。（探究基礎） 

【検 ド】 

「情報」については「情報Ⅰ」の内容の情報䝰ラル、情報䝸テラシー、アル䝂䝸䝈䝮、プログラミングの理解。

「BEST CLaSS」では英語による問題定⩏と解決方法の実践。「探究基礎」は年の活動をブラッシュアップし、

１学ᮇに研究活動を実践するための▱㆑を䝽ークシ䝵ップで学習、２学ᮇ当ึに䝕ー䝍の分ᯒ方法の₇習、

そのᚋ、⋓ᚓした▱㆑や技⬟を用いて基礎研究ㅮᗙの実践、３学ᮇに研究をまとめ発⾲。これらの取り組み

を１年生で実することにより、᮶年ᗘの STEAMS Time 䊡に⧅䛢ることができた。しかし、ルーブ䝸ックを活用

したホ౯を確❧しきれなかったことから、᮶年ᗘはホ౯向上のための事前‽ഛをしっかり⾜っていく。 
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１－２ STEAMS TimeⅡ（２学年） 

 

１ 仮説 

STEAMS TimeⅠでは課題研究の基礎的な手法をエクセルを用いて学び、自分の興味がある分野の基

礎探究講座を選び、その講座の内容をポスターにまとめる作業を行った。例年は自然科学系から研究内

容を選んでいたが、今年度から人文社会系も選択肢に入れ、自分の興味があるゼミ・ラボを選択させた。研

究内容の選択肢が広がり、自分の興味関心を引き立たせることができる。研究内容を発展させたり、より高

度な内容に取り組むことで様々な場面に対応し、文理問わず高い成果を生み出すことができる生徒を育成

することができる。 

 

２ 研究内容・方法・評価 

（１）内容 

単 位 ２単位 （4 クラスずつ 2展開） 

教 室 理科実験室、視聴覚室、保体講義室、PC室、HR教室 

参 加 者 324名（2学年理数科 42名および普通科 282名） 

担当教員 19名 

（理科 7名・数学 3名・体育 1名・国語 1名・英語 2名・地歴公民 2名・家庭生活 1名・芸術 2名） 

 

（２）方法 

・ 1 学年終了時に興味があるゼミ・ラボについてアンケートをとり、ゼミ・ラボごとに２～４人班で興味があ

るテーマを決めて、それに関する課題と仮説を設定し、実証する方法を考え実行。 

研究から得られた結果を客観的に分析し、まとめた内容を発表。 

 

・ 発表方法は、中間発表はポスター形式で１・２年生に向けて発表、最終発表はスライドを作成し、来年

度に同じゼミラボを希望した 1 年生に向けて口頭発表その後、各分野からの選抜 18 班がホールにて

全校生徒に向けて口頭発表形式で実施。 

 

 

（３）評価 

 1学年で行った課題研究の経験を生かすことができたか。 

 課題および仮説の設定が適切に行われているか。また、仮説を証明する方法が理にかなってお

り実行に無理が無いものとなっているか。 

 実験などを計画的に実行し、得られたデータを元に実験の方向性を定めることができたか。 

 発表資料が他者にも理解できるようポイントを絞って作成されているか。また、実験結果などの処

理が適切に行われているか。 

 発表では聞き手を引き付け、分かりやすく論理的に説明することができたか。 

 すべての段階において ICT機器を有効に活用することができたか。 

 ルーブリック評価に基づき自己や他者の評価を客観的に行うことができたか。 
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３ ᳨証 

 年度当ึに行った課題研究を㋃まえ、より㉁の高い研究を実施することができた。 

 今年度から国語や社会、英語といった人文社会系のテーマも選択肢に入れたため、より自分に

興味がある分野について研究することができた。 

 担当教員のᶓの⧅がりをព㆑し、㊊୪みをそ䜝えて取り組むことができたため、生徒㐩の研究に

対し、教員の䝃ポートをきめ⣽かく行うことができた。その結果、研究方法のᕤኵ、分析方法のᨵ

ၿなど全体的に研究の㉁の向ୖがぢられた。 

 例年通り、今年度の課題研究でも、୍㒊の䜾ルー䝥が年度ୖ⣭生が行った内容を引き⥅いで

研究を行った。しかし、発展的な内容までは฿㐩できなかった䜾ルー䝥がある。来年度௨㝆はゼ

ミ・ラボという⦪のつながりができてくるので、引き⥅䛞研究がよりቑえてくることがணされる。 

 1 年ḟの課題研究の基礎的な手法を学ん䛰ことを活かして、的☜に全ての課題に取り組むことが

出来た。時間的な課題はあるが、よりᑓ㛛的な内容に取り組むことを今後の課題としている。 

 人文社会系のテーマや研究内容・方法については、今年度がึめて䛰ったので来年度௨㝆も引

き⥅いでいき、よりⰋい形を作ることが今後の課題となる。 

 今年度は、ኟఇみ終了 1 か᭶後に中間発表を実施した。研究をጞめて間もない中での発表とな

ったが、生徒はኟఇみのᮇ間もୖ手くいながら✚ᴟ的に取り組むことができた。また、1 ᭶にも

全䜾ルー䝥の口頭発表を実施することができた。ど䛱らも、ୗ⣭生に対し発表できたので、各ゼ

ミ・ラボのイ䝯ー䝆をఏえたり、生徒㐩のពḧ向ୖにつな䛢ることができた。 

 スライド資料を用いた最終発表では、時間のい方をᕤኵすることや他者がึめて聞く内容をど

れ䛰け分かりやすくఏえるかなどの発表方法について、今後も課題となる。 

 タブ䝺ット➃ᮎや理数科生徒ᑓ用の PC など、様々な場面において生徒は ICT 機器を有効に活

用していた。 
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１-３ 数理探究Ⅲ（３学年） 

 
１ 仮説 

2学年で研究、発表した内容を 3学年において論文にまとめることで、研究を深化させ、客観的な目

で自らの研究について成果を分析することができる。また、英語でポスター発表を行うことによって、

リテラシーやコンピテンシーを向上させ、様々な場面、特に国際舞台における多様な社会グループで人

間関係を構築できる素養を持った生徒を育成することができる。 

 

２ 研究内容・方法・評価 

（１）内容 

  単位数： １単位 

場 所： ３年１組教室 

参加者： 理数科３年１組生徒 

指導者： 国語、数学、英語の教員３名 および ALT1名 

 

（２）方法 

 2年次で行った「数理探究」（２単位）の研究内容を深化させるために、論文をまとめた。 

 論文作成にあたり、３名の教員で添削等の指導を行った。 

 昨年度発表したスライドをもとに、英語ポスター1枚を作成した。 

 英語表現の添削やポスター発表に向けてのスピーキング練習は ALTの指導を受けた。 

 校内で英語によるポスター発表を実施した。クラス内での相互評価の他、本校教員や理数科１・２年生も 

生徒の発表を聞き、質疑や評価を行った。 

 

（３）評価 

日本語論文と英語ポスター作成の取り組み状況、完成度、ポスター発表の取り組みで評価した。 

 

３ 検証 

昨年度まで取り組んでいた研究を論文という一定の書式に残す作業に生徒たちは熱心に取り組んだ。

これまでの様々なＳＳＨ活動で学んだ経験や技術を活かしながらの論文作成となった。 

ポスター発表に向けての準備は、日本語で作成したポスターを英語に変換することやスピーキング練

習等が必要となり、課外時間を用いての準備となった。しかし、ＡＬＴの熱心な指導もあり、生徒達に

とっては有意義な活動時間を過ごすことができたと考える。 

発表会では、昨年度同様１・２年生も発表を見学することで、探究学習における３年間の流れが把握

でき、今後の研究における論文執筆やポスター作成へのイメージを持たせることができた。 
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（２）「STEAMS TIME」 

２−１ SSH 特別講演会/SSH 大学模擬講義 

【仮 説】 

課題研究に取り組める時間数を増やした教育課程を設定し、組織的な研究サポート体制の構築、系統的

な年間指導計画の作成を行い、総合的な探究の時間における最先端の大学模擬講義や教科横断的な取組

を行う。これにより、リテラシーやコンピテンシーを向上させ、様々な場面に対応でき、高い成果を生み出せる

生徒を育成することができる。 

【研究内容・方法】 

『ＳＳＨ特別講演会』 

（１） 概要 講 師 ：宮坂 力 氏 

桐蔭横浜大学 大学院工学研究科 教授 

演 題 ：「化学で作る高効率の太陽電池―色素増感とペロブスカイト」 

日 時 ：令和５年９月２８日（木）１３：３０～１５：５０ 

会 場 ：さいたま市民会館おおみや(RaiBoC Hall) 大ホール 

対 象 ：大宮北高校 全校生徒 ９６８名 

（２）内容   

有機無機ハイブリッド構造の光電変換素子の研究および有機無機ペロブスカイトを用いる太陽電池の

開発者である宮坂 力先生をお招きして RaiBoC Hall 大ホールで行った。生徒は事前に「ペロブスカイト

太陽電池」を紹介する動画を各自視聴し、ペロブスカイト太陽電池についての基礎知識を学んで講演に

臨んだ。（https://www.youtube.com/watch?v=derQk7Pi_kk） 

講演は、太陽エネルギーの基礎知識を紹介しながら化学で作る太陽電池の特徴を解説することから始

まった。「色素増感太陽電池に代表される化学で作る太陽電池は、安価に作れるだけでなく屋内の弱い

光に対しても高い発電効率をもつことで実用化が始まっていること」、「色素増感太陽電池がきっかけで、

日本で宮坂先生を中心として発明されたペロブスカイト太陽電池は、次世代太陽電池としてトップクラス

の効率（26%）を達成し、世界で 4万人近くが研究を進め多くの企業が実用化に乗り出していること」、「残

念ながら日本企業や研究者の取り組みが少ないこと」等の内容で、９０分間があっという間に感じる講演

だった。３０分間の質疑応答の時間では、生徒からの質問は途切れるがことなく、その一つ一つに丁寧

に回答いただき、生徒の新技術開発に対する興味関心が高まる内容だった。 

（３）生徒の感想 

• 今回の講演会は分からない言葉とかもたくさん出てきて難しめの話だったけど、先生がしっかりと説明し

てくださったのである程度のことは理解することができたんじゃないかなと思います。太陽光発電や電池

についてノーベル賞に近い方に講演して頂ける機会はこれからそうないと思うのでとても貴重な経験に

なったと思います。今回の講演をこれからの授業に生かしていけたらいいなと思いました。先生の話を聞

いて、今の私達の世代から社会で起こってる問題について考えることが大切だなと思いました。長い時

間だったけどちゃんと話を聞くことができたので良かったです。（普通科 1年） 

• 最初の方は難しい説明から始まり、なんのことを話しているのか分からなかったが、徐々に使用方法や何

に活かせるのかを分かりやすく解説していたので、後半は理解ができた。日本は太陽光パネルを設置す

る場所が限られていると聞いたことがあるが、ペロブスカイトの利点である薄さや曲げやすいという点は、

パネルを様々な場所に設置できるようになり、可能性を広げてくれるということなので、これからの日本の

発展に重要なポイントとして活躍してくれるのではないかと思った。（理数科 2年） 

• 今回のテーマは色素増感電池でありこれは去年 SSH発表会で前の 3年生が行なっていた研究と同じで
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あることもあり最初は何の話をしているのか理解出᮶䛪にいたのですが、同じであるとẼ䛵いた時に高校

生の研究は最先端の研究にもつながっているのかと知り、また㌟近なものに取って代䜟るものだとしって

とてもためになるものだと思いました。今回のことは良い経験になったと思いました。（普通科 2年） 

• ペロブスカイトᆺの太陽光電池の名前は聞いたことがあり、先生をテ䝺䝡でᣏぢしたことはあったが、そも

そもペロブスカイトとは何かを理解していなかったので、┤᥋お話を聞くことができ、理解や関心を῝める

ことができた。また化学だけではなく≀理や生≀などの分㔝にも関㐃させながら話をしてୗさったので

とても理解しやすかった。（理数科 3年） 

• 宮坂先生みたいに自分がやりたいことをやれるようになるには、やっ䜁り今のཷ験ຮᙉを㡹ᙇって、良い

大学で良い教育をཷけることが大切だと思ったので、もうそんなに時間は残されていませんが、残り少な

い時間をより質良く数のあるຮᙉ時間にしていきたいです（普通科 3年） 

『ＳＳＨ大学模擬講義』 

（１） 概要 講 師 ：㰻⸨ᜤ一 教授 ᪩✄⏣大学理工学術院 ᐈဨ上⣭研究ဨ(研究院ᐈဨ教授) 

演 題 ：課題解Ỵᆺの大学の研究「྾╔⧄⥔䜺䜺」ࠥ 理系こそ、ᅜㄒとⱥㄒ ࠥ 

日 時 ：令和５年１０月２５日（Ỉ）６・䠓・８限 

会 場 ：さいたま市❧大宮北高校 視聴ぬᐊ 

対 象 ：理数科・普通科 1年生 ３２６名 

（２）内容 

本校での講義は 8 年┠になる。ᩪ⸨教授は前௵の༓葉大学研究ᐊでᨺᑕ生≀質をྵんだởᰁỈか

らᨺᑕ性≀質を㝖去できる「྾╔⧄⥔䜺䜺」を研究開発した。྾╔⧄⥔䜺䜺は⌧ᅾ、ᮾ電⚟ᓥ➨一ཎ発

で起きた䝯ルト䝎䜴ン事ᨾにకって大㔞に発生したởᰁỈฎ理にᙺ❧っている。྾╔⧄⥔の組みやこ

の研究にいたるまでの㐣程の講義内容だった。また、新しい研究を世の中に知ってもらうためには、ㄽᩥ、

特チ、そして解説グ事を᭩くᚲ要があり、理系では理科だけがᚲ要なのではなくᅜㄒとⱥㄒがᚲ㡲であ

り、ᩥ系では科学的知識やㄽ理的思考能力がᚲ要ということをᙉくッえてくださり、生徒の心に残る内容

となった。 

（３）生徒の感想 

• 研究したことの䜋かにも今後の自分達の生活にᚲ要なこと、大事なことをたくさん教えていただきました。

とくに༳象に残っているのは、カ䜺に対してᢈุした人と⤖びつけて、どのようなことをする人が೧いのか

話していたことです。ኻᩋをᜍれ䛪何事にもᣮᡓしていきたいと思いました。また、先生の講義は䝴ー䝰

䜰があり┦ᡭのグ᠈によく残る講義でした。┦ᡭに発ಙする時にはグ᠈に残るような工ኵもᚲ要であるこ

とが䜟かりました。 

• ᨺᑕ性≀質は᫇から䛪っと日本にもり⥆けていたということに㦫きました。それと同時に人間がᆅ⌫の

ᑑを⦰めているということに、私たちは何かできることはないのか、何かやる䜉きことはないのかと思い

ました。何事にも┿に取り組䜐ようにしたいです。 

【᳨ ド】 

有機無機ペロブスカイトを用いる太陽電池の開発者である宮坂先生の講演内容は、ᑓ㛛的で難᫆度の高

い内容をල体的な事をあげて生徒が理解しやすいものであった。質疑応答では多く生徒から質問がᐤせ

られ、エネルギー問題に対する関心の高さや生徒達の科学䜈の興味をᨵめてㄆ識することができた。 

ẖ年、模擬講義は SS 科学総合で「⚟ᓥ興学」や「対話ᆺ䝽ークシ䝵ップ：日本のエネルギー問題」で様々

な考え方を理解した後に実しているので、⚟ᓥ➨一ཎ子力発電所事ᨾをどのように᮰させていくかを考

えるス䝍ートになった。また、➨ 2学年で実する「Hamadoori Reborn」に⧅げることができた。 
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２－２ テーブルディベート”エネルギーミックス” （１学年） 
 

１ 仮説 

本校での SSH 行事には、東日本大震災および福島原発事故の影響を受けた福島県東部（浜通り地区）の

現状の分析・問題解決に必要な技術革新や社会への取り組みを考えることを目的とした実践として「福島復

興探究学」がある。その前段階の準備として、生徒に復興と関連性の高いエネルギー問題や環境問題に対

する意識を持たせる活動として、対話型ワークショップであるテーブルディベート「エネルギーミックス」を実施

している。 「エネルギー問題」を題材に、社会課題に関する科学的データを共有しながら、他者と対話する

体験を提供し、エネルギー問題を身近な問題に感じた上で、対話リテラシーを獲得する素養を養うことができ

る。 

 

２ 研究内容・方法・評価 

（１）内容 

「エネルギー問題」を題材に、社会課題に関する科学的データを共有しながら、他者と対話する体験を提供し、

対話リテラシーを獲得する第一歩を踏み出すことを目的とする。 

 

①【データを読む・他者に伝える】 

科学データに基づいて自分の主張を組み立て、他者に表現して伝える 

エネルギーに関する様々なデータセットを読み解き、自分の主張を組み立てて、他者にその主張をデータ 

という科学的根拠に基づき説明する。 

 

②【論点考察】 

他者の主張を聞くことを通して、自分の主張を相対化してとらえ、それぞれの論点について考えを深める 

エネルギーに関する論点は複数あるが、ここでは各発電方法につき１つの論点を取り上げる。自分の意見 

とは異なる意見を聞き、それに対する反論を考える。それらの体験を通じ、自分の主張の背景にある感情を深

めていく。 

 

③【相互理解】 

多様な意見の背後にある、立場の異なる人々の抱く価値観を想像することで、相互理解を図る 

主張の背景にあるものは価値観である。異なる主張をもつ人々の価値観を、ここでは３つの視点で整理し

て理解することを試みる。それにより、相互理解を図ることにつなげていく。 

＜価値観を整理する３つの視点＞ 

   自分の範囲 ： 誰の幸せを考えているか？ 

幸福感   ： その人がどんな状態になることを幸せだと考えるか？ 

リスク感覚 ： その幸せを脅かす、最も恐れているものは何か？ 
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（２）方法 

   日  ௧䠑ᖺ１䠌᭶䠐日（Ỉ） 

   ཧຍ者 １ᖺ生 ３２䠐ྡ 

   対話型ワークショップ「エネルギーミックス」を⥲ྜ的な探究の㛫で実施する。 

 

（３）評価 

生徒に対し、௨ୗの䜰䞁䜿ートを実施しᅇ⟅から評価する。 

タ問１ テーブルディベートを通して、何を感じ䜎したか？ 

タ問２ エネルギー問題について、この活動を通して、新たな発見や問が生䜎れ䜎したか？ 

タ問３ タ問２で、そうᛮ䛳た理⏤をᩍえてୗ䛥い。 

３ ᳨ド 

どのクラスの生徒も活発に互いの意見を㏙䜉ྜう様Ꮚが見受けられた。䜰䞁䜿ートのタ問１の解⟅では、

「データを⏝いて自分の主張に説得ຊを持たせることの㞴し䛥を感じた」というᅇ⟅が目立䛳た。データを読ん

で他者に伝えることの㞴し䛥を感じた生徒が多か䛳たようである。䜎た、「立場が㐪うと主張もኚ䜟るということが

分か䛳た」や「異なる意見をすりྜ䜟せることの㞴し䛥や㔜要性を感じた」というᅇ⟅も多くみられ、生徒にと䛳

て異なる立場の人々が問題解決にྥけて相互理解することの㞴し䛥と㔜要性を感じるᶵ会とな䛳たと考えられ

る。䜎た、㓄ಙ䛥れたデータから新たな発見があ䛳たという生徒もᑡなくなく、日ᖖ生活から㞳れた立場のᙺ

の意見や関連する出᮶事のㄆ識はᕼⷧであることが☜ㄆ䛥れた。䜰䞁䜿ートのタ問２に関しては、「とてもそう

ᛮう」と「そうᛮう」とᅇ⟅した生徒が 90䠂௨上であり、䜋とんどの生徒がこの活動を通して、エネルギー問題に

関して新たなㄆ識や▱見を得ることができたことがうかがえる。この活動を通じて、エネルギー問題が生徒にと

䛳て身近な問題であることをㄆ識䛥せるとともに、後問題解決に取り組むにあたり、対話リテラシーが㔜要で

あると意識䛥せるᩍ⫱ຠᯝがㄆめられたと考えられる。 

 

䖣タ問２のᅇ⟅ 
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２－３ Hamadoori Reborn（２学年） 

 

１ 仮説 

「Hamadoori Reborn」は、福島県浜通り地区の復興を促進し、地域の人々と高校生が連携しながら「持続

可能な町おこし」を実現しようとするプロジェクトである。令和 5 年 6 月から令和 9 年 3 月までの 4

年間、毎年本校の 2 年生がプロジェクトを継承しながら挑戦する。本校生のプロジェクトリーダーを中

心に、地域の方々と共に計画を実行していくなかで、できたこと・できなかったことを評価し改善点・修

正点を検討し、次年度の実行に向けて計画を作成し提案する。この計画・実行・評価のサイクルを 4年間

繰り返しながら、効果的な取組を推進する。高校生と地域住民が協働することで、町おこしの目標を達成

し、生徒の課題解決能力を養うことができる。 

 

２ 研究内容・方法・評価 

 （１）内容 

    実施方法   福島県浜通り地方の 8町村と 2学年 8クラスが 1対 1対応し、本校生徒と担当

する町村の人々が協働して「持続可能な町おこし計画」を策定し実行する。今年

度は総合的な探究の時間を利用し、年間 12時間実施。 

           自治体とは各教室よりオンラインにてミーティングを実施。 

 

    実施会場   教室，各自治体への現地視察 

              発表会などは本校体育館大アリーナを使用 

 

    担当教員   SSH推進部，2学年教員 

 

    参加生徒数  2学年 理数科 42名，普通科 283名  計 325名 

 

 

（２）方法 

  ＜1学期＞ 

  ・福島県浜通り地域の発展に貢献している一般社団法人 HAMADOORI13と連携し、福島県双葉郡の 8

町村（広野町，楢葉町，富岡町，大熊町，双葉町，浪江町，葛尾村，川内村）の自治体担当者と

の連絡・調整を行った。また、各町村の場所・観光・人口・おもな産業・特産品・行事・催し

物・公共施設 等の情報資料を頂いた。 

  ・各クラスにてプロジェクトリーダーを 2名選出。 

・福島県双葉郡の 8町村を 2学年 8クラスで分担。HAMADOORI13より入手した資料や、インターネ

ット等にて各クラスで担当の町の特徴や現状を調査し、大まかな町村の様子を把握。現時点での

町おこしの方向性についてまとめた。 

   ・本校体育館大アリーナにて、各自治体と全体オンラインミーティングを実施。各クラスで検討し

た町おこしの方向性を自治体担当者へプレゼンした後、自治体と意見交換をしながら、方針のす
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り合ࡏࢃを行った。 

 

  ＜2学期＞ 

   ձ町おこし計画 ⣲案作成 

    各クラス内で 8⌜を⦅成。自治体の方針を㋃まࡈ⌜、࠼とに町おこしの⣲案を検討、作成した。

の⣲案を各自治体に㏦し、クラス内で担当自治体とのオンラインミーティングを実施。自治ࡑ

体の方から各⌜の⣲案に対するアࣂࢻイスをいたࡔいた。 

   ղ町おこし計画案作成 

    ⣲案に対していたࡔいたアࣂࢻイスをもとに、ࡉらに⌜ࡈとに町おこし案の⦎り┤しを行ない、

度各自治体へ案を㏦。ࡑの後、改めてクラス内で担当自治体とのオンラインミーティングを

実施。8案から௦表案を 1つ決定した。 

   ճ町村視察 

    プロジェクトリーダーが各町村をゼၥし、実㝿に自分の目で町村の様子を視察してきた。ࡑの

㝿、住民やᙺ場の方へのインタࣗࣅー等を行い、町おこし案作成のための参⪃とした。 

   մ町おこし決定案作成 

    自治体の方からいたࡔいたアࣂࢻイスをもとに、決定した௦表案を、高校生が現実的に実現可

能な取組になるよう修正。 

 

 ＜㸱学期＞ 

   ・町おこし決定案を学年生徒全体と 8町村の担当者へオンラインにて発表。 

   ・次年度の 2年生へのᘬき継ࡂ᭩を作成。 

 

 

 （㸱）評価 

・各自治体の現状にἢった実現・持続可能な計画を❧てることができたか。 

・自治体からのアࣂࢻイスをもとに、自分たࡕの町おこし案を㐺ษに改善，修正できたか。 

・自分たࡕの案を実施する࣓リットを分かりやすくプレゼンテーࣙࢩンすることができたか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

24



㸱 検ド 

 Hamadoori Reborn の取組は、今年度から 4年間の継続事業としてጞまり、手探り状ែでヨ行㘒ㄗしな

がら行ってきた。福島県双葉郡の 8町村との連携については、オンラインもά用して各自治体と交ὶし、

㛵ಀをᵓ⠏することができたことが今年度の実⦼の 1つである。 

また、プロジェクトリーダーとして、各クラス 2名，計 16名の生徒を現地に連ࢀていき、自㌟の目で

現地の状ἣを見ることによって、生徒のၥ題意㆑を高め、各自治体の現状と課題をよりල体的に理解ࡉ

ることができた。1年生の福島復興探究学で学⩦した福島県浜通り地方の現状と課題を、2年生でよりࡏ

῝く理解し、自分事として⪃ࡏࡉ࠼ることができたとឤࡌる。 

 

 㐠Ⴀする中で各自治体との連絡調整について、調整ᙺをྵめた㛵ಀ各所との意ᛮの通がୖ手くいか

らなかったことがあった。本校と各自治体とで┤᥋連絡を取り合ࢃらの意ᅗや情報が正☜にఏࡕこ、ࡎ

うことで解ᾘできたが、8自治体との連絡調整の方法については次年度に課題がṧる。生徒の町おこし計

画検討について、「高校生が実現可能であること」「持続可能であること」という視点を持って計画を❧て

ることが㞴しく、高㢠なண⟬がᚲせであったり、実施するためのປ力と時࠼⪄たが、現実的に物事をࡏࡉ

間を⪃࠼らࢀていなかったり、᮶年度の 2 年生が実現することがᅔ㞴な計画を作成する⌜がከ数Ꮡᅾし

た。 

 

 今後、Hamadoori Reborn を進めていくୖで、ṧり 3年間事業を継続するためには、今年度❧案した町

おこし計画を実施する方法についてよりල体的に検討していかなけࡤࢀならない。まࡎは、自治体との

やりとりを次の学年の教員，生徒へ正☜にᘬき継ࡄことがᚲせである。ࡉらに、今年度は 12月に福島県

双葉郡の視察を行ったが、᮶年度はより᪩い時期にゼၥし、取組を実施していかなけࡤࢀならない。ࡑの

ためには、今年度௨ୖにᐦに自治体との連絡調整を行うᚲせがある。また、自治体によっては㒔合により

継続を᩿ᛕࡊࡏるをᚓない状ἣも出てくることがணࢀࡉる。ࡑの場合の௦᭰案等も検討していかなけ

の㒔度改善点をᶍ⣴し、町おこしの目標ࡑ、るがࢀら࠼⪄ならない。今後も様々な課題が出てくるとࡤࢀ

を達成することで、生徒の課題解決能力を養うことができる取組としたい。 

 

㸲 各クラスの町おこし案のᴫせ 

1組（大熊町） 

 ⛣住者や観光ᐈに向けて、SNS発ಙや広࿌ື画を作成し、大熊町のㄆ▱度をୖࡆる。 

2組（楢葉町） 

 㹑㹌㹑をά用した࣐ーࢣティング戦␎のๅ᪂をする。 

 㹈ࣦィレッジやኳ⚄ᓁ等の施設を利用したイ࣋ントを㛤催する。 

3組（広野町） 

 町Ⴀࣂスを利用した観光地ᕠりを実施する。 

4組（富岡町） 

 㹑㹌㹑をά用し、富岡町のイ࣋ント等の情報発ಙを行う。 

5組（葛尾村） 

 。ントを㛤催し、㹑㹌㹑にて発ಙする࣋ー場にてイࣗ࢟࣋ーࣂ 
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6組（双葉町） 

 観光ᐈがオーナーとなる᳜ᶞのプロジェクト。 

7組（川内村） 

 㹑㹌㹑で村のᐉఏάືを行う。 

 ⊂自のスイーࢶの㛤発。 

8組（浪江町） 

 浪江㥐࿘㎶にて浪江⚍りを㛤催する。 

 

 

㸳 άືの様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

クラス内 グループ毎に町おこし計画を検討している様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  全体でのオンラインミーティングの様子     各教室でのオンラインミーティングの様子 
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ページ番号 
 

（３）知的好奇心を向上させるフィールドワーク・ワークショップ 

３-１ SSHサイエンスフィールドワークの概要 

 
１ 仮説 

本校の「SSHサイエンスフィールドワーク “Sea to Summit & Sky”」は、「水・大地・宇宙」をテーマに実施

する。このプログラムに参加することで「Process-learning」を実践し、生徒は科学に関して継続的で、

深い学びを行うことが可能となる。更に、大学教員等や学芸員等の多くの方々の指導により、生徒は科学

に対する専門的なスキルを高めるとともに、コンピテンシーを向上させ、各プロジェクトを自分事の課題とし

て捉え、Agency をはぐくむことが可能となる。また、「SSH サイエンスフィールドワーク」を短期プログラムとす

ることで、普段、サイエンス部に所属をしていない生徒にも本格的研究活動を体験させる事ができる。 

２ SSHサイエンスフィールドワーク “Sea to Summit & Sky”の実践 

全学年の希望者を対象に、大学、研究機関、科学館等と連携し、サイエンスフィールドワーク「Sea to 

Summit & Sky」を実施する。生徒は「水・大地・宇宙」をテーマとするサイエンスフィールドワークを通して、興

味・関心を高め、本格的な研究活動に取り組むことができる。普段、部活動などで長期的な研究活動に参

加することができない生徒にも、本格的な研究活動が体験できる機会になる。更にサイエンスフィールドワ

ークに参加した生徒は連携する「小学生サイエンス教室」に TA（Teaching Assistant）として指導にあたる。

小学生に自ら体験したことを伝えることによって学びを深化させ、小学生にも分かる内容にリライトしプレゼ

ンテーションする能力を高めることができる。 

令和５年度 実施内容 

・「臨海フィールドワーク」 連携機関：お茶の水女子大学湾岸生物教育研究センター 

    令和 5年 6月 9日（金）・10日(土) 

   特別講義：清本正人（お茶の水女子大学 教授） ※ Onlineで実施 

    令和 5年 5月 29日(月) 

・「ジオパーク秩父フィールドワーク」 連携機関：埼玉県立自然の博物館 

    令和 5年 6月 15日(木) 

・「化石採集フィールドワーク」 連携機関：群馬県神流町恐竜センター 

     令和 5年 9月 26日(火) 

・「天体観測フィールドワーク」 連携機関：堂平天文台・国立天文台 

     令和 5年 10月 20日(金)〜22日（日） 

    特別講義：平松正顕 （国立天文台 天文情報センター 講師）  

     令和 5年 9月 11日(月) 

    事前研修：5/25㈭ 6/22㈭ 7/13㈭ 9/11㈪ 10/6㈮ 

・「福島復興フィールドワーク」 連携機関：HAMADOORI１３・福島県立ふたば未来学園高等学校 

     令和 5年 10月 26日(木)・27日（金） 

・「JAXA・KEK ワークショップ」 連携機関：JAXA筑波宇宙センター、高エネルギー加速器研究機構 

     令和 5年 6月 14日（水） / 令和 5年 11月 22日（水） 

・「タンパク質結晶化実験プログラム」 連携機関：JAXA筑波宇宙センター、岩手医科大学他 

     令和 5年 5月 2日（火） 

・「研究室実習」  連携機関：理化学研究所（和光市） 

     令和 5年 6月 20日（火） 
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ページ番号 
 

３-２ SSH臨海フィールドワーク 

 
１ 仮説 

「SSH サイエンスフィールドワーク」は、大学、研究機関、博物館、科学館の協力を得て、最先端の研究がおこ

なわれている現場を訪問し、研究者から直接指導を受けることができる短期プログラムである。フィールドワーク

を短期プログラムとすることで、理数科やサイエンス部に所属をしていない生徒にも本格的研究活動を体験させ

る事ができる。 

このプログラムに参加した生徒達は、高等学校の教育課程をこえて、科学研究への興味関心を高め、サイ

エンスに対しより深い理解をもつことができるようになる。 

 

２ 研究内容・方法・評価 

（１）内容 

実習地 お茶の水女子大学湾岸生物教育研究所（千葉県館山市香 11） 
採集地： 沖ノ島（千葉県館山市） 

実習期間 令和 5年 6月 9日（金）から 6月 10日（土）（一泊二日） 

指導者      お茶の水女子大学湾岸生物教育所 

            ・研究所長 清本 正人教授 

            ・特任講師 和田 裕子先生         

参加生徒 12名（理数科 1年生 10名・普通科１年生 2名） 

実習内容    ①磯の動物採集および観察 

                ②ウミホタルの採集および実験観察 

                ③ウニの初期発生の実験観察 

                ④沖の島周辺の地形および地質観察 

 

（２）方法 

【事前学習】 

本校にて、ウニの初期発生の学習を本校生物の教員の指導のもと、実施する。 

 

【フィールドワーク】 

➀ 磯採集および生物同定 

磯に生息する臨海生物を自らの手で採集し、観察する。採集後は、専門家の講師およびＴＡの指導の

下、詳細な観察とスケッチ・写真撮影で記録を行う。ただ単に動物の名前を知るのではなく、形態的特徴を

もとに系統分類の基本的な知識を身につけながら実習を行う。 

② ウミホタルの採集と観察 

夜は、近隣の漁港に行き、ウミホタルの採集を行う。講師の指導の下、使用するトラップを用意し、採集を

行う。採集後は、実験室にて、ウミホタルの観察と性質を調べる実験を行う。 

   ③ ウニの初期発生の実験・観察 

ウニ（タコノマクラ）を使った初期発生の実験・観察を行う。放卵・放精の段階から発生過程を半日という時

間をかけて、観察・記録した。 
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ページ番号 
 

④地形および地質観察 

研究所近くの海岸段ୣおよび地ᒙの観察を行う。䜎た、沖の島での◁ᕞや関ᮾ地㟈でおこった地ᒙの

㝯㉳のᵝ子な䛹を観察した。 

 

  【事後学習】 

臨海フィールドワーク参加者は、フィールドワークで学䜣だことをもとにᑠ学生ᑐ㇟のサイエンス教室の講

師をする。䛭の㝿に、使用するスライド㈨ᩱをసᡂし、実験の‽ഛをする。 

 

（䠏）評価  

・ 事前学習を体的にྲྀ䜚⤌䜐ことができたか。 

・ 臨海生物の採集および分類では、ྛ生物の形態的特徴をᤊ䛘、生物が⎔ቃに䛹のように㐺ᛂしてきた

かを⪃䛘ながらྲྀ䜚⤌䜐ことができたか。 

・ ウミホタルの発ගのしく䜏を理ゎできたか。 

・ 生物の初期発生の過程を理ゎできたか。 

・ 生物分㔝や地学分㔝䜈の⯆関ᚰをもつことができたか。 

・ フィールドワークで学䜣だ内容をᩚ理し䜎と䜑ることができたか。 

・ ከᵝな海ὒ生物が生息するた䜑には䛹のような⎔ቃがᚲせなのか。䜎た、䛭の⎔ቃを⥔ᣢするた䜑には

䛹のような知識や行動がᚲせかを意識することができたか。 

 

䠏 ᳨ド 

臨海フィールドワークはẖ年、ᢳ㑅を行い、参加者を㑅ᢤしているプログラムである。䛭のた䜑、プログラ

ム参加者の┠的意識は㧗く、年、ᵝ䚻なㄢ㢟に✚ᴟ的にྲྀ䜚⤌䜐ことができている。 

事前学習では、3年時の㑅ᢥ生物の内容であるウニの発生過程の授ᴗを受けた。参加者員が 1年生

であ䜚、㧗校での生物学を䜋䜌学䜣でいない≧態ではあるが、ඖ䚻生物に⯆関ᚰのある生徒達のた䜑、

⇕ᚰに授ᴗを受けることができた。 

臨海生物の採集実習では、講師や TAに質問しながら、臨海生物の採集を㐍䜑ていった。採集後、研究

所にᡠ䜚、実体㢧ᚤ㙾やග学㢧ᚤ㙾➼を使用しながら、採集した生物の同定を行った。同定は、生物の細

かな㐪いをぢ分け、生物の名⛠を特定し、分類する⦓ᐦなసᴗである。ධ学して間もないこともあ䜚、㢧ᚤ

㙾の使い方に័れな部分があ䜚ながらも、集୰してㄢ㢟を実施することができた。 

ኪࣝࢱ࣑࣍࢘、ࡣを᥇㞟し、ほᐹしࡓ。Ⓨග生物がⓎගࡍるᵝ子を┤にほᐹࡍることができ、ࡑ

のⓎග࣓࣒ࢬࢽ࢝にも興味をもつことができࡓ。 
᭦に、ࢽ࢘のⓎ生㐣程の⤒㐣ほᐹを㏻ࡌて、ᐇ㝿に生物のᙧែᙧᡂが⾜ࢀࢃていࡃᵝ子をぢるこ

とができࡓ。Ⓨ生㐣程をていࡡいにスࢳࢵࢣし、☜ᐇにグ㘓ࡍる᪉ἲも㌟につࡓࡅ。 
⮫ᾏࣇーࣝ࣡ࢻーࢡでࡣ、⮫ᾏ生物なᬑẁ、なかなかゐࢀることがฟ᮶ない⎔ቃにいる生

ᚐ㐩が、ᐇ㝿に生物の᥇㞟ࡸほᐹをࡍることで、ከᵝな生物がこのᆅ⌫ୖにᏑᅾし、ࢀࡒࢀࡑの

⎔ቃに㐺ᛂしながら生きているということをయឤࡍることができる。この⤒㦂ࡣ、ᚋ、ࡉらに

学ࡧを⥆ࡅていࡃ生ᚐ㐩のࣜࢩࣛࢸーࢥࡸンࢸࣆンࢩーのྥୖにつながるࡎࡣで࠶る。 
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３－３ ジオパーク秩父フィールドワーク 

 

１ 仮説 

埼玉県の西北部、秩父山系の関門に位置する長瀞町は、町の全域が「県立長瀞玉淀自然公園区域」に指

定されており、地質学的に非常に興味深い場所である。埼玉県民である生徒にとって、この地域は大変貴

重なフィールドワークの場所と考えられる。地質学・生物学を専門とし、日頃研究を行っている学芸員指

導の下、長瀞の地質や生物を直接感じることで、生徒は科学・研究への興味・関心を高め、知的好奇心を

持つことができる。また、この経験が将来の進路を考える上で有効となる。さらに、フィールドワークで

の経験を活かして、小学生に向けたアウトリーチ活動を計画・実施することで、子どもたちの科学への興

味・関心を育む科学教育へ貢献する姿勢や自身の学びや経験を社会に還元する姿勢を養うことができる。

科学的なリテラシーやコンピテンシーを向上させ、様々な場面に対応でき、高い成果を生み出せる人材の

育成に役立つ。 

 

２ 研究内容と方法 

 

 （１） 内容 

      日 時  令和５年６月１５日（木） 

      場 所  埼玉県立自然の博物館とその周辺地域 

      参加者  １～２年生 １６名 （理数科 １１名 普通科５名） 

      日 程  １０：１５ 長瀞駅集合（秩父鉄道利用） 

１０：３０ 長瀞岩畳を中心とした地質フィールドワーク 

１２：００ 昼食 

１３：００ 水生微生物の採集および同定 

１５：００ 埼玉県立自然の博物館 上長瀞駅出発（秩父鉄道利用） 

 

 （２） 方法 

      事前指導 ６月１３日（火） 長瀞の地質、生物、植物についての研究  

      当 日 ６月１５日（木） 長瀞の地形観察、水生微生物の採集と同定作業 

      事後指導 ７月 ９日（日） フィールドワークに基づいた小学生参加者へ向けたアウトリーチ 

活動 

         

 （３） 評価 

      生徒の実習中の様子やアウトリーチ活動への取り組みの観察によって行う。 

      ・実施地域の地形や地質を理解し、興味をもつことができたか 

      ・実習地域の生物を調べ、科学的な手法で同定することができたか 

      ・自然史を体験をもって理解し、学びを深めることができたか 

 

３ 検証 

今年度も、事前学習にて長瀞の地質や生物・植生について理解してから実習に臨んだ。現地においては、 

長瀞の地形の成り立ちの過程について学芸員の説明を聞き、質問を行いながら実際に観察した。また、周

辺の水生微生物や植物についても観察を行った。前日の雨により、川の流量が増加したため水生生物の採

集・同定から水生微生物の採集・同定へと内容を変更し、博物館周辺の水生微生物を採集して、博物館に
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て同定した。生徒は、説明を聞ࡃときと実際に作業するときとで࣓リࣁリをつけて非常に┿に取り組ん

でいた。問にᛮったことをその場で学芸員に質問し、ศかったことを࣓ࣔしている様子がとても༳㇟的

であった。その様子からも普ẁのᤵ業ではᚓられない᪂㩭な感動がከࡃあったことが感じ取れた。 

また、実習後に行った小学生向けのアウトリーチ活動では、実習で経験した内容についてᮏᰯ周辺地域

の自然⎔ቃを活かした活動を生徒体で計画し、来場した小学生をᴦしࡃ学ࡤせることができた。アウト

リーチ活動の‽ഛでは、学ᰯ周辺地域で生物の採集や観察ができる場所を᥈したり、生き物が生ᜥしてい

そうな場所をすࡄにぢつけられたり、その場でぢつけた生き物がఱかなどを✚ᴟ的にヰし合ったり、フィ

ールドワークでの経験がアウトリーチ活動の‽ഛẁ㝵においても活かされている場面がよࡃぢられた。当

日も、来場した小学生に向けて、フィールドワークでᚓた知㆑を小学生にศかりやすࡃఏえるためにࢫラ

⏥ド㈨ᩱをᕤኵする場面や、生物を採集する際にᏳ全面に㓄៖する姿勢がぢられた。生徒たちの‽ഛの

ᩫもあり、アウトリーチ活動後の来場者アンࢣートでも来場者の小学生の‶㊊度が高い⤖果となった。 

日頃のᤵ業とは␗なる体験中心の学習と自身の経験を者へ還元する活動に生徒たちが生き生きと取

り組む姿が༳㇟的であり、これらの活動に対する教育効果がㄆめられた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

              地質の観察                 水生微生物の採集 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        生物の同定 
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３－４ 化石採集フィールドワーク 

 

１ 仮説 

研究施設の見学とともに、施設の方や学芸員の声を直に聴き、化石の採集および標本作成と実習を体験することは、

生徒は科学研究への興味・関心を高め、知的好奇心を持つとともに、将来の進路を考える上で有効である。また、リ

テラシーやコンピテンシーを向上させ、様々な場面に対応でき、高い成果を生み出せる生徒の育成ができる。 

２ 研究内容と方法 

（１） 内容 

化石採集体験 

日 時 ： 令和５年９月２６日（火）７：２０ ～ １７：００ 

      場 所 ： 群馬県多野郡神流町恐竜センター 

      参加者 ： １、２年生 １０名 

日 程 ： １０：００ 恐竜センター到着 
 施設の方による講義 

       地層のでき方や恐竜の歴史、研究分野の広がり方について 
      １０：４５ 地層見学・化石採集 
            瀬林層を見学調査し、実際に化石採集を行った。 
      １１：４０ 昼食休憩  

１２：４０ 施設見学 
       １３：４５ 恐竜センター出発 

（２） 方法 
事前指導   

① 地質時代（地球の歴史）についての学習 

② 化石採集付近の地質の学習 

それぞれがレポートにまとめて、発表活動 

事後指導 

① 実習で発掘した化石の観察 

② レポートにまとめて活動について記録する。 

  ③ レポートを共有し、フィードバック 

 

（３） 評価 

生徒の行動観察、レポートの内容 

・地層や地質年代について理解することができたか 

・化石の採集やその同定を通して、科学への興味・関心を高めることができたか 

 

３ 検証 

事前学習で、中生代白亜紀前期の歴史を学び、代表的な生き物や地層についての時代背景を理解し、実習に臨 

んだ。場所を神流町恐竜センターに変更して２年目だったが、引き続きより良い体験をさせてもらえた。 

今年度は、施設の方の講義となったが、興味深い内容も多く、生徒も積極的に質問をしていた。 

化石採集体験では地層を間近に見ることができ、植物や貝の化石を全員発掘することができた。今年度も多くの 

化石を発掘することができ、とても貴重な経験をすることができた。 

     採集できた化石はいずれも小さな個体であったが、生徒にとっては新鮮な感動があったことがレポートから 

読み取れた。また、恐竜センターにおいて展示物を真剣に観察する姿も見られ、この化石採集実習から深く学ん 

だ様子がレポートの内容からも見受けられた。学問の広がり方などの話も聞けたので、今後の生徒の学習意欲の 

向上にも繋げることができた。 
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３－５ 天体観測フィールドワーク 

 

１ 仮説 

本校では以前から、アウトリーチ活動として、小学生対象の「星空教室」をおこなってきた。 

 今年度は、「星空教室」をより効果的なものにするため、本校生徒に天体望遠鏡の使い方、天体観測の仕

方等の事前学習を行う。また、天体観測への理解を深めるため、国立天文台の渡部先生による、天体望

遠鏡の仕組みや歴史についてのオンライン講義と、同じく国立天文台の平松先生による天体観測の仕方

とレポート作成の方法についての講義を受講させた。当日は、自然の中でキャンプを行うことになるので、

昨年度よりもさらに自然の中で天体観測や植生調査を行うことができる。 

この活動はフィールドワークかつアウトリーチ活動の１つであり、生徒がフィールドワークで体験してきた

ことを小学生に還元することで、サイエンスリーダーとしての資質向上を図る。また、フィールドワークに参

加することで普段できない体験を通してサイエンスへの興味関心を高めるきっかけとする。 

 

２ 研究内容・方法                         

（１）内容 

     日 時： 令和５年１０月２０日（金）、２１日（土）、２２日（日） 

     場 所： 堂平天文台「緑と星の創造センター」 

     参加者： 理数科 ２年生 ６名 １年生 １１名、普通科 ２年生 ２名 １年生 ９名 

     内 容：  

１０/２０ 

１３：００  学校発 

１５：３０  到着 

１５：４５  開講式 

１６：００～１７：００ 実習 

１７：３０  夕食 

１９：００～２１：００ 天体観望会 

２２：３０  消灯・就寝 

 

１０/２１ 

６：３０  起床 

７：３０  朝食 

９：００～１２：００ 植生調査 

１２：００  昼食 

１３：３０  植生調査 

１６：００～１７：００ 実習 

１７：３０  夕食 

２１：００  消灯、就寝 

１０/２２ 

１：００  起床 

１：３０～５：００ 天体観測 

７：３０  起床 

９：００  出発 

１１：３０  学校着 

 

 

 

 

（２）方法 

５月から月に１度事前学習を行い、本校にある４台の天体望遠鏡についてそれぞれ使い方を覚え、観測し

たい天体に自分で合わせられるようにする。併せて、国立天文台の先生による講義を受講することで、天体

観測についての理解を深め、レポート作成の支援を行う。１０月に行うフィールドワークでは、今年度新たな

試みとして、日中の植生調査と、周辺に自生する草木の葉の色素抽出実験を行う。このような学校外でこそ

体験できるフィールドワークを取り入れることで、自然科学への興味関心を引き立てる。また、国の研究施設

であった堂平天文台の天体望遠鏡を使って星や惑星の観測を行うことで、天体望遠鏡による見え方の違い

を比較し、自身の天体観測の参考とする。天体観測で観測することのできた惑星や星について、事後学習と

してレポートおよびスライドの作成を行う。自分で観測しただけでなく、それらを共有する手法について、各自

で学習する機会を与え、天体観測フィールドワークとしてプログラムを完成させる。 
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３ ᳨ド 

月に୍度の事前学習を⥅⥆的に行うことで、天体望遠鏡の使い方な䛹がしっかりと身にいたようにឤじ

られる。天体望遠鏡の使⏝法研ಟにおいて、ึᅇの研ಟ時には、昨年度のフィールドワーク参加者が使⏝

法をレクチャーし、その使⏝法を生徒㛫で⥅ᢎすることができた。昨年度と比較し、フィールドワークの参加

者がቑ加したが、୍ே୍ேが天体望遠鏡を᧯作する時㛫をしっかりと☜ಖすることで、ဨが天体望遠鏡を

᧯作することができるようになった。渡部先生によるオンライン講義では、ఱとなく使⏝していた天体望遠鏡の

ᵓ造について理解させることができた。また、本校で実施している「䝝ワイサイエンス研ಟ」と関㐃させ、す䜀

る望遠鏡の歴史や、そこでつかわれている天体望遠鏡についても▱る㈗㔜な機会となった。平松先生による

講義では、普段の学習では、学䜆ことのできない天体観測におけるレポート作成の手㡰や、天体観測にᚲ

せな考え方について学䜆ことができた。い䛪れの講義についても、フィールドワークを行う上でḞかせない▱

㆑であり、ᑓ㛛的な内容もྵめ、とてもⰋい学びの機会となった。これらの▱㆑は、フィールドワークや事後学

習においてᏑ分に発されていた。 

フィールドワークの日中のプログラムとして、植生調査と色素の抽出を行った。植生調査では、本᮶ணᐃし

ていたルートがᕤ事のᙳ㡪で通れなかったが、ูルートのᩓ⟇においても、学校周辺では観ᐹのできない

植≀や㫽㢮を観ᐹすることができ、生徒へのⰋい่⃭となっていた。色素の抽出においても、生≀の実験で

生徒が行っている抽出実験のᛂ⏝として、自身が㑅䜣だ植≀の葉について色素を抽出することができ、その

成分についても考ᐹすることができた。この植生調査についてはᨵᐃのవᆅがከいため、今後より発ᒎ的な

プログラムとなるようᨵⰋがᚲせであると考えられる。植生についても事前に▱㆑をᣢっておくことでより効果

的なフィールドワークになると考えられる。 

天体観測については、日中に生徒自身で㐺当な場所をỴめ、᫂るいう䛱に望遠鏡の設⨨をスムー䝈に行

うことができた。これは、校内における事前研ಟに生徒が体的に参加してきた⤖果である。そのⅬにおいて

はとてもⰋい⤖果がᚓられた。また、堂平天文台にある天体望遠鏡を使って実㝿に天体観測を行うことで、

天文分㔝の研究について興味をᣢたせることができた。日本の天文分㔝の研究についての歴史にもゐれる

ことができ、その㐨に㐍䜐生徒が⌧れることをᮇᚅしたい。学校所有の天体望遠鏡を使った天体観測におい

ても、生徒同ኈが༠ຊしながら、時㛫いっ䜁いまでᵝ䚻な惑星や星を見ているጼがとても༳象的であった。  

５月から１０月ୗ᪪までにわたる㛗ᮇ㛫のプログラムとなったが、フィールドワーク当日に、場所や天ೃをも

とに生徒同ኈでよりⰋい天体観測の方法を試行㘒ㄗしているᵝᏊを見て、ᨵめてフィールドワークでᚓられ

るもののきさをឤじた。しかし、⌧ᆅでそのような試行㘒ㄗができたのは、校内における事前研ಟを生徒が

自分のものとすることができていたからであると考えられる。今年度実施した、講義があったからこそ昨年度㊊

りなかった、天体観測や天体望遠鏡についての▱㆑を⿵うことができ、体的な行動につながったのだと考

えられる。今年度の事前研ಟを活かしつつ、᮶年度に向けて、日中のプログラムをさらに効果的なものへと⦎

り上䛢ていきたい。 

また、今年度、本フィールドワークを体験した生徒が、昨年度同ᵝに小学生や᮶年度の後㍮た䛱にᢏ⾡

や䝜ウ䝝ウを⥅ᢎしていってくれることをᮇᚅしたい。 
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３－６ 福島復興フィールドワーク 

 
１ 仮説 

東日本大震災および福島原発事故の影響を受けた福島県東部（浜通り地区）の現状を分析し、この問題を長

期的に解決するためには、どのような技術革新や社会への取り組みが必要なのかを考え、行動することができる

人材を育成することができる。 

 

２ 研究内容・方法・評価 

（１）内容 

日 時 令和 5年 10月 26日（木）～令和 5年 10月 27日（金） 

場 所 福島県浜通り地方 

参加者 1学年生徒 14名，2学年生徒 4名 計 18名 

 

（２）方法 

 A 事前学習 

 福島復興探究学講演会 「東日本大震災 福島復興の歩み」 ：本校教諭 待谷亮介 

 経済産業省職員による出前授業 

 

 B フィールドワーク 

10/26（木） 

大宮北高校出発（全行程貸切バスにて移動） 

富岡町役場：富岡町の現状の視察 

東日本大震災原子力伝承館（双葉町）：展示見学，フィールドワーク，語り部講話 

 

10/27（金） 

東京電力廃炉資料館：福島第一原子力発電所の廃炉について 

               ALPS処理水の海洋放出について などの講話 

福島第一原子力発電所視察 

福島県立ふたば未来学園高等学校：現地高校生との交流・意見交換 

大宮北高校帰着 

 

C 事後学習 

 フィールドワーク参加生徒同士での報告会・意見交換 

市内中学校での出前授業・意見交換会 

校内でのポスター掲示 

生徒課題研究発表会にて代表生徒の報告会 

 

 

 

 

 

35



ページ番号 
 

（䠏）評価 

・福島県浜通り地方の現状を▱り、浜通り地方の復興について考えることができたか。 

・原子力発電所の廃炉の状ἣや ALPS 処理水の海洋放出について▱り、こ䜜䜙の問題について⮬分の考えを

ᣢつことができたか。 

・福島フィールドワークの経㦂を䜒とに、課題研究の䝔ー䝬タᐃにつな䛢ることができたか。 

・SSH福島復興探究学の取り組みが、ᑗ来、この問題に取り組䜐人材の育成につな䛢ることができたか。 

 

䠏 ᳨ド 

 ᅇのフィールドワークでは、「復興とはఱか」「ALPS 処理水海洋放出の㠀」をな䝔ー䝬としてタᐃした。

ALPS処理水は、フィールドワークの┤前に海洋放出が行䜟䜜、䝔䝺䝡や䜲䞁ター䝛䝑䝖等の䝯䝕ィ䜰で䜒大き䛟取

りୖ䛢䜙䜜た話題で䛒り、生徒にと䛳て䜒興㛵ᚰの高い問題䛰䛳た。経済産業省，廃炉資料館，ふたば未来

学園にて、䛭䜜䛮䜜ᅜ，東京電力，地ᇦఫẸの┠⥺か䜙の話を⪺䛟ことができ、生徒の▱㆑や考え方を῝める

事ができた。䜎た、ᐇ㝿に福島第一原子力発電所内を視察し、ALPS 処理水海洋放出のタഛや⇿発した原子

炉ᘓᒇを見学することで、福島県浜通り地方でなお解決䛥䜜ていない問題について⮬分事としてᤊえる事が

できた。䜎た、ᗈ㔝町，ᴍ葉町，富岡町，双葉町，ᾉỤ町の町のᵝ子を視察したり、ఫẸのኌを⪺いたりすること

で、福島県浜通り地方の中で䜒町の状ἣや課題に大きなᕪが䛒ることをឤ䛨ることができた。移動のバスの中で

生徒同士で「復興とはఱか」という問いについて㆟ㄽ䛥䛫、意見をඹ᭷することで福島県浜通り地方の現状や課

題についてより῝䛟理解し、⮬分た䛱の考えをᣢつことができたとឤ䛨る。 

 年ᗘは年ᗘᐇできなか䛳たᑠ中学校での䜰䜴䝖䝸ー䝏ά動䜒 3 月にᐇするணᐃで䛒る。フィールドワ

ークで῝めた▱㆑や考えを、市内中学校にて䜰䜴䝖䝥䝑䝖し、意見交換することで、䛥䜙に⮬分た䛱の考えを῝め

るとと䜒に、福島県浜通り地方の現状を市内の中学生にᗈ䛢ることができると考えている。 

 

 

䠘䠘福福島島フフィィーールルドドワワーーククののឤឤ（（ᢤᢤ⢋⢋））䠚䠚  

・・ಶಶ人人的的にに 11 ␒␒のの┠┠的的でで䛒䛒るる、、福福島島第第一一原原発発のの見見学学はは、、ととてて䜒䜒ឤឤ動動的的ででししたた。。技技術術のの⤖⤖ᬗᬗでで䛒䛒るる原原発発がが、、東東電電

ののุุ᩿᩿䝭䝭スス等等でで䛒䛒ののよよううなな状状ែែなな䛳䛳ててしし䜎䜎䛳䛳たたこことと。。ここののよよううなな状状ែែでで䜒䜒、、人人䚻䚻ががດດ力力ししてていいるるጼጼはは本本ᙜᙜにに⣲⣲ᬕᬕ䜙䜙

ししかか䛳䛳たたでですす。。ふふたたばば未未来来学学園園ととのの交交流流でではは、、地地ඖඖのの人人䛰䛰かか䜙䜙ここ䛭䛭ののᛮᛮいいやや経経㦂㦂をを▱▱るるここととががでできき、、㈗㈗㔜㔜ななయయ

㦂㦂をを䛥䛥䛫䛫てていいたた䛰䛰いいたたととᛮᛮいい䜎䜎すす。。  

・・原原発発のの中中ににᐇᐇ㝿㝿ににධධりり説説᫂᫂をを受受けけたたここととでで、、廃廃炉炉ににはは AALLPPSS 処処理理水水௨௨እእにに䜒䜒たた䛟䛟䛥䛥䜣䜣のの課課題題、、問問題題ががṧṧ䛥䛥䜜䜜てて

いいるるとといいううここととがが分分かかりり、、䜎䜎䛰䛰䜎䜎䛰䛰⥆⥆いいてていい䛟䛟事事ななののでで、、ᡃᡃ䚻䚻ののググ᠈᠈かか䜙䜙ⷧⷧ䜜䜜ててははなな䜙䜙なないいととᙉᙉ䛟䛟ㄆㄆ㆑㆑すするるこことと

ががでできき、、ⰋⰋかか䛳䛳たたでですす。。  

・・交交流流でで᭱᭱䜒䜒༳༳㇟㇟ににṧṧ䛳䛳たたののがが災災ᐖᐖををりり㉺㉺ええ、、ḟḟどどううししてていい䛟䛟ののかか、、ここのの災災ᐖᐖかか䜙䜙学学䜣䜣䛰䛰ここととををどどううししてていい䛟䛟ののかか

とといい䛳䛳たた災災ᐖᐖののこことと、、復復興興ののここととををポポ䝆䝆䝔䝔ィィ䝤䝤ににᤊᤊええてていいてて、、第第୕୕者者でで䛒䛒るる⚾⚾たた䛱䛱とと㐪㐪䛳䛳たた意意見見をを⪺⪺けけたたののででとと

てて䜒䜒㠃㠃ⓑⓑいい経経㦂㦂ででししたた。。  

・・時時代代がが㐍㐍䜐䜐ににつつ䜜䜜、、┿┿ᐇᐇををググ᠈᠈すするる人人㛫㛫ががᑡᑡなな䛟䛟なな䛳䛳てていい䛟䛟中中、、どどののよよううなな報報ががṧṧ䛳䛳てていい䛟䛟かかとと考考ええたた䜙䜙、、

報報ををṧṧすす本本人人ににとと䛳䛳てて㒔㒔ྜྜががいいいい内内容容ががṧṧ䛥䛥䜜䜜るるととᛮᛮうう。。䜒䜒䛱䛱䜝䜝䜣䜣ṇṇししいい報報をを⥅⥅承承すするるたためめにに、、資資料料館館がが䛒䛒

るるのの䛰䛰䜝䜝ううけけ䜜䜜どど、、話話でで⥅⥅承承䛥䛥䜜䜜てていい䛟䛟ののはは㒔㒔ྜྜががいいいい報報䛰䛰ととᛮᛮうう。。䛰䛰かか䜙䜙ここ䛭䛭㢼㢼䛥䛥䛫䛫なないいたためめににはは資資料料館館

等等ををάά⏝⏝ししてて学学習習すするるここととがが大大事事䛰䛰ととᛮᛮうう。。にに䜒䜒語語りり部部のの方方䚻䚻がが話話ししてていいるるののをを動動⏬⏬にに取取䛳䛳てておお䛟䛟のの䜒䜒いいいい方方

法法䛰䛰ととᛮᛮうう。。  
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ページ番号 
 

３-７ JAXA・KEKサイエンス実習 

 
１ 仮説 

「SSH サイエンスフィールドワーク」では大学、研究機関、博物館、科学館の協力を得て、最先端の研究

内容を紹介し、最先端の研究がおこなわれている現場を訪問し、研究者から直接話を聞くことで生徒のサ

イエンスに対する興味関心を高める事ができる。「SSH サイエンスフィールドワーク」の短期プログラムとして

JAXA（宇宙開発事業団）・KEK（高エネルギー加速器研究機構）サイエンス実習を実施することで、自然法

則や物質の基本構造について深く理解することができ、理数科やサイエンス部に所属をしていない生徒に

も本格的研究活動を体験させる事ができる。 

２ 研究内容・方法・評価 

（１）内容 

実習地 JAXAおよび KEK（茨城県つくば市） 

実習期間 令和 5年 6月 14日（水）  

参加生徒 20名（2年生） 

実習内容 JAXA、KEKの施設見学、KEKにおいては伊藤教授による講義 

 

（２）方法 

事前学習として JAXA、KEKに関する資料の提示を行った。実習当日は、JAXA構内を JAXA職員

の方に案内いただき、宇宙で行われている研究や宇宙飛行士の訓練の様子などを説明して頂いた。

KEK では施設の工事中であったため、ビームラインの中まで見学することができた。また、どのようにし

て放射光が発生し、どのような研究に使用されるのかも講義頂いた。 

フィールドワークを終えた後、事後学習として、文化祭においてポスター発表を行った。 

 

（３）評価  

 事前学習を主体的に取り組むことができたか。 

 JAXA、KEK の施設見学を通して宇宙で行われている研究や放射光の利用用途などを理解でき

たか 

 実習で学んだ内容をスライドにまとめ、発表をおこなうことができたか。 

３ 検証 

今回の実習は、抽選を行い参加者を選んでいる実習である。そのため、選ばれた参加者は、目的意

識が高く、積極的にプログラムに取り組むことができている。 

実習中は、真剣に講義を聞き、見学の際には質問をしている姿も見受けられた。放射光施設はあまり

身近な存在ではないが、研究に役立っていることが分かり、それをポスター発表の資料作成に生かして

いた。宇宙開発がビジネスにもなるくらい注目度の高い研究分野であるため、生徒の進路にも十分関わ

る可能性があるプログラムだと実感している。機会があれば小中学生へのアウトリーチ活動にも生かせる

実習であることが生徒の活動を通して判明した。 
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ページ番号 
 

３-８ 理化学研究所ワークショップ 

 
１ 仮説 

「SSH サイエンスフィールドワーク」では大学、研究機関、博物館、科学館の協力を得て、最先端の研究

内容を紹介し、最先端の研究がおこなわれている現場を訪問し、研究者から直接話を聞くことで生徒のサ

イエンスに対する興味関心を高める事ができる。「SSH サイエンスフィールドワーク」の短期プログラムとして

日本で唯一の自然科学の総合研究所である理化学研究所でワークショップを実施することで、研究とは何

かを体感を伴って学ぶことができ、理数科やサイエンス部に所属をしていない生徒にも本格的研究活動を

体験させる事ができる。 

２ 研究内容・方法・評価 

（１）内容 

実習地 理化学研究所（埼玉県和光市） 

実習期間 令和 5年 6月 20日（水）  

参加生徒 10名（1年生 3名、2年生 7名） 

実習内容 新しい触媒設計による持続可能な有機合成化学（イリエシュ ラウレアン先生） 

 

（２）方法 

事前学習として有機化学の基礎、特に今回の実験で使われる試薬は芳香族化合物が多いため、

高校レベルの芳香族化合物に関する講義を行い、実験実習に参加した。 

講師にはイリエシュ ラウレアン先生の他、理化学研究所の研究員の方にも実験の補助に入って頂

き、有機合成の実験を行った。実験後、生成物の評価を収率によって行った。 

実習後、事後学習として、文化祭においてポスター作成およびポスター発表を行った。 

 

（３）評価  

 事前学習を主体的に取り組むことができたか。 

 実験実習を通して有機合成について理解できたか 

 実習で学んだ内容をスライドにまとめ、発表をおこなうことができたか。 

３ 検証 

今回の実習は、抽選を行い参加者を選んでいる実習である。そのため、選ばれた参加者は、目的意

識が高く、積極的にプログラムに取り組むことができている。 

実習中は、慣れない装置や器具などもある中、研究員の方の指示に従い、真剣に取り組んでいた。時

間を要する実験であり、未知の反応を考えながら行う実験であったが、それこそ研究の本質であり、様々

な形で日常生活に役立っていることが分かり、それをポスター作成にも生かしていた。高校化学で学習

する内容と関連性が高く、研究の本質に触れることで、今後、研究者を目指す生徒や研究を推進するよ

うな立場を自身の進路に設定するような生徒が増えることを期待している。機会があれば今後小中学生

へのアウトリーチ活動にも生かしていきたい。 
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ページ番号 
 

３-９ 日本科学未来館ワークショップ 

 
１ 仮説 

「SSH サイエンスフィールドワーク」では大学、研究機関、博物館、科学館の協力を得て、最先端の研究

内容を紹介し、最先端の研究がおこなわれている現場を訪問し、研究者から直接話を聞くことで生徒のサ

イエンスに対する興味関心を高める事ができる。また、「SSH サイエンスフィールドワーク」の短期プログラム

として日本科学未来館でワークショップを実施することで、最先端の科学技術やその新たな活用方法につ

いて、自分事として深く考えながら学ぶことができ、理数科やサイエンス部に所属をしていない生徒にも本

格的研究活動を体験させる事ができる。 

２ 研究内容・方法・評価 

（１）内容 

実習地 日本科学未来館（東京都江東区） 

実習期間 令和 5年 6月 5日（月）  

参加生徒 41名（1年生理数科） 

実習内容 展示の見学、見学したものについての共有 

 

（２）方法 

事前学習として日本科学未来館の下調べを行い、実習に参加した。実習当日は、常設展示やドーム

シアターの見学を行った後、班ごとに見学したものをまとめ、発表する形式をとった。発表場所について

は日本科学未来館の会議室をお借りした。学びをその場でまとめ、自分の言葉で相手に伝えることに重

点を置いて、班ごとに発表させ、各班の学びを共有した。 

 

（３）評価  

 実習を主体的に取り組むことができたか。 

 展示物から学んだ内容をスライドにまとめ、発表をおこなうことができたか。 

３ 検証 

今回の実習は、理数科を対象としている。入学時より理数系の取り組みに対して興味を持っている生

徒が多く、本実習に対しても意欲は高かった。 

実習中は、積極的に展示されているものを読んだり触れたりしていた。事後学習のテーマである、「展

示されているものや内容が今後どのように実生活に生かされていくか」という点について考えながら見学

していた。科学技術の活用方法について、様々な視点から提案されている展示が多い施設であるため、

生徒は展示と自分の考えとを比べながら実習を進めていた。事後学習では、同じ展示物でも異なる考え

方で実生活への生かし方を発表しており、今回の実習を通して自分と異なるものの見方や考え方をする

生徒を許容し、自分の中に取り入れるきっかけになったのではないかと考えられる。 
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（４）海外連携を支える Basic Global Program 

４－１ GC4S 

１．仮説 

 *&�6 とは「*OREDO &RPPXQLFDWLRQ IRU 6NLOOV� 6'*V� 6RFLHW\ ��� DQG 6FLHQFH」の略称である。英語の積極的な使用

を促す活動を毎時間行っていく。また、グループを作ってその活動で求められる課題をグループメンバーと協

力して解決していく。結果として、将来英語を使ってコミュニケーションをとりながら課題解決をする人材を

育成することができる。そして、*&�6 で学んだことを英語の授業、海外研修そしてオンラインプログラムで活

かすことができる。 

 

２．研究内容・方法・評価 

 （１）内容 

  グループ内で協力して英語による活動を行い、求められる課題を解決することで、グローバルに通用 

するコミュニケーションスキルを向上させる。 

 

 （２）方法 

 参加者：本校１・２年生理数科と普通科生徒（約１００名）１８グループに分けて活動を行った。 

 教員メンバー：１７名 

 会場：視聴覚室及び +5 教室 

 日時：２時間の活動を年７回実施。開催日と活動内容は以下の通り。 

 開催日 活動内容 

� �����土� オリエンテーション＆'HVFULEH�パソコン上の単語を英語で説明して答えてもらう活動� 

� �����土� 6NLW�桃太郎 RU かぐや姫 RU 浦島太郎のストーリーのエピソード０か続編を個人で考え、グル

ープ内で共有して作りあげた話を練習して劇で披露する活動� 

� �����木� 6WULS 6WRU\ �すべて異なる � 文を個人で覚えてグループで共有し、一つのストーリーを作る活

動� 

� ����土� 6WULS 6WRU\ �すべて異なる � 文を個人で覚えてグループで共有し、一つのストーリーを作る活

動� 

� ������土� 6XUYLYH LQ WKH ,VODQG�船が難破して無人島に何を持っていくかを考えて、プレゼンテーション

をする活動� 

� ������火� 
:HOFRPH &HUHPRQ\�台湾からの留学生への歓迎会。出身地や両校の学校紹介� 
7U\ (YHU\WKLQJ�各教室を回って英語のアクティビティを行い、点数を競う活動。台湾の生徒

も参加した。� 

� �����土� 来年度の海外研修概要説明と 'LVFXVVLRQ＆まとめアンケート 

 

 （３）評価 

  ・英語を積極的に使用することはできたか。 

  ・英語を使用したいという意欲を持つことができたか。 

  ・学んだことを英語の授業に波及することはできたか。 

  ・海外研修やオンラインプログラムに繋げることができたか。 

  ・グループメンバーと協力して課題を解決することができたか。 

40



３．᳨ド 

 年度までは 6XSHU 6FLHQFH 'HEDWH LQ (QJOLVK �66'(�という名称で、ࢹィ࣋ートに≉した活動を続けてきた。

年度からは名称と活動内容をᨵめて、参加生徒に英語を使用するᶵ会をさらにከくえるための活動�以下、

英語活動�をᒎ開していった。生徒からのアンケート結果と実㝿の活動内でのほᐹをもとに年度の *&�6 のຠ

果と課題を᳨ドする。 

まࡎ、英語を積極的に使用できたかという点について、「英語をよく使えてⰋかった」のように積極的に使用

した生徒のឤがከく☜ㄆすることができた。そして、英語活動を通して英語のᴦしさや㔜要ᛶをㄆ㆑する生

徒がከくぢられたのとྠ時に、英語がⱞᡭな生徒も英語がᴦしめることにẼ࡙けて、英語学習への動ᶵけが

えられた。この結果から、ከくの生徒に英語を使用したいという意欲を持たせることができたといえる。 

ḟに、この *&�6で学んだことを英語の授業に波及することができたかという点については、アンケートから

「普ẁの授業では行ࢃれないような活動ができた」とあった。ゝいえると、英語の授業でこのような英語活

動のᶵ会がᑡないということがゝえる。つまり、英語の授業で *&�6での⤒㦂を活かしにくく、波及させること

は難しいことがࢃかった。さらに、「英語の授業で学んだことを実㝿のコミュニケーションにᛂ用することの難

しさがある」という生徒のឤから、*&�6 と英語の授業で、英語を積極的に使う点に࠾いてつながりを持つこ

とができれࡤ、さらに有意⩏なプログラムになるはࡎである。 

また、海外研修やオンラインプログラムに繋げることができたかという点を᳨ドする。本校では年度、ࣁ

࣡イ、インドࢿシアそしてシン࣏࢞ールにて海外研修を実施して、᭶に１回海外の学校とオンラインでὶを

行った。海外研修に⯆のある生徒には積極的に *&�6に参加をするように促して࠾り、海外研修のために英語

を㡹ᙇりたいというẼ持ࡕを持つከくの生徒に英語活動をさせることができた。さらに、�� ᭶の *&�6 では台

湾から来日している生徒も参加して、海外の㧗校生ともὶを行った結果、「台湾の㧗校生と日本の㧗校生の英

語力のᕪが㢧ⴭで㦫いた」なのឤがあり、海外へと視㔝をᗈげることができた。 

᭱ᚋに、グループメンバーと協力して課題を解決できたことに㛵する᳨ドをする。アンケートでは「のク

ラスや学年とὶすることができた」「ඛ㍮のように来年はྠࡌくらい話せるようになりたい」「ᅋ結力が生

まれてᴦしかった」のようなグループに㛵する⫯ᐃ的なឤがከくぢられた。♫会に出たときに課題を解決す

るためにはᵝࠎな者と協力していくことがྍḞであり、将来ᚲ要な⤒㦂をᥦ౪することができた。しかし、

グループ内の一㒊の生徒だけではなく員が協力して課題を解決できたかうかは活動୰のほᐹやアンケート

からは☜ㄆできなかった。 

 

㸲．ᚋのᒎᮃ 

 ３．᳨ドでまとめた *&�6のຠ果と課題にᇶ࡙いて、来年度の活動が生徒にとってさらにຠ果的なプログラム

になるためにᨵၿすべき点をᣲげていく。 

 まࡎは、英語活動内容をᨵၿする点について２点㏙べていく。解決すべきၥ題の１つ┠は、㈇Ⲵが㧗い英語

活動をྲྀりධれることである。活動の難᫆度を上げすࡂると生徒の英語への意欲が๐がれるため、ᴦしさをឤ

つつもやりがいのある英語活動をྲྀりධれてきた。しかし、アンケートから活動内容が≀㊊りないという意ࡌ

ぢをあり、ẚ㍑的㈇Ⲵの㧗いࢹィ࣋ートなをྲྀりධれるᚲ要ᛶがある。２つ┠は、使用㢖度の㧗い英語のᐃ

ᆺ⾲⌧のᣦᑟを行うことである。グループ࣡ークの時に、英語でのやりとりができなかった㝿に日本語を使っ

てしまう場㠃がᩓぢされたので、もしやりとりで㢖⦾に使う⾲⌧をᣦᑟしていれࡤ、英語を使う意欲をさらに

向上させ、英語活動の㉁を㧗めていけるはࡎである。さらに、そのᐃᆺ⾲⌧を英語の授業でも使用するᶵ会を

ቑやすことによって、*&�6 の活動と英語の授業につながりを持たせることがྍ⬟であࢁう。 

また、英語で科学的内容を行うことがᚲ要である。理数科の生徒が参加しているため、将来科学に㛵㐃した

⫋業をᕼᮃする生徒がከく、科学的内容を英語でやりとりする場㠃があるはࡎである。*&�6 ではこのような⫋

✀で活㌍できる人材を育成するために、英語と科学の内容がྜࢃせた教科ᶓ᩿ᆺの活動を行うことを┠ᣦす。 
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㸳．㈨ᩱ 

 （１）アンケート結果から 

GC4Sののឤឤ�
・ 普ẁの生活では⮬分で英語を考えてすぐにఏえていくというᶵ会がくなかったので回の⮬分で

話したいことをすぐに英語に┤してఏえるということがいい⤒㦂になりました。そして英語をもっ

と練習したいなとᛮいました。 

・ 普ẁの授業では行ࢃれないようなアクティビティができたことかつ、ᴦしめてよかった。 

・ 英語を学ࡪ方法はຮᙉだけࡷࡌないということを身を持って実ឤし、こういった方法なら英語がⱞ

ᡭな⮬分でもᴦしめるし、話せるようになるなとᛮいました。 

・ 英語の授業で学んだことを実㝿のコミュニケーションにᛂ用することの難しさ、ᴦしさが分かった。 

・ さまࡊまな活動を通して英語を話すᶵ会がᚓられてよかったとᛮいました。また、学年とのὶ

から、⮬分も来年はあれぐらい話せるようになりたいという意欲がいてきました。 

・ ᭱ึは何を▱るのか意ᅗが理解できていなかったが実㝿に台湾の学生とὶしてから本Ẽで英語が

上ᡭくなりたいとᛮうようになった。来年は海外研修もあるからそれに向けて英語㡹ᙇりたい。 

・ 英語で会話するᶵ会にᜨまれなかったので、この㞟会にて学年を㉺えたከくの人と話しྜいや会話

ができたことがとてもᎰしかったです。 

・ *&�6 に参加して英語を使うことのᴦしさや㔜要さをឤࡌました。文法的な間㐪いはたくさんあっ

たけれ英語を使ってㄡかとコミュニケーションをྲྀったりࢤームをしたりするのはとてもᴦしか

ったです。けれ台湾の生徒と一⥴に活動をした時にはあまり積極的に話すができࡎ、もっと英

語を話せるようになりたいとᛮいました。 

・ 英語にゐれྜうᶵ会がቑえ、⮬分のఏえたいことが英語にできないことがከくឤࡌ、もっと英語を

身につけたいとឤࡌました。 

・ 授業外でከく英語を使うことができてよかった㹿また㺂授業とは㐪いコミュニケーションをከくྲྀる

ので日ᖖでの会話ながࢃかってよかった㹿 

・ この１年間を通ࡌ英語でのいࢁんな活動をして、もし英語でኻᩋしてしまってもኵだから⮬ಙ

を持って話すというがだと分かりました。 

・ 普ẁὶしない人ともたくさん㛵ࢃれたり、英語を使って話すことでᅋ結力が生まれてᴦしかった。 

・ 英語の⬟力を実㝿に使い、何ができないかな▱れてよかった。 

・ 話したことない学年やクラスの人と英語を通ࡌて話しྜえることができた。普ẁ英語のࡳで使うᶵ

会がないので᪂㩭だった。 

 

GC4Sへへののᨵᨵၿၿ点点・・意意ぢぢ�
・ もっとᑡ人数活動ቑやした方がいいとᛮう。英語使ࢃない場㠃けっこうከかった。 

・ య的に「㐟び」の࣋クトルがきかったẼがするので、もうᑡし実用的な英語を学べる場㠃が欲

しかった。英語での㆟ㄽやプレゼンな。 

・ もうᑡし英語でのࢹィスࢵ࢝ションをቑやすとより英語力が上がるとᛮった。 

・ いつもྠࡌメンバーだけでなく、毎回㐪うメンバーでやったりな、コミュニケーションのᶵ会を

ቑやす。 

・ 英語を使うとはしているもののやはり日本語が出てしまうので英語を使ࢃなけれࡤならない≧ἣに

できたらもっと英語ができるようになるとᛮう。 

・ 日ᖖ英会話ࣇレーࢬを毎回教ࢃりたい。 

・ ♫会ၥ題に㛵して英語でࢹィ࣋ートをしたかった。 
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 （２）活動のᵝᏊ 

 

'HVFULEH       6NLWձ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6NLWղ       6WULS 6WRU\ 

 

6XUYLYH LQ WKH ,VODQG    :HOFRPH &HUHPRQ\ 
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４４--２２  PPaacciiffiicc  RRiimm  OOnnlliinnee  PPrrooggrraamm    

※ネイティブ教員の執筆によるため、英語と日本語を併記。 

 

((11))  TThheemmee  aanndd  BBaacckkggrroouunndd  

This is Omiya Kita High School’s original SSH global online program that focuses on 

gathering high school students around the Pacific Rim and the Indo-Pacific Region to hold 

problem-solving discussions on topics that are relevant to their generation. This was the 3rd 

year of hosting this program. 

Pacific Rim Online Program 2023 (PROP23) was held on Friday, November 17th (Th, 11/16 

in Hawaii) 

The theme this year was “The Age of Man and Machines”  

We had 114 students from 9 schools in 4 countries online this year. (32 students from 

OKHS) 

In 2021 we held the first PROP21 with 37students from 4 schools in 3 countries. The theme 

was “Students Building the Future” Society 5.0 and SDGs. 

In 2022 was PROP22 with 62students from 6 schools in 4 countries. The them was “Imagine 

the Metaverse” plus SDGs. 

(1) テーマと背景 

これは、大宮北高校のオリジナルSSHグローバルオンラインプログラムで、太平洋およびインド

太平洋地域の高校生を集め、彼らの世代に関連するトピックで問題解決の議論を行うことを目

的としている。このプログラムを開催するのは3年目である。 

Pacific Rim Online Program 2023（PROP23）は、2023年11月17日（ハワイ時間では11月16日

木曜日）に開催された。今年のテーマは「人と機械の時代」とした。 

今年は4か国の9校から、合計114人の生徒がオンラインで参加（本校からは32人の生徒が参

加）。 

2021年には、3か国の4校から合計37人の生徒が参加した最初のPROP21を開催し、テーマは

「学生が未来を築く」で、Society 5.0とSDGsに関連するものとした。 

2022年には、4か国の6校から合計62人の生徒が参加したPROP22が行われ、テーマは「メタバ

ースを想像する」とした。 

((22))  PPrrooggrraamm  AAccttiivviittiieess  aanndd  CCoonntteenntt  

PPRROOPP2233  OOvveerrvviieeww:: “The age of Man and Machines” 

TThheemmee::  “The age of Man and Machines” (Generative A.I., Society 5.0, Metaverse…) 

 

BBaacckkggrroouunndd:: In 1993 the Internet went public which birthed the Information Age. In 2022 

Generative A.I. went public with ChatGPT, that is said to have birthed the age of Man and 
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Machines living interdependently with each other into a drastically progressive society of 

data consumption and creative application. 

WWhhyy䠛䠛::  As we stand at the floodgates of this new innovative turning point with a lack of 

foresight into the true benefits and/or dangers of what awaits us, what is our current outlook 

to this age we are entering? What can we expect? It is important for us to gain a little bit of 

understanding of what is coming. 

PPRROOPP2233::  IInnddiivviidduuaall  SScchhooooll  PPrreeppaarraattiioonn  

1. Have a BASIC UNDERSTANDING of Generative A.I., Society 5.0 (PROP21), the 

Metaverse (PROP22) 

2. Introduce a Social Problem that is relevant to your country or an Event that has 

occurred in your country that could potentially be resolved with Generative A.I. or the 

former themes of PROP (Society 5.0 or the Metaverse) combined with fulfilling basic 

human needs to be discussed at PROP23 in small groups. 

2 Ex1: Lahaina Wildfires on Maui: Finding a way to rebuild this town, the businesses and 

restoring its basic infrastructure while addressing the needs of the people who were affected 

by this event. (2200+ structures destroyed, 86% residential…) 

2 Ex2: Declining birthrate in Japan. How it affects the future. What can be done. 

(2) プログラムのάືとෆᐜ 

PROP23ᴫせ䠖「人と機械の時代」 

テーマ䠖「人と機械の時代」（生ᡂA.I.、Society 5.0、メタバース...） 

 

背景䠖1993年にはインターネットが୍⯡にබ開され、ሗ時代がㄌ生した。2022年には、生ᡂ

A.I.がChatGPTとして୍⯡にබ開され、䝕ータのฎ⌮と㐀的䛺ᛂ⏝をకう、人と機械が┦

౫Ꮡし䛺がらᛴ㏿に㐍する♫の時代がㄌ生した。 

問い䠖⚾た䛱は、この᪂しい㠉᪂的䛺㌿Ⅼに❧䛱、ᚅ䛱ཷ䛡る┿のⅬ䜔༴㝤をぢ㉺すຊ

にḞ䛡ている୰で、このඛの時代にᑐするᒎᮃはఱでし䜗うか䠛ఱがᮇᚅされるのでし䜗う

か䠛⚾た䛱がこれからఱをᮇᚅで䛝るのかを、ᑡし䛪䛴⪃䛘ることは㔜せである。 

PROP23䠖ྛ学校の‽ഛ 

1. 生ᡂA.I.、Society 5.0（PROP21）、メタバース（PROP22）のᇶ本的䛺⌮解をᣢ䛳ていること 

2. ⮬国に関連する♫的䛺問題䜎たは国ෆでⓎ生したイ䝧ントを⤂し、生ᡂA.I.䜎たは௨

๓のPROPのテーマ（Society 5.0䜎たはメタバース）とᇶ本的䛺人間の䝙ー䝈を⤌䜏合わ䛫

て議論で䛝るᑠグループで議論するための‽ഛをすること 

2䛴のලయ䠖 

• マ䜴イᓥのラハイナのᒣⅆ䠖⏫、、およびᇶ本的䛺イン䝣ラをᘓし、このⅆ⅏にᙳ
㡪をཷ䛡た人䚻の䝙ー䝈にᑐฎする᪉ἲをぢ䛴䛡ること（2200௨ୖのᘓ≀が◚ቯされ、

86䠂がఫᏯであ䛳た） 

• 日本のฟ生⋡のῶᑡ。これがᑗ来に䛹のようにᙳ㡪するか。⚾た䛱にఱがで䛝るか。 
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This year students got into breakout rooms to think about various kinds of solutions, 

including technological solutions, to social issues introduced by each school. 

今年、学生た䛱はྛ学校が⤂した♫的䛺問題にᑐする、ᢏ⾡的䛺解決⟇をྵ䜐さ䜎䛦䜎

䛺✀㢮の解決⟇を⪃䛘るためにブ䝺イク䜰䜴トルームというオンラインୖのྛ議ᐊにศかれ

て議論を行䛳た。 

Below are the actual situations submitted by the participating schools  

௨ୗは参加した学校からᥦฟされたᐇ㝿の≧ἣである。 

• BBRR11::  Improving Foreign Language Skills for Communication: (OKHS, Japan) 

• 䝁䝭䝳䝙䜿ー䝅䝵ンのためのእ国語ス䜻ルྥୖ（大宮北高校、日本） 

• BBRR22::  Food Loss & Waste: SDGs 2: (UMHS, Japan)  

• 㣗ရロスとᗫᲠ≀䠖ᣢ⥆ྍ⬟䛺開Ⓨ目ᶆ 2（ᾆ༡高校、日本） 

• BBRR33:: Improving Taiwan’s Transportation Situation: SDG䡏 11: (SSSHS, Taiwan)  

• ྎ‴の㏻のᨵၿ䠖ᣢ⥆ྍ⬟䛺開Ⓨ目ᶆ 11（ᯇᒣ高⣭୰学、ྎ‴） 

• BBRR44::  Fake News: (T-School, Taiwan)  

• 䝣䜵イク䝙䝳ース（ྎ北䝕ジタルᐇ㦂高校、ྎ‴） 

• BBRR55:: Reducing Inequalities in various areas in Indonesia: (P1CHS, Indonesia) 

• インドネ䝅䜰のᵝ䚻䛺地域にお䛡る平➼の๐ῶ（䝨トラ➨ 1 クリス䝏䝱ン高校、インドネ䝅䜰） 

• BBRR66::  Unrestricted Internet Access given to Children: (SPCS, Guam, USA) 

• Ꮚ౪た䛱䜈の↓ไ㝈のインターネット䜰ク䝉ス（⪷䝫ールクリス䝏䝱ン高校、グ䜰ム、䜰メリ䜹） 

• BBRR77::  Lahaina Wildfires: Rebuilding Lahaina: 3D Printing: (WHS, Hawaii, USA) 

• ラハイナのᒣⅆ䠖ラハイナのᘓ䠖3Dプリンティング（ワイ䜰䜿䜰高校、ハワイ、䜰メリ䜹） 

• BBRR88::  Challenges of relationships / dating / marriage in different cultures (RHS, Hawaii, USA) 

• ␗ᩥにお䛡るᜊឡ䠋㝿䠋⤖፧のㄢ題（ラド䝣䜷ード高校、ハワイ、䜰メリ䜹） 

  

((33))  RReessuullttss::  AAccccoommpplliisshhmmeennttss  aanndd  IImmpprroovveemmeennttss  

Below are examples of the kinds of technologies that could be used in the problem-solving 

discussions the students had in breakout rooms on Zoom. 

(3) ⤖ᯝ䠖 ᡂᯝとㄢ題 

௨ୗの⾲は、生徒がブ䝺イク䜰䜴トルームୖで議論した問題解決のためのᢏ⾡のである。 

GENERATIVE A.I. SOCIETY 5.0 (AI & 

IoT) 

The METAVERSE Other Technologies 

PLATFORMS & APPs: A.I. Interactive VR/AR 

spaces 

Drones 

ChatGPT Autonomous Vehicles Medical Research Smart devices 
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BARD Robots Natural Disaster 

Simulations 

3D printers 

SIRI Machine Learning Entertainment Remote Platforms: 

Zoom 

DALL-E IoT Remote Work Etc.  

Usage: Smart Device to 

Machine Connections: 

Education   

Deep learning Pet camera  Global Connections   

Data Analysis Remote work Wide range of 

Diversity 

 

  

((44))  FFuuttuurree  PPllaannss  

We are planning to host PROP24 on Friday, November 15, 2024 next school year. We hope 

to invite more of our schools from our global network to join us for this event. The theme for 

PROP24 has not been decided yet.  

(4) ᑗ来の計⏬ 

来年ᗘ、2024年11月15日（㔠）にPROP24を開催するணᐃである。このイ䝧ントには、⚾た䛱の

グローバルネットワークから、今䜎で௨ୖにከくの学校をᣍᚅしたいと⪃䛘ている。PROP24の

テーマは⌧ᅾ᳨ウ୰である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

PROP23: Breakout Room Presentations and Discussions 

PROP23: ブ䝺イク䜰䜴トルームにお䛡る議論のᵝᏊ 
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（５）さいたま市の理数教育推進を牽引する役割を担う取組 

５－１ 自由研究サポートプログラム 

 
１ 仮説 

さいたま市内の理数教育の拠点校として、小学生を対象としたアウトリーチ活動「自由研究ＳＰ」を行うこと

により、理数科 1 年生が今後行われる課題研究にスムーズに移行するための経験を積むことができる。また、

地域社会における理数教育の発展に貢献する生徒を育成することができる。 

 

２ 研究内容・方法 

（１）内容 

日 時 令和 5年 7月 16日（日） 9:00～13:00 

参加生徒  理数科 1年生 41名 

会場  本校の理科棟（南校舎）およびグラウンドである。 

（２）方法 

生徒が自ら考えた、「小学生が自宅で行える夏休みの自由研究」の各テーマに基づく実験を

行う。そして、その内容を小学生および保護者に向けプレゼンテーションを行う。自由研究SPの

ポスターおよび案内をさいたま市内の全小学校に配布したり、本校HP上にも案内を掲示すること

で周知する。 

（３）評価 

・ 生徒が自ら考えた自由研究のテーマに基づき、計画や予備実験を行い、発表資料の作成、プレ

ゼンテーションの練習などを行うことができるか。 

・ 参加した小学生等のアンケートで、好意的な回答をいただくことができるか。 

 

３ 検証 

来場者数 

令和 5年度  96名  

※ コロナ対策として事前申し込みによる 2部制で実施した。 

 

＜＜参参加加児児童童・・保保護護者者のの感感想想＞＞  

・・聞聞きき慣慣れれなないい言言葉葉やや難難ししいい言言葉葉ががああっっててもも、、分分かかるる言言葉葉にに言言いい換換ええてて説説明明ししててくくれれたたののでで分分かかりりやや

すすかかっったた。。  家家でで実実験験すするる時時にに注注意意すするるここととやや、、応応用用ののししかかたたもも教教ええててももららええてて良良かかっったた。。  

・・色色々々なな実実験験をを通通ししてて、、新新たたなな発発見見がが親親子子ととももににあありり有有意意義義なな時時間間ととななりりままししたた。。  

・・家家でで実実験験ししややすすいい様様ににとといいろろいいろろとと説説明明ししててくくだだささりり参参考考ににななっったた。。  参参加加ししたた実実験験のの他他ににもも気気ににななるるもものの

がが沢沢山山ああっったたののでで、、ままたた参参加加ししたたいい。。  

 

参加者からは好評のようであった。また、参加生徒の中からも、今までは教わる立場が多かったが教える

立場になることで、その現象や実験に関して、より深く学ぶことができたという声も上がっていた。これらの感

想からも本プログラムがサイエンスリーダーを育成するために効果的であるといえる。 

昨年度同様、コロナ対策として参加者を限定する必要があり、事前申し込みとさせていただいた。募集開

始からすぐに枠が埋まってしまうほど、地域における人気プログラムとなっている。「地域社会における理数

教育の発展に貢献できる人材を育成すること」が本プログラムの目的であるが、このプログラムの

実施が、地域の理科教育の発展に大きく貢献できていると考えられる。 
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５-２ 中学生のための先進的科学教育プログラム 

 
１ 仮説 

さいたま市内の理数教育拠点校として、中学 2 年生を対象としたアウトリーチ活動「中学生のための先進

的科学教育プログラム：Advanced Science Educational Program for Junior High School Students」（以下、

ASEP JHS）を行うことで、将来理数教育の発展に貢献できる人材を育成することができる。また、参加した

中学生が所属の中学校で、さいたま市が進めている「STEAMS 教育」の中心となって他の生徒を牽引でき

る資質を育むことができる。更に、アウトリーチ活動に TA（ティーチングアシスタント）として参加した本校生

徒においても知識の深化およびプレゼンテーション力の向上が期待される。 

２ 研究内容・方法・評価 

（１）内容 

日 時 令和 5年 7月 23日（日）～12月 17日（日） （全 8回） 

キック・オフ・ミーティング（事前説明会）：令和 5年 6月 11日（日） 

会 場 本校理科実験室・ＰＣ教室 本校周辺 さいたま市民会館おおみや 

参 加 者 さいたま市内中学生 15名 本校生徒 TA15名 

（２）方法 

キック・オフ・ミーティング 令和 5年 6月１１日（日） 参加者 9名 

 ASEP JHS内容説明 

  Brain Storming   テーマ：「SDGｓのトレードオフを解決する」 

金沢工業大学 THE SDGs Action cardgame「X（クロス）」を使用 

ASEP JHS 

日程 内容 参加者 

7月 23日（日） 開講式・ワークショップ：課題研究のテーマ・仮説・実証方法を考える 10名 

8月 20日（日） 数学：講義「魔法陣の秘密」 12名 

10月 08日（日） 化学：実験「身近な溶液」 5名 

10月 15日（日） 物理：講義・実習「振り子」 8名 

10月 29日（日） スポーツサイエンス：運動を科学的に分析する講義・実習 8名 

11月 12日（日） 生物：講義・実験「犯人をつかまえろ・PCR と電気泳動法」 4名 

12月 03日（日） ポスター発表資料の作成 5名 

12月 17日（日） 研究内容発表：ポスター発表 表彰および閉校式 7名 

   

1月 27日（土） 口頭発表資料作成（優秀賞 2名）  

2月 16日（金） 口頭発表：RaiBoC Hall (さいたま市民会館おおみや)  

（３）評価 

 参加した中学生がサイエンスに対する興味関心を高めることができたか。 

 参加した中学生が講義や実験実習を積極的に行い、多くの参加者が発表内容をポスターにまと

め発表をおこなうことができたか。 

 本校生徒が中学生の発表を聞き、的確な質問をおこなうことができたか。また、中学生がその質

問に回答することができたか。 
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 優秀なポスター発表をおこなった生徒䛿、さいたま市民会館おおみやにて口頭発表をおこない

⫈⾗の興味関心を引き䛡ることができたか。 

 TA として参加した生徒が中学生か䜙の質問に答え、ᣦᑟをおこなうことができたか。 

３ ᳨証 

年ᗘか䜙ເ㞟方法を「中学校に㈇Ⲵがかか䜙ないᙧ式」というど点でᶍ⣴して実したキック・オフ・

ミーティング䜈のᛂເ䛿、㐣ཤ᭱పの 9名、本プログラム䜈のⓏ㘓䛿 15名（内 2名䛿㎡㏥：実数 13名）

と䝁ロ䝘⚝を㝖くと㐣ཤ᭱ᑠの人数になった。市内中学校でも土᭙日がᤵ業日となる日数がቑえ、㒊活

動日程➼も考៖し、実日を日᭙日にኚ更した⤖ᯝ、䠑講ᗙ全てに参加した生徒䛿２名、３講ᗙ以上䛿

䠒名䛰った。参加ྜか䜙ぢると年ᗘの数Ꮠを大きく上回る⤖ᯝとなり、中学校の≧ἣをᢕᥱして開ദ

日を᳨ウしたຠᯝがᚓ䜙れた。ḟ年ᗘ䛿䡳䡫䡴䡱䢈・ミーティングをኟఇみに実し、開ദ期㛫を２学期に㞟

中することでプログラム䜈のⓏ㘓者数のቑ加をᅗり、Ⓩ㘓者の多くが全ての講ᗙに参加できるようにᨵၿ

したい。 

参加者のឤか䜙、プログラムの内容の評価や関心ᗘ䛿上がってきている。更に、かつて本校のᑠ学

生サイエンス教室を⤒験した生徒の参加も䛒りᑠ学生・中学生䜈のアウトリーチ活動が᰿いてきている

とឤ䛨る。質の高いプログラムを⥅⥆実することと、「中学校に㈇ᢸがかか䜙ないເ㞟ᙧ式」をᨵၿして

いくことで参加者のቑ加をᅗりたい。 

本校の SSHのᰕの୍つで䛒る「さいたま市内の理数教育の拠点としてのᙺをᢸう」「所属中学校で、

さいたま STEAMS 教育を牽引する生徒を育成する」という┠ᶆを実⌧さ䛫るために、このプログラム䛿

ᚋも大きなᙺをᯝたすྍ⬟ᛶをឤ䛨ている。 

䈜 ᖺᗘのඃ⚽䝫䝇䝍䞊 
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ヨーヨー上達への道
～日常の動きの動作解析～

さいたま市立日進中学校 岡芹亜美

概要
ヨーヨーをするのが上手な人・下手な人の映像をそれぞれ解析したところ、
腕が上下する範囲・ヨーヨーが一往復するのにかかる時間・ヨーヨーの速
度がヨーヨーの上手・下手に関係していることがわかった。

目的／動機
私が参加したＡＳＥＰＪＨＳのプロ
グラムの中で、スポーツサイエンス
で行ったヨーヨーの動作解析が、一
番日常生活と関係が深いものだった
から。

仮説
腕が上下する範囲とヨーヨーの一往
復あたりにかかる時間、ヨーヨーの
速度が関係しているのではないか。

実験方法
ヨーヨーをするのが上手な人・下手
な人の映像を、それぞれDart Fishを
使用し３つの観点から分析した。

【３つの観点】
・腕が上下する範囲(㎝)
・ヨーヨーが一往復するのにかかる
時間(秒)
・ヨーヨーの速度(㎝／秒)

実験結果
・腕が上下する範囲(画面上)

上手な人ї5.5㎝
下手な人ї1.7㎝

ї左：上手な人
右：下手な人

・ヨーヨーが
一往復するのにかかる時間
上手な人ї1秒99
下手な人ї1秒80

・ヨーヨーの速度
上手な人ї落下：4.13㎝／秒

上昇：8.33㎝／秒
下手な人ї落下：1.54㎝／秒

上昇：2.42㎝／秒

考察
ヨーヨーの上手・下手には、
・腕が上下する範囲
・ヨーヨーが一往復するのにかかる
時間

・ヨーヨーの速度 が関係している。

まとめ
仮説通り、ヨーヨーを長い時間続けるには、腕が上下する範囲・一往復あ
たりの時間・ヨーヨーの速度が関係していた。この解析を通して、自分が
諦めていたヨーヨーの上達に、また挑戦してみようと思った。

犯人探しと3&5
さいたま市立浦和中学校 中村汐織 あ

目的‡動機
・コロナウイルスやインフルエンザに感染したかどう
かのԟԎԡ検査などを何度か行っていたため、
Ԏԝԋや、犯人探しとどのような関係があるのか気
になったから。

概要
犯人を見つけるため、現場に残っていたԎԝԋと容疑者Ӿ人のԎԝԋを採取した。
この採取したԎԝԋをԟԍԡと電気泳動装置で解析する。

実験結果
・電気泳動にかけたԎԝԋはすべて陽極のほうに向
かって移動していた。
→Ԏԝԋは陰極の性質を持っている

・電気泳動にかけたԎԝԋは、一つのサンプルでも
いくつかの位置に止まっていた。
→Ԏԝԋの長さにばらつきがある

・また、ԟԍԡでは、Ԏԝԋの塩基同士を離して二つ
に分けて増殖させるのを温度を変えて行っていた
ため、今回はӽӿ回分なので、Ԏԝԋはԟԍԡによっ
て２のӽӿ乗倍になっていたことが分かった。

仮説
・Ԏԝԋには、ԋԣԑԍの四種類があるため、その四
種類の並び方の規則性で解析するのではないか。

・使われているԟԍԡに関係性はあるのか。

実験方法
1 採取したԎԝԋをピペット（マイクロピペット）を
使ってマイクロチューブに入れ、遠心機にかける
→溶液を底に集めるため

Ӽ 1を２０μℓずつラベルの付いたチューブにとる。
また、そのチューブをアイスボックスに入れておく

ӽӨԎԝԋを増やすのに必要なԚԚԟをӼに２０μℓず
つ入れ、内容物をピペットで吸ったり吐いたりさ
せるピペッティングを行う

ӾӨ３を増幅装置にいれてԎԝԋを増幅させるԟԍԡ
を行う（Ӽ時間ほど待機）

ӿ ４の溶液の密度をあげるためにԙԎを10μℓずつ
入れ、ピペッティングを行い、ラダーというԎԝԋ
の基準になる溶液と一緒に遠心機にかける

ԀӨ実際に電気泳動を行うため、遠心機にかけた計
Ԁ個のサンプルを１５μℓずつゲルのウェルという
小さな穴に入れ、これを電気泳動装置にかける
→かける電圧は１００ԥ・ӽ0分待機

ԁ 染色液につけ、よく洗い、犯人と一致するԎԝԋ
はどれか調べる

考察・今後の展望
・Ԏԝԋが陽極にくっつかなかったのは、間にゲルの
網目があったからだが、もし網目がない場合、陽
極にくっつくのは電圧が何ボルトの時までかを実
験してみたいと思った。

・実験前の私のようにԟԍԡのことをウイルス検査の
ことだと思っている人が多いと感じたため、この実
験やポスターなどを通してԟԍԡはԎԝԋを増幅さ
せることなのだと伝えていきたいと思う。

まとめ
・Ԏԝԋの解析は四種類の塩基の並び方で行うのではなく、Ԏԝԋの長さで行っていた。
・ԟԍԡはԎԝԋを増幅させるという意味なので、関係性があるといえる。
・また、コロナウイルスなどのԟԍԡでは、ウイルスのԎԝԋが発見されるかどうかで陽性か陰性
かを見極めていた。

→約９５℃→ ２つに変形

約５̕℃ΠωʖϨϱή

ϕϧϜʖ͗DNAྈにつ͚

→約̕２℃→

৵ௗൕԢ

DNA͗２ഔに͵Ζ

բԟԍԡ（ポؖ؟ラーױᎌ௳ᄗࣤ）գ



５－３ 小学生サイエンス教室 

 

１ 仮説 

それぞれの「SSHサイエンスフィールドワーク」に参加した生徒達が、フィールドワーク終了後、

近隣小学校の児童に向けてサイエンス教室を実施する。このプログラムを実施することで、参加生

徒が、各フィールドワークで得た知識や経験を再構成し、再構成できた知識や経験を他者に伝える

表現力を身に着けることができる。 

また、教室開催により、参加した小学生や本校生徒に対して、科学に対する興味関心を高めるきっか

けをつくり、今後、サイエンス分野に関わっていく人材を広げるプログラムとなる。 

 
２ 研究内容・方法                         

（１）内容  
     ① 水生生物探究教室（長瀞自然の博物館のアウトリーチ） 

日 時： 令和５年７月９日（日） ９：００～１４：３０ 

      会 場： 本校生物実験室・周辺採取地（用水路など） 

参加者： 近隣小学校の児童 12名 

      内 容： 本校周辺での生物採集・観察 

 
   ② 海洋生物探究教室（臨海フィールドワークのアウトリーチ） 

日 時：  令和 5年 7月 23日（日） 9：00～12：00 

      会 場：  本校生物実験室 

      参加者：  近隣小学校の児童 15名 

      内 容：  ウミホタルの解説・観察・発光実験 

 
   ③ 星空教室（天体観測フィールドワークのアウトリーチ） 

日 時： 令和５年 11月 18日（土） １７：００～１９：３０ 

      令和５年 12月 22日（金） １７：００～１９：３０ 

      令和６年 1月 9日（火） １７：００～１９：３０ 

      会 場： 本校視聴覚室、屋上 

      参加者： 近隣小学校の児童、その家族 各回 20名程度×３回 （計 60名程度） 
      内 容： 天体観測フィールドワーク参加者によるスライド発表・天体観測 

 
（２）方法 

各フィールドワークに参加した本校生徒が TAとしてサイエンス教室を開催する。 

フィールドワークでの経験をもとに事前準備を行い、近隣小学校の児童を対象に生徒が計画

した内容を実施する。 
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３ ᳨ド 

このプログラムでࡣ、各フィールドワークに参加した生徒が、それぞれのフィールドワークで⮬ศ

達が経験し学ࡔࢇ知識を TAとして小学生に伝えることがせồࡉれている。そのたࡵにࡣ、参加者⮬
身が、ᑓ㛛のඛ生方ࡽᣦᑟしていたࡔいた㧗度࡞知識や経験を小学生にもศるよ࡞࠺知識、観察、

実験に再構成するᚲせが࠶る。 
生徒達ࡣ、小学生にも⯆㛵ᚰをᣢࡗてもࡽえるよ࠺に㝶ᡤにᕤኵをྲྀりධれ、その⤖ᯝ、フィー

ルドワークに行ࡗたࡔけでࡣ得ࡽれ࡞い経験やス࢟ルのᐃ着、サイエンスに対する⯆㛵ᚰのඹ᭷

 。れたࡽの成ᯝが得࡞
しし、参加生徒の小学生対象のサイエンス教室で࠶るとい࠺ㄆ識がで࠶り、フィールドワ

ークで得た経験、知識の再構成が༑ศ࡞㒊ศにࡗ࡞てしまࡗたとこࢁがࡗ࠶た。そのたࡵ、プログ

ラムに参加するࡔけでᡭ୍ᮼ࡞生徒がぢཷけࡽれた。回、ᫍ✵教室に参加した 3ᖺ生により、ᫍ✵
教室の生徒達の体ⓗ࡞άື⠊ᅖがᗈがࡗたことを実ឤできたたࡵ、後ࡣ、前ᖺ度に、フィールド

ワーク࠾よࡧ小学生サイエンス教室に参加した 2 ᖺ生が、サイエンス教室の準備ẁ㝵ࡽプログラ
ムに㛵ࢃることも᳨ウしていきたい。 
 

 άືのᵝᏊࢳーࣜࢺウ各ࠐ
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５-４ さいたま市 STEAMS TIME教員研修 

 
１ 仮説 

さいたま市立学校独自の取り組みとして STEAMS TIME がある。STEAMS とは Science（科学）、

Technology（技術）、Engineering（工学）、Mathematics（数学）、Art（美術）、Sports（スポーツ）の略称であり、

授業の名称である STEAMS TIME とは、STEAMSに関する教科の内容とそれ以外の教科の内容を組み合

わせた教科横断型の探究的な学習のことである。 

今回は本校の STEAMS TIMEⅡの授業公開と研究協議を通して、さいたま市における今後の STEAMS 

TIMEの在り方を校種・教科の枠を超えて意見交換し、各校に持ち帰って発展させることを目的とした。 

２ 研究内容・方法・評価 

（１）内容 

実習地 さいたま市立大宮北高校（さいたま市北区） 

実習期間 令和５年１１月１７日（金）  

参加者 さいたま市立学校の教員、さいたま市立大宮北高校 ２年生全員 

実習内容 STEAMS TIMEⅡの授業見学、研究協議 

 

（２）方法 

STEAMS TIMEⅡの化学分野の授業を公開授業とし、担当教員と生徒の関わり方を提案することで、 

STEAMSの教育の学びの在り方について議論する。 

 

（３）評価  

 生徒が主体的に授業に参加しているか。 

 授業担当者は、生徒が主体的に授業に参加できるような指導をしているか。 

 参加者とともに STEAMS教育の在り方を研究できているか。 

３ 検証 

STEAMS TIMEⅡは自分の興味がある分野を選択することができるため、化学に興味を持っている 

生徒が多く、本実習に対しても意欲は高かった。今回、公開授業ということで市内小学校・中学校・高 

校・中等教育学校の先生方に参加して頂いた。化学の授業であったため、各班の実験に参加して頂い 

た先生も多く、興味・関心を持って本校生徒に話しかける様子が見られた。 

研究協議においては、全体講評の後、グループに分かれて各校の STEAMS 教育について現状と課

題や疑問点について意見交換をしていただいた。探究学習については、各校で課題が異なるものの共

通する悩みや共感できる事項も多く、どの班も活発に議論がなされていた。 
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（６）各種コンテスト、科学オリンピック、部活動の取組 

６－１ 科学の甲子園 

 

１ 仮説 

筆記競技・実技競技をチームで行い、グループワークやディスカッションなど、生徒が主体的に課題に取り組

みながら、科学に対する興味関心を高めることができる。 

 

２ 研究内容・方法・評価 

（１） 内容 

日 時 令和 5年１１月１８日（土）  

会 場 埼玉県立総合教育センター （埼玉県行田市富士見町２−２４） 

参 加 者 １年生 理数科６名、2年生 理数科 5名 

実習内容 「第１3回科学の甲子園埼玉県予選会」に出場 

 （２）方法 

当日は６人でチームを組み、協力しながら数学・理科・情報の知識と活用を問う筆記競技と、実験・実習を

伴う実技競技を行う。事前学習として、①本選競技で出題された筆記競技の過去問を実際の試験形式に添

って実施、②事前公開資料にある実技競技に関するものづくりを通して理科、数学、情報に関わる実験、実

習、考察等を行う。 

（３）評価 

   筆記競技に向けての対策と実技競技の課題に対しての製作を、６人のメンバーで協力して主体的に行うこ

とができたか。 

 

３ 検証 

10 年連続で出場している。今年度は学年の枠を超え、２チームによる出場であった。今年度も筆記競技・実

技競技の両方を行うことができた。それにより、生徒のモチベーションが高い状態で当日を迎えることができた。 

筆記競技に向けての準備に関しては、チームにおける自分の担当科目をあらかじめ決め、本番同様の時間

で過去問演習を行うことで、当日の時間配分や複数名で協力しながら問題を解決していくイメージをつけさせる

ことができた。実技競技に関しては、大会本部より問題が提示され、事前準備して大会に臨んだ。事前準備の通

り、実技競技を行うことはできたが、耐荷重チャレンジにおいてはうまくいかず、失格になるグループも出てしまっ

た。来年度に向けて筆記競技に対する事前学習会をより強化し活動を深化させていきたい。 
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６-２ 数学・生物オリンピック 

 

１ 仮説 

各種コンテスト対策講座を開設し、事前指導として過去の問題や様々な課題を事前に解いて準備を行う。準

備の際、グループワークやディスカッションなど、生徒が主体的に取り組める課題を設定し、科学に対する興味関

心を高め、モチベーションを上げる取組を研究し、実践する。その後、各種コンテストに出場させることで、全国レ

ベルのなかでの自らの能力をはからせる。これらの実践により、生徒のコンピテンシーの向上が見込まれる。 

 

２ 研究内容・方法・評価 

（１） 内容  

・数学オリンピック 

日   時  令和６年１月８日（月） 

会   場  埼玉県立大宮高等学校 

参 加 者   今年度は残念ながら参加できなかった 

実習内容  特になし 

・日本生物学オリンピック 

日 時  令和５年 7月 16日（日）１３：００～１５：００（９０分） 

会 場  埼玉大学 

参 加 者  理数科２年２名、理数科３年１名、合計３名  

       （1年生 7名が別のＳＳＨプロジェクト行事と重なり、予選に参加できなかった） 

実習内容  「日本生物学オリンピック（JBO） 予選」に出場 

 

（２）方法 

   国際科学技術コンテストの本選に残るのは全国的にも非常に優秀な生徒たちばかりである。このコンクール

参加にあたり、参加生徒達は事前学習として、生物では過去問の分析会をゼミ形式で５日間実施し、コンテス

トに臨んだ。 

  

（３）評価 

   これらのコンテストの問題を解くには、様々なものの見方・考え方が必要になっている。オリンピック参加に

あたり、入賞をめざすとともに以下の点が評価基準となる。 

①生徒達が主体的に問題に取り組むことができたか。 

②サイエンスに対する興味関心やモチベーションを高められたか。 

③実験レポートの作成(物理チャレンジのみ) 

 

（４）検証 

 今回、入賞者はでなかったが、参加者は意欲的に分析会に取り組むことができた。良質の問題を分析しながら

解くことにより、サイエンスに対しての興味関心が高まった。コンテスト参加の意義を達成できたと考える。 
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６-３ アクアリウムプロジェクト 

 

１ 仮説 

 アクアリウムプロジェクトは、本校の SSH臨海サイエンスフィールドワークに派生するプロジェクトとなっ

ている。フィールドワークにより得た様々な知識や経験を今後の活動に活かすことで、生徒達のコンピテ

ンシーを高めることを目的としている。本校の臨海フィールドワークのテーマは、「水」である。臨海フィー

ルドワークを体験した生徒達は、臨海生物に触れ、その生態を学ぶ。本校の立地場所である埼玉県に

はそもそも海がなく、地球環境における海のイメージがほぼない。臨海フィールドワークを体験した生徒

達により本校の生徒にとって海が身近な存在となり、その後、マリンアクアリウムを維持させていく活動に

取り組むことにより、アクアリウムプロジェクトを自分の課題としてとらえ、地球環境を維持していくことの難

しさと大切さを知り、その過程においてリテラシーを獲得していくことができる。 

 

２ 研究内容・方法 

（１）内容  

マリンアクアリウム（60㎝）の維持管理 

・クマノミ 

・イソギンチャク など 

      

（２）方法 

  マリンアクアリムの維持管理をする生徒を募集し、現在 8

名の生徒が活動している。海水魚の生育に適したマリン

アクアリウムを設置し、その維持管理を行う。 

具体的活動 

１．水質管理  

  定期的な水換え 

２. 温度管理 

  冬のヒーター、夏のクーラーの設置 

３. 海水生物達の管理 

  餌やり 

 ４．アクアリウムの観察 

    

（３）評価 

 アクアリウムプロジェクトは、フィールドワークを短期的な活動にするのではなく、フィールドワーク体験

後の継続的な活動を目指し、立ち上げたプロジェクトである。アクアリウムを維持管理していくということ

は、金銭的にも労力的にもコストがかかる。生徒たちはそれを体験し、海という生態系への理解へとつ

ながっている。また、水槽を見ている多くのプロジェクトに参加していない生徒にとっても、生態系への

興味の窓口となっている。この活動を通し、生徒達のコンピテンシーは上昇していると考える。しかし、

現状では、維持管理を行うだけで精一杯の状況であるため、今後はさらにメンバーを増やし、このマリ

ンアクアリウムの活動をより探究的、科学的に広げていくことができれば、より生徒達のリテラシー、コン

ピテンシーの上昇を促す活動となっていくと考える。 
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６－４ ロケット教室 

 

１ 仮説 

最先端の科学技術の粋が結集される宇宙開発について生徒の興味・関心を高めることで、将来、理数系分

野の研究に携わる人材を養成することができる。また、本イベントは、さいたま市青少年宇宙科学館の主催で

市内の高等学校・中等教育学校の生徒も参加するので、学術交流の場としての役割も期待できる。 

 

２ 研究内容・方法・評価 

 

（１）内容 

日 時 ： 令和５年１１月２５日（土） 

会 場 ： 本校 

参 加 者 ： 市内高校・中等教育学校の生徒（今年度は、本校生徒６名のみで実施） 

実 施 内 容 ： さいたま市青少年宇宙科学館主催「高校生ロケット大会」への参加 

 

（２）方法 

① 将来宇宙輸送システム株式会社の平川先生による近年の宇宙開発事業、モデルロケットの仕組み

に関する講義を受ける。 

② ３人１組のチームとなってモデルロケットを作製する。 

③ モデルロケットを打ち上げ、スポットランディング形式で記録を競う。 

 

（３）評価 

外部教育施設主催ということもあり、参加した本校生徒は他校生との交流を楽しみにしていたが、生憎

と今回のイベント参加者は本校生徒のみであった。しかし、モデルロケットに詳しい平川先生をはじめ、

平川先生の助手として参加されていた東海大学学生ロケットプロジェクト (Tokai Student Rocket 

Project/TSRP)に所属する大学生の方々から、ロケット開発に関する専門的なお話しをしていただけて、

生徒はとても満足している様子であった。 

モデルロケットの作製・打ち上げにあたっては、モデルロケットの重心の計算方法や火薬燃焼のプロセ

ス、風向に合わせた打ち上げ角度なども学習しながらの作業となり、高校生に適した難易度であった。 

イベント終了後には、モデルロケットの打ち上げのライセンス取得について生徒が平川先生に質問し

ている場面が見られたことから、生徒に宇宙開発やモデルロケットに関する興味を持たせることができた

と考えられる。 
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６-５ サイエンス部の活動 

 

１ 仮説 

      SS 科目である数理探究をはじめとする数学や理科の学習にとどまることなく、自らの興味関心を広

げた課外活動として、サイエンス部の活動を位置づけている。 

前年度に引き続き、物理・化学・生物の分野ごとに活動を分け、興味がある活動を横断的にできる

ようにすることによって、生徒自らが科学的素養を高められると考えられる。 

 

２ 研究内容・方法 

（１）内容  

日時  毎週月・火・木・金 １６時００分～１８時３０分  
各種科学展・コンクール・発表会等 

会場  物理教室・化学実験室・生物教室 

 

（２）方法 

１年生理数科 4名、普通科 12名、２年生理数科７名、普通科８名、３年生理数科７名、普通科９名、

計 47名の部員で活動している。 

① 校外活動 

研究成果を引き継ぎながら発展させ、順調に成果を積み上げつつある。生徒たちはより様々な分 

野の研究を進めていくことができた。 

１．SSH全国大会  

    発表題目：色素増感太陽電池の製作における酸化チタンの低コスト微粒子化に関する研究 

２. 科学の甲子園 埼玉県予選大会参加 

３．埼玉県科学教育振興展覧会地区展 南部支部 

   発表題目：ジャイロモールに関する研究 

４．福島県立福島高校 SSH講演会への参加 

          講義題目：分子を自在に創る：「薬学部と有機化学研究の紹介」 

九州大学薬学部教授 平井 剛 先生 

講義題目：星はどのように作られた？天の川規模のリサイクル、リユース 

国立天文台および総合研究大学院大学 准教授 林左絵子 氏 

② 興味・関心に応じた活動 

  今年度は部員それぞれが異なる興味をもっていたので、それに応じた活動を展開した。岩手医科

大学の阪本教授からタンパク質結晶化に関する研究の指導を頂くなど、高大連携にも力をいれて取り

組むことができた。 

 

（３）評価 

   上記のように、これまでの発表活動に加えて、産官学連携にも力を入れて取り組むことができた。今後は、

サイエンス部を担当する教員の専門分野が生徒の活動内容に合致するような人員配置を工夫することでよ

り効果的な指導が見込まれる。 
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（Ⅳ） 実施の効果とその評価 

（１）．「課題研究」について  ※今回実施したアンケートは１学年（３１１名）・２学年（２７３名）を対象 

昨年の２学年は理数科１クラス・SSC１クラス（７４名）が課題研究「数理探究Ⅱ」を履修したが、今年度は、第

２学年の全生徒が通年で課題研究「STEAMS TimeⅡ」を履修した。今年度の「課題研究」の評価について

「STEAMS Time Ⅱ」は第Ⅱ期１年目と２年目を「STEAMS Time Ⅰ」は昨年度と比較して考察する。 

○ 「STEAMS Time Ⅱ」について 

令和４年度（６６期生） 

令和５年度（６７期生） 

冒頭でも説明したが６６期生は理数科と SSC の生徒が課題研究を行ったのに対し、６７期生は全員が課

題研究に取り組んだ。令和 4 年度（66 期生）と令和 5 年度（67 期生）の 2 年生を対象に実施されたアン

ケートの結果のうち、ここでは学年間での変化や特徴的な項目に焦点を当てて考察した。 

１）課題発見の能力 

令和 4年度（66期生） 

・よくできた   : 45.9% 

・どちらかといえばできた : 51.4% 

・どちらかといえばできなかった : 1.4% 

・できなかった   : 1.4% 

令和 5年度（67期生） 

・よくできた   : 31.9% 

・どちらかといえばできた : 58.6% 

・どちらかといえばできなかった : 6.2% 

・できなかった   : 3.3% 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

課題を発見することができたか。

研究計画を立て、見通しを立てることができたか。

研究計画に基づいて、実験や観察の計画を立て、自ら実行することができたか。

様々な表現方法（ＩＣＴ，ジェスチャー等）を知っていて場面に応じて使えたか。

相手にわかりやすいように内容を伝えることができたか。

研究内容についての定義や背景的知識（バックグラウンド）を的確に知った上で、…

主張の根拠となる具体的な事実やデータを示すことができたか。

パワーポイントを使って論理的に説明することができたか。

研究目的・方法をわかりやすく示すことができたか。

ある現象に対して、論理的に説明することができたか。

なぜそうなのか、本当にそうなのかという視点で物事を見ることができたか。

相手を非難するのではなく、相手を尊重して質問をすることができたか。

批判するだけではなく、必ず創造的な視点を持って物事を見ることができたか。

他グループの発表を聞いて自分と比較検討し、発展的に見ることができたか。

新たな疑問や発想が湧き、独創的な視点で研究を行うことができたか。

身の回りの身近なものを研究の視点としてもつことができたか。

友達と意見交換しながら課題解決をすることができたか。

よくできた どちらかといえばできた どちらかといえばできなかった できなかった

0% 20% 40% 60% 80% 100%

課題を発見することができたか。

研究計画を立て、見通しを立てることができたか。

研究計画に基づいて、実験や観察の計画を立て、自ら実行することができたか。

様々な表現方法（ＩＣＴ，ジェスチャー等）を知っていて場面に応じて使えたか。

相手にわかりやすいように内容を伝えることができたか。

研究内容についての定義や背景的知識（バックグラウンド）を的確に知った上で、…

主張の根拠となる具体的な事実やデータを示すことができたか。

パワーポイントを使って論理的に説明することができるか。

研究目的・方法をわかりやすく示すことができるか。

ある現象に対して、論理的に説明することができるか。

なぜそうなのか、本当にそうなのかという視点で物事を見ることができたか。

相手を非難するのではなく、相手を尊重して質問をすることができたか。

批判するだけではなく、必ず創造的な視点を持って物事を見ることができたか。

他グループの発表を聞いて自分と比較検討し、発展的に見ることができたか。

新たな疑問や発想が湧き、独創的な視点で研究を行うことができたか。

身の回りの身近なものを研究の視点としてもつことができたか。

友達と意見交換しながら課題解決をすることができたか。

よくできた どちらかといえばできた どちらかといえばできなかった できなかった
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課題発見の能力に䛚いて、令和 5 年度の 2 年生のྜはపୗしている。特に「よくできた」のྜ

が 14.0%もῶᑡして䛚り、2学年全員履修のᙳ㡪が㛵ಀしていると考える。 

２）研究ィ⏬の⟇ᐃと実行 

令和 4年度（66期生） 

・⟇ᐃがよくできた  : 23.0% 

・実行がよくできた  : 33.8% 

令和 5年度（67期生） 

・⟇ᐃがよくできた  : 28.9% 

・実行がよくできた  : 33.7% 

研究ィ⏬の⟇ᐃに䛚いては、令和 5 年度で「よくできた」のྜがⱝᖸቑຍしている。これは、1 学

年で履修した「STEAMS Time Ⅰ」の取り組䜏のᡂ果と考える。 

３）⾲⌧᪉ἲの理ゎと⏝ 

令和 4年度（66期生） 

・よくできた   : 17.6% 

・どちらかといえばできた : 51.4% 

・どちらかといえばできなかった : 25.7% 

・できなかった   : 5.4% 

令和 5年度（67期生） 

・よくできた   : 25.3% 

・どちらかといえばできた : 46.9% 

・どちらかといえばできなかった : 22.3% 

・できなかった   : 5.5% 

⾲⌧᪉ἲの理ゎと⏝に䛚いて、令和 5年度で「よくできた」のྜがቑຍして䛚り、学⩦ຠ果が見

られるとゝえる。 

４）䝁䝭䝳䝙ケー䝅䝵ン能力 

令和 4年度（66期生） 

・よくできた   : 31.1% 

・どちらかといえばできた : 59.5% 

・どちらかといえばできなかった : 9.5% 

・できなかった   : 0.0% 

令和 5年度（67期生） 

・よくできた   : 27.1% 

・どちらかといえばできた : 61.5% 

・どちらかといえばできなかった : 9.9% 

・できなかった   : 1.5% 

䝁䝭䝳䝙ケー䝅䝵ン能力に䛚いて、特に┦ᡭ䜈のఏ㐩がよくできたという回⟅が令和 5 年度でቑຍし

た。しかし、令和 5年度ではの項目に比䜉てややపୗしていることが見ཷ䛡られる。 

令和 5 年度の 2 年生（67 期生）は課題発見の㞴しさがቑしている୍᪉で、⾲⌧᪉ἲの理ゎと⏝に䛚

いてはྥୖが見られた。研究ィ⏬の実行に䛚いてはᨵၿのవᆅが䛒り、ᘬき⥆きᣦᑟや研究⎔ቃのᩚ

ഛがồ䜑られる。䜎た、䝁䝭䝳䝙ケー䝅䝵ン能力のྥୖにもὀ力することが㔜せと考える。 

○ 「STEAMS Time Ⅰ」について 

令和４年度（６７期生） 

令和５年度（６䠔期生） 

令和 4年度（67期生）と令和 5年度（68期生）の 1年生を対象に実施した「STEAMS Time Ⅰ」に㛵する

アンケートの結果を比較し、学年間での変化やഴྥを「ᵝ䚻な⾲⌧᪉ἲの理ゎ」「䝕ー䝍ฎ理と考察」

0% 10% 20% �0% 40% �0% 60% �0% 80% �0% 100%

様々な表現方法（ＩＣＴ等）を知っていて場面に応じて使えたか。

データのฎ理や、⪃察の方について理解することができたか。

見通しをもって研究計画を立てる方法を理解できたか。

課題を発見する手法を理解できたか。

よくできた どちらかといえばできた どちらかといえばできなかった できなかった

0% 10% 20% �0% 40% �0% 60% �0% 80% �0% 100%

様々な表現方法（ＩＣＴ等）を知っていて場面に応じて使えたか。

データのฎ理や、⪃察の方について理解することができたか。

見通しをもって研究計画を立てる方法を理解できたか。

課題を発見する手法を理解できたか。

よくできた どちらかといえばできた どちらかといえばできなかった できなかった
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「研究ィ⏬の⟇ᐃ、䛚よ䜃課題の発見」に㛵する能力に焦点を当て比較考察した。 

１）ᵝ䚻な⾲⌧᪉ἲ（ICT➼）の理ゎと⏝ 

令和 4年度（67期生） 

・よくできた   : 16.9% 

・どちらかといえばできた : 57.7% 

・どちらかといえばできなかった : 21.0% 

・できなかった   : 4.4% 

令和 5年度（68期生） 

・よくできた   : 27.7% 

・どちらかといえばできた : 64.3% 

・どちらかといえばできなかった : 6.8% 

・できなかった   : 1.3% 

令和 5年度では、ᵝ䚻な⾲⌧᪉ἲに対する理ゎと⏝がྥୖして䛚り、特に「よくできた」のྜが

ቑຍしている。 

２）䝕ー䝍ฎ理と考察 

令和 4年度（67期生） 

・よくできた   : 32.4% 

・どちらかといえばできた : 58.8% 

・どちらかといえばできなかった : 7.4% 

・できなかった   : 1.5% 

令和 5年度（68期生） 

・よくできた   : 28.6% 

・どちらかといえばできた : 62.7% 

・どちらかといえばできなかった : 6.8% 

・できなかった   : 1.9% 

䝕ー䝍ฎ理と考察に㛵する理ゎに䛚いては、୧学年で比較的Ᏻᐃしているものの、令和 5 年度で

は「よくできた」のྜがⱝᖸῶᑡしている。 

３）研究ィ⏬の❧ 

令和 4年度（67期生） 

・よくできた   : 25.7% 

・どちらかといえばできた : 65.1% 

・どちらかといえばできなかった : 8.1% 

・できなかった   : 1.1% 

令和 5年度（68期生） 

・よくできた:    33.1% 

・どちらかといえばできた : 59.5% 

・どちらかといえばできなかった : 6.1% 

・できなかった   : 1.3% 

研究ィ⏬の❧に㛵しては、令和 5年度で「よくできた」のྜがቑຍした。 

４）課題の発見ᡭἲ 

令和 4年度（67期生） 

・よくできた   : 25.7% 

・どちらかといえばできた : 65.8% 

・どちらかといえばできなかった : 6.6% 

・できなかった   : 1.8% 

令和 5年度（68期生） 

・よくできた   : 25.1% 

・どちらかといえばできた : 54.3% 

・どちらかといえばできなかった : 19.0% 

・できなかった   : 1.6% 

課題の発見ᡭἲに㛵しては、令和 5年度で「どちらかといえばできなかった」のྜがቑຍした。 

令和 5年度の 1年生（68期生）がᵝ䚻な⾲⌧᪉ἲや研究ィ⏬の⟇ᐃに䛚いてྥୖしている୍᪉で、課

題の発見ᡭἲに䛚いてはᨵၿのవᆅが見られる。今ᚋの「STEAMS Time Ⅰ」のᨵၿ点をὙいฟし、学

年間でのሗඹ᭷を行いつつ、よりຠ果的なᣦᑟἲをᵓ⠏したい。 

 他Ꮫᖺとの㛵䜟りについて ۑ

２学年が「STEAMS Time Ⅱ」で実施した୰間発⾲（10᭶）とศ㔝ู発⾲（2᭶）に１年生がཧຍした。

このアンケート結果を䜅䜎え、課題研究が学年にえるᙳ㡪について䜎と䜑る。 

１） 2年生の୰間発⾲とศ㔝ู発⾲に䛚䛡る 1年生との㛵䜟りについて 

・75.1%が「1年生にྥ䛡た発⾲が課題研究のᙺに❧った」と回⟅。 

・68.9%が「1年生とのかか䜟りがもっと䛒った䜋うがいい」と回⟅。 

2年生の୰間発⾲が 1年生に対して୍ᐃのᙳ㡪が䛒り、༙数௨ୖの生徒が᭦なるὶをᮃんでいる。 

２） 1年生の୰間発⾲（䝫ス䝍ー発⾲）ཧຍのᙳ㡪について 

・88.1%が「䝫ス䝍ー発⾲が⮬㌟の䝫ス䝍ーసᡂのཧ考になった」と回⟅。 

・84.2%が「䝫ス䝍ー発⾲がᇶ♏研究ㅮᗙにᙺ❧った」と回⟅。 

・83.0%が「䝫ス䝍ー発⾲が䝊䝭・ラ䝪の㑅ᢥのཧ考になった」と回⟅。 
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・87.1%が「䝫ス䝍ー発⾲が᮶年度の課題研究のཧ考になった」と回⟅。 

1 年生は、䝫ス䝍ー発⾲がᵝ䚻なഃ㠃で᭷┈で䛒ると評価して䛚り、ᑗ᮶の研究㑅ᢥにもᙳ㡪をえ

るྍ能ᛶ䛒る。 

３） 2年生と 1年生の┦㛵ಀに䛚䛡る 1・2年生との㛵䜟りについて 

・90.4%が「2年生の見学が⮬ศの課題研究のᙺに❧つとᛮう」と回⟅。 

・74.6%が「2年生との㛵䜟りがもっと䛒った䜋うがよかった」と回⟅。 

2年生とのὶが 1年生の課題研究に対して୍ᐃのᙳ㡪が䛒り、今ᚋの学年間の㐃ᦠをよりᙉ化する

άືを考えたい。 

䠎年生（６７期生） 

1 年生（68 期生） 

学年間のὶや発⾲⤒㦂が、生徒の研究άືに䝥ラスのᙳ㡪をもたらしていることが☜ㄆできた。今ᚋ

は、学年を㉸えた㐃ᦠをᙉ化し、よりⰋい課題研究を実施していきたい。 

 

（２）．ᮏᰯの SSHの取組について 

・ 学ᰯ目ᶆ「⮬・⮬ᚊ・㐀」䜈のᙳ㡪 

学ᰯ目ᶆに対する䝫䝆䝔䜱䝤なព見が୧学年でඹ通して㧗く（2 年 77.3䠂・1 年 83.9䠂）、SSH の取り

組䜏が生徒の⮬ᛶや⮬ᚊᚰ、㐀ᛶをಁ㐍している。 

・科学的能力の⫱ᡂ䜈のᐤ 

科学的なᛮ考力や㐀ᛶの⫱ᡂに対する生徒のㄆ㆑が㧗く（2 年 79.5䠂・1 年 85.9䠂）、SSH の取り

組䜏が科学的能力のྥୖにᐤしている。 

・学⩦ពḧとືᶵ䛵䛡䜈のᙳ㡪 

学⩦ពḧとືᶵ䛵䛡に対する生徒の䝫䝆䝔䜱䝤なព見が㧗く（2 年 68.5䠂・1 年 82.0䠂）、SSH の取り

組䜏が理科や数学の学⩦に対するពḧのྥୖにᐤしている。 

学ᰯ全యの SSHの取り組䜏に対する生徒の評価は⫯ᐃ的で䛒り、特に学⩦ពḧのྥୖにᐤしているこ

とが☜ㄆされた。ᘬき⥆き、これらの䝫䝆䝔䜱䝤なせ⣲を᭦に発ᒎさ䛫、学ᰯ全యの SSH の取り組䜏をより

ຠ果的に㐍化さ䛫ていきたい。 

0% 10% 20% �0% 40% �0% 60% �0% 80% �0% 100%

ポスター発表が自身のポスターసᡂのཧ⪃になったとᛮう。

ポスター発表が基♏研究ㅮᗙにᙺ立ったとᛮう。

ポスター発表が࣑ࢮ・ラ࣎の㑅ᢥのཧ⪃になったとᛮう。

ポスター発表が᮶ᖺᗘの課題研究のཧ⪃になった。

㸰ᖺ⏕の見Ꮫが自分の課題研究のᙺに立つとᛮう。

㸰ᖺ⏕との㛵わりがもっとあったうがよかったとᛮう。

そうᛮう どちらかといえばそうᛮう あࡲりそうᛮわない そうᛮわない

0% 10% 20% �0% 40% �0% 60% �0% 80% �0% 100%

㸯ᖺ⏕にྥけた発表が課題研究のᙺに立ったとᛮう。

㸯ᖺ⏕とのかかわりがもっとあったうがいいとᛮう。

そうᛮう どちらかといえばそうᛮう あࡲりそうᛮわない そうᛮわない
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（Ⅴ） 「校内におけるSSHの組織的推進体制」について 

校内のSSH事業およびSSH関連行

事等について、組織的に企画・運営

できるよう、SSH推進部を組織し、

毎週、部会を設けている。STEAMS 

Timeで行う課題研究活動、SSH事業

の計画・推進、そのために必要な事

務経費の執行、関係部署との調整等

を行っている。また、生徒にどのよ

うなCompetencyを育むか、よりよい

探究活動の進め方や生徒の知的好

奇心を高めるSSH行事とは何かな

ど、創造的なブレインストーミング

の場としても活用している。更に、

「SSH推進委員会（・科学技術人材

育成推進委員会）」を設けSSH事業

やSSH行事を全校的な取り組みに進

めている。 

SSH推進部が企画したSSH事業や

SSH行事は、職員会議等での議論を

踏まえ、校長決裁のもと、実施に必

要な様々な機関や学校と調整し、S

SH推進部が主体となって実施する。 

また、本校の取組に対する運営

評価、指導方法、評価方法について

は「SSH運営指導委員会（・科学技術人材育成指導委員会」が検証を行う。さらに、さいたま市教

育委員会は管理機関として、本校の取組に対して指導・助言を行う。 

 

（Ⅵ） 「成果の発信・普及」について 

 SSHの取組および成果は、随時、ホームページを利用して校外に配信する。 

 YouTube、Zoom、Podcast などの動画や音声ツールを活用して、生徒の研究成果を蓄積し、発信する。 

 協力機関、市内小・中学校、中等教育学校、連携高校、さいたま市教育委員会へ研究報告書を配付

し、研究の普及活動をおこなう。 

 課題研究発表会およびアウトリーチ活動の際、出席者に活動内容の報告をおこなう。 

 本校を会場にして行う、さいたま市教育委員会主催の研修会や本校主催の「ファシリテーター養成講

座」「STEAMS Time実践報告会」を通して SSH活動を参加者に報告する。 

 「福島復興探究学」「Hamadoori Reborn」のような社会性の高いプログラムはマスコミを通じて活動内容

を発信していく。 

 科学教育振興展覧会、埼玉県サイエンスフェア等にて、成果を発表する。 
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（䊦） 「◊✲㛤発ᐇୖのㄢ㢟及䜃ᚋの◊✲㛤発の᪉ྥᛶ」について 

 Process-learningに䜘る⏕ᚐ䛸ᩍဨ䛜ඹ䛩るㄢ㢟◊✲のᐇ㊶ 

STEAMS Time 䠄課題研究䠅に䛴いて 

ᖺᗘ䠍学ᖺ䛷学䜣䛰ᇶ♏を 2学ᖺの「STEAMS 「STEAMS Time䊡」䛷実践する䛸いうィ画を㐙行す 

るこ䛸䛷、᮶ᖺᗘ䛛䜙実する「STEAMS Time䊢」をྵ䜑た研究活動のయീをᥗ䜐こ䛸䛜䛷䛝た。 

ᖺの課題䛰䛳たルー䝤リ䝑䜽を用いたホ౯は「STEAMS Time 䊠」のᇶ♏研究講座䛷実䛷䛝た。

䇾探究ᇶ♏䇿䛸展㛤している䇾BEST CLaSS䇿や䇾報䇿のホ౯䛸の⼥ྜ䛜ḟᖺᗘの課題䛷䛒る。

「STEAMS Time 䊡」䛷はᐈほⓗにホ౯するた䜑のᣦᶆ䛸なるルー䝤リ䝑䜽を‽ഛし、⮬ᕫホ౯しᨵၿ

しな䛜䜙よ䜚Ⰻい探究活動䛜䛷䛝るようにした䛜、᭱⤊ⓗなホ౯を䝊ミラ䝪のᢸᙜ者に委䛽るこ䛸にな䛳

たの䛷、᭱⤊ホ౯の⤫୍䛜ḟᖺᗘの課題䛷䛒る。᭦に、᮶ᖺᗘの「STEAMS Time 䊢」䛷は生徒⮬㌟

䛜䝊ミやラ䝪を㞳䜜てㄽᩥをస成するた䜑、探究活動を⮬䜙プロ䝕䝳ース䛷䛝るようにし䛳䛛䜚サ䝫ート

するプログラムの㛤発䛜ᚲせ䛷䛒る。 

STEAMS TIMEに䛴いて 

1 学ᖺ䛷行䛳ている「福島復興探究学」は 5 ᖺ┠䛸な䜚実した内容䛷実䛷䛝ている。ᖺᗘよ䜚 2

学ᖺの「Hamadoori Reborn」䛜スタートした䛜、ᢸᙜの⮬య䛸のㄪᩚや⌧ᆅに行䛝ㄪᰝをするண⟬

等の課題は䛒る䛜、ᢸᙜする教員㛫䛷連携し、ゎỴ⟇をᶍ⣴しな䛜䜙活動を⥅⥆したい。᭦に、ḟᖺ

ᗘは 3学ᖺ䛜「STEAMS Party䠄௬⛠䠅」をጞ䜑るた䜑関ಀྛ᪉㠃䛸ㄪᩚして実したい。 

 「Pacific-RimᏛ䜃の䝣䜱䞊䝹䝗ᵓ」に䜘る䜾䝻䞊䝞䝹䛺◊✲άືのᐇ㊶ 

ᖺᗘのᾏ外サイエンス研修は 8᭶に「䝝䝽イサイエンス研修」、䠍0᭶に「シン䜺䝫ール・イン䝗䝛シア

研修」を実した。⌮ᩘ科䠍ᖺ生ᑐ㇟の「ྎ‴サイエンス研修」䜒䠏᭶に実した。᮶ᖺᗘは䝝䝽イ・イ

ン䝗䝛シアに加䛘て「イン䝗サイエンス研修」をィ画している。コロ䝘⚝に中Ṇ䛸な䛳ていたᾏ外修学᪑

行䠄シン䜺䝫ール・マ䝺ーシア䠅䜒᮶ᖺᗘ䛛䜙復活する。ྎ‴、䝝䝽イ、イン䝗䝛シア、イン䝗、䛭してシン

䜺䝫ール・マ䝺ーシア䛸ᾏ外をゼ䜜るプログラムをከᩘィ画するに䛒た䜚、こ䜜䛛䜙は㛤催時ᮇ、㛤催

つᶍ䠄参加ேᩘ・プログラム内容䠅を᪂ᖺᗘ๓䛰䛜、1᭶䛛䜙᳨ウするᚲせ䛜䛒る。12᭶に実した「さ

く䜙サイエンスᣍへいプログラム」䜒᮶ᖺᗘ௨㝆⥅⥆して実するィ画䛷䛒る。ᣍへいする高校をᾏ外

サイエンス研修䛷ゼၥする学校䛸つᐃしているの䛷実時ᮇのㄪᩚ䛜課題䛸なる。᭦に、ᾏ外サイエ

ンス研修の実䛸䝉䝑ト䛷䜸ンラインプログラムの実をᚲ㡲にしている。プログラムの内容は Science・

SDGs・Society 5.0 䛸している䛜、ᖺᗘは SDGs・Society 5.0䛜中ᚰにな䛳た。ḟᖺᗘ௨㝆の内容に

Science䠄実㦂䠅をධ䜜た取䜚組䜏をィ画している。このような活動を通して、ᅜの高校生䛸協ㄪし、高

校生⮬䜙䛜ඹ通課題をタᐃし、䜸ンラインをして研究を㐍䜑、┦に行䛝い実際に協ാする⎔ኴ

ᖹὒඹྠ研究フ䜷ーラムを⠏いていく。 

 䠍䠎ᖺ㛫の㐃⥆的䛺Ꮫ䜃䜢⣳䛞ྜ䜟䛫る STEAMSᩍ⫱の推進 

本校はさいたま市内の⌮ᩘ教育ᣐⅬ校䛸して、ᖺᗘ䜒、中学䠎ᖺ生をᑐ㇟䛸する ASEP JHS や小学

生をᑐ㇟䛸した「ኟఇ䜏⮬⏤研究サ䝫ートプログラム」「小学生サイエンス教ᐊ」等のアウトリーチプログ

ラムを」ᩘ実した。ᖺᗘま䛷は䛭䜜䛮䜜のプログラムのເ㞟᪉ἲ䛜ᡤᒓ校౫Ꮡᆺ䛸な䛳ている。

䛭のた䜑、ᛂເ者に学校の೫䜚䛜生じてしま䛳た。ḟᖺᗘ௨㝆はᡤᒓ校に౫Ꮡしないᛂເ᪉ἲをィ

画し、⌮ᩘ教育のᣐⅬ䛸して೫䜚のない活動をしたい。 
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ページ番号 
 

➍関係資料 

運営指導委員会 

令和５年度大宮北高等学校 SSH運営指導委員 

学習院大学     飯高 茂   名誉教授 

埼玉大学     永澤 明   名誉教授 

国立天文台     渡部 潤一  副台長 

理化学研究所環境資源科学研究センター  イリエシュ ラウレアン チームリーダー 

東洋大学応用生物科学科   椎崎 一宏  教授 

岩手医科大学薬学部    阪本 泰光  教授 

さいたま市立馬宮中学校   上田 泰正  校長 

さいたま市立尾間木中学校   野平 尚彦  校長 

さいたま市立宇宙科学館   豊田 由香  館長 

さいたま市教育委員会 

高校教育課     神田 剛広  課長 

高校教育課     齋藤 伸哉  主任指導主事 

大宮北高校教職員 

校長   ： 根岸君和（数） 

教頭   ： 新川健二（数）・宮脇聖（理） 

事務室長  ： 黒須理衣 

ＳＳＨ推進委員長 ： 大塚寿（体） 

ＳＳＨ推進副委員長 ： 熊本晃典（理） 

ＳＳＨ推進委員  ： 髙橋直己（数）・瀧澤千歳（理）・待谷亮介（数）・稲月直央（理） 

ＳＳＨ推進部  ： 奥野晃久（理）･芝田祐真（理）・瀧澤千歳（理）・豊原太雅（理）・稲月直央（理） 

國井翼（数）･待谷亮介（数）・カヤ ブラッドリー（英）・田村 遼司（英） 

新井 誠（実習助手）・小林 健一（実習助手）・藤門 緑（SSH事務） 

 
平成５年度 大宮北高等学校 第１回 ＳＳＨ運営指導委員会 

１ 日時 令和５年６月９日（金） １４：３０～１６：３０ 
２ 会場 第３講義室 
３ 参加者（敬称略） 

  運営指導委員 
・飯高 茂（学習院大学） 
・永澤 明（埼玉大学）・渡部 潤一（国立天文台） 
・イリエシュ ラウレアン（理化学研究所） 
・椎崎 一宏（東洋大学） 
・阪本 泰光（岩手医科大学） 
さいたま市教育委員会 
・高校教育課 齋藤 伸哉 
本校職員 
・宮脇・大塚・奥野・（根岸：Online） 
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ページ番号 
 

４ ෆᐜ  ྖ会：宮脇 
• 教育委員会ᣵᣜ  㰻⸨ ௵指導 
• 校㛗ᣵᣜ  根岸 校㛗（Online） 
• 令和５年ᗘ㹑㹑㹆ᴗᴫせ 第ϩᮇࡢάືෆᐜࡘい࡚ 大塚 
• ሗ・ពぢ 
• SSHᅜ⏕ᚐ課㢟研究Ⓨ⾲会参加ࣝࢢーࡢࣉⓎ⾲ ཬࡧ 指導 

 
平成５年度 大宮北高等学校 第䠎回 ＳＳＨ運営指導委員会 

１ 日時 令和６年２月６日（ⅆ）１４：００ࠥ１５：３０ 
２ 会場 ᑠ会㆟室・校㛗室 䈜 䜸ンライン䛷実 
３ 参加者（敬称略） 
  運営指導委員 飯高 茂（学習院大学）・Ọ⃝ ᫂（ᇸ⋢大学）・渡部 潤一（国立天文台） 
   阪本 泰光（岩手医科大学）・イリエシュ ラウレアン（理化学研究所） 
   野ᖹ ᑦᙪ（さいたま市❧ᑿ㛫ᮌ୰学校） 

  本校職員 根岸・宮脇・大塚 
４ ෆᐜ  ྖ会：宮脇 

• 校㛗ᣵᣜ   根岸 校㛗 
• 令和５年ᗘࡢάືሗ࿌  大塚 
• 指導講ホ 

Q：ᇽᖹ࡛ࡢኳయほ ᐇ習࡛ᒎᮃྎࡢ 91cmᮃ㐲㙾ືࡣいたࡢ㸽ࠋ 
A：ᮃ㐲㙾ࡣ↓ࡁືほᐹ࡛ࡁたࠋᇽᖹࡣ㒊ᛌᬕ࡛ࠊᑠ学⏕アウࢺリーࢢࣟࣉࢳラ࡛࣒
 ࠋたࢀᜨまኳೃࡶ

Q：ࣟࢢーࢢࣟࣉࣝࣂラ࣒ᐇ㝿参加さࢀた⏕ᚐ࡛ࠊ㔜ࡌྠ࡚ࡗ࡞ேࡀ参加࡚ࡋいࡿい
  㸽ࡢࡿ࠶ࡣࡇ࠺

A：㔜ࡗ࡞たࡣࡢ ࡣᾏእࠋ1ྡ 25ྡ・⚟ᓥࡣ 18ྡ・さࢧࡽࡃイエンࢫᣍいࢢࣟࣉラࡣ࣒
 ࠋࡿい࡚ࡗࢃいಀࡽࡃ50ྡ

Q：ࣝࢢーࣉⓎ⾲ࡣᙺࡀ᫂☜࡛యᛶ⃰ࡢいⷧいࡀฟ᭱ࠋࡿᚋࢱࢫ࣏ーⓎ⾲ࡢ⮬ྛᙺ
ࡶグࡍయᛶࡀ育ࡣ࡛ࡢࡘ㸽 

A：ࣝーࣈリࢡࢵホ౯࡛ࣝࢢーࣉ学習ࡢᙺホ౯ࠊせ所せ所࡛ࣝࢢーࣉෆ࡛ࡢ┦ホ౯ࡶさ
 ࠋたࡗ࠶ࡀ㇟༳ࡿࢃኚࡀయᛶ࡛ࡇたࡗい࠺ࡑࠋࡿい࡚ࡏ

 ࠙ពぢࠚ 
ࢆၥ㢟࡞ධṆ㍺ࡢ≀⏘ᾏࠊࡿࡍゼၥᓥ⚟⥴一ࡀᚐ⏕ࡢ大宮ᚐ⏕ࡢ‴ྎ ・
ᢪࡿ࠼୰࡛ࠊⱝいேࡀᐇ㝿⌧ᆅࡢᬽࢆࡋࡽ⤒㦂ࡿࡍいࠊࡣࡇ࠺㠀ᖖⰋい⤒㦂

 ࠋい࡞ࡣ࡛ࡢࡃい࡚ࡅゎࡶㄗゎࠊ࡛
・ ⱥㄒຊ࡞ࡋୖྥࡀいၥ㢟࡛ࠊ研究室࡛༙ᩘእᅜேࡀい࡚࡞ࡋୖྥࡶいᏊ࡞ࡋୖྥࡣ
いࡤࢀࡍࡔࠋ高校⏕ࡼࡤࢀࡍ࠺ࡣいࡢ㸽ྥୖ࡚ࡋいࡿᏊ࡚ࡋい࡞いᏊࡢᕪ

 ࠋいഴྥ࡞ࡋୖྥỌ㐲ࡣいᏊ࡞ࡽࡷࡋࡾま࠶ࠋーシࣙン⬟ຊࢣࢽュ࣑ࢥࡣ
・ 課㢟Ⓨぢࡢᙅさいࠊࡣࡢ࠺インࡾࡼࢺࢵࣉアウࡢࢺࢵࣉࢺ᪉࡛ࢼࣟࢥࡀ㞴࡞ࡃࡋ
ࡀ学会ࠋ࠺ࡿࡳ࡚ࡋࡸቑࢆࢺࢵࣉࢺアウࠋい࡞ࡣཎᅉ࡛ࡀࡇࡿい࡚ࡗ ࡘ6
アࡢࣟࣉ࡚ࡁᩱ࡛参加࡛↓ࠊࡾ࠶ࡀーࢼーࢥࡢ⾲高校⏕Ⓨࡶ学会ࡢࡀࡍ࡛ࡢࡿ࠶

 ࠋ࠺ࡣ࡚ࡋ参加ࠊࡀ࠺ᛮࡿ࠶ࡶ㠃ࡢ⟭ணࠋࡿࢀࡽࡅཷࡶࢫイࣂࢻ
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Ⅲ
3

4

数
学

Ａ
2

2

数
学

Ｂ
2

2

数
学

Ｃ
2

3

(
学

）
数

学
探

究
ࠐ

2
4

物
理

基
礎

2
2

物
理

4
●

7

化
学

基
礎

2
2

化
学

4
4

3

生
物

基
礎

2
2

生
物

4
●

7

地
学

基
礎

2
▲

3

(
学

）
化

学
探

究
▲

3

(
学

）
生

物
探

究
▲

3

保
健

体
育

7
〜
8

3
3

2
2

2

体
育

保
健

2
1

1

音
楽

Ⅰ
2

●
2

美
術

Ⅰ
2

●
2

書
道

Ⅰ
2

●
2

（
S
7
(
$
0
S
 
7
L
P
H
 
Ⅱ
 
音
楽
）

(
2
)

（
S
7
(
$
0
S
 
7
L
P
H
 
Ⅱ
 
美
術
）

(
2
)

（
S
7
(
$
0
S
 
7
L
P
H
 
Ⅱ
 
書
道
）

(
2
)

英
語

ｺ
ﾐ

ｭ
ﾆ

ｹ
ｰ

ｼ
ｮ

ﾝ
Ⅰ

3
3

英
語

ｺ
ﾐ

ｭ
ﾆ

ｹ
ｰ

ｼ
ｮ

ﾝ
Ⅱ

4
3

英
語

ｺ
ﾐ

ｭ
ﾆ

ｹ
ｰ

ｼ
ｮ

ﾝ
Ⅲ

4
4

4
4

論
理

・
表

現
Ⅰ

2
2

論
理

・
表

現
Ⅱ

2
2

論
理

・
表

現
Ⅲ

2
2

2
2

(
学

）
英

語
特

講
3

家
庭

家
庭

基
礎

2
2

２
家

庭
保

育
基

礎
2
～
6

▲
2

音
楽

₇₇
ዌዌ

◊◊
究究

2
～
6

▲
2

美
術

ｸ
ﾗ
ﾌ
ﾄ
ﾃ
ﾞ
ｻ
ﾞ
ｲ
ﾝ

2
～
1
0

▲
2

書
道

実
用

の
書

2
6
0
8

2
～
4

▲
2

体
育

ス
ポ

ー
ツ

Ⅱ
2
～
1
2

▲
2

S
7
(
$
0
S
 
7
L
P
H
 
Ⅰ

2

B
E
S
T
 
C
L
a
S
S

1

S
7
(
$
0
S
 
7
L
P
H
 
Ⅱ

2

S
7
(
$
0
S
 
7
L
P
H
 
Ⅲ

1
1

1
9
6

ホ
ー
ム
ル
ー
ム
活
動

3

単
位
数

3 9
9

(
1
0
2
)

　
　
　
　
(
ア
)
地
理
探
究
を
選
択
。
(
イ
)
政
治
・
経
済
、
倫
理
を
選
択
。

１
学
年
　
「
S
7
(
$
0
S
 
7
L
P
H
 
Ⅰ
」

　
Ｓ
Ｓ
Ｈ
指
定
校
と
し
て
情
報
Ⅰ
（
2
単
位
）
の
代
替

２
学
年
　
「
S
7
(
$
0
S
 
7
L
P
H
 
Ⅱ
」

　
Ｓ
Ｓ
Ｈ
指
定
校
と
し
て
課
㢟
◊
究
の
ෆ
ᐜ
の
選
択
に
ᛂ
ࡌ
、

　
理
数
探
究
、
音
楽
Ⅱ
、
美
術
Ⅱ
、
書
道
Ⅱ
（
2
単
位
）
の
代
替

２
学
年
　
「
%
(
S
7
 
&
/
D
S
S
」

備
　
　
　
　
　
　
　
　
　
考

・
卒
業
ま
で
に
履

修
さ
せ
る
各
教

科
・
科
目
及
び
総

合
的
な
探
究
の
時

間
の
単
位
数
の
計

9
9
単
位

１
年
　
●
印
か
ら
１
科
目
選
択

３
年

（
Ａ
１
）
●
、
ࠐ
、
▲
印
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
１
科
目
選
択
。

（
Ａ
２
）
●
、
▲
印
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
１
科
目
選
択

　
　
　
　
○
印
の
選
択
は
௨
ୗ
の
（
ア
）
ま
た
は
（
イ
）
を
選
択
す
る
。

・
卒
業
ま
で
に
修

得
さ
せ
る
各
教

科
・
科
目
及
び
総

合
的
な
探
究
の
時

間
の
単
位
数
の
計

9
9
単
位

（
 
Ｂ
 
）
●
、
ࠐ
印
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
１
科
目
選
択
。

　
「
英
語
ࢥ
࣑
ࣗ
ࢽ
ࢣ
ー
ࢩ
ࣙ
ࣥ
Ⅱ
」
を
１
単
位
ศ
ῶ
単

(
3
4
)

合
　
　
　
　
　
計

3
3

3
3

3
3

3
3

3
3

（
週
当
た
り
の
授
業
時
数
）

(
3
4
)

(
3
4
)

(
3
4
)

(
3
4
)

1

特
別
活
動

1
1

1
1

1

総
合
的
な
探
究
の
時
間
 

1
1

1
1

3
2

3
2

１
０
～
２
０

１
０

芸 　 術

２

3
2

小
　
　
　
　
　
計

3
2

3
2

主 と し て 専 門 学 科 に お い て

開 設 さ れ る 各 教 科 ・ 科 目

０
～
２

S
S
理

数
6

１
６
～
１
９

１
１
～
１
８

標
準

単
位

３
　
年

計
１
　
年

２
　
年

１
２
～
１
８

地 理 歴 史

５
～
１
４

公 民
２
～
６

Ａ
１

Ａ
２

Ｂ

外 　 国 　 語

教
　
科

各 学 科 に 共 通 す る 　 各 　 教 　 科 　 ・ 　 科 　 目

国 　 　 語 数 　 　 学 理 　 　 　 科

備備備

令
和

５
年

度
　

教
育

課
程

表
(
理

数
科

）
：

令
和

４
年

度
入

学
生

各
教

科
・

科
目

等

科
　

目

現
代

の
国

語
2

2

ゝ
語

文
化

2
2

論
理

国
語

4
2

2

古
典

探
究

4
2

1

歴
史

総
合

2
3

地
理

総
合

2
3

公 民
公

共
2

2
2

保
健

体
育

7
〜

8
2

3
2

体
育

保
健

2
1

1

音
楽

Ⅰ
2

●
2

美
術

Ⅰ
2

●
2

書
道

Ⅰ
2

●
2

英
語

ｺ
ﾐ

ｭ
ﾆ

ｹ
ｰ

ｼ
ｮ

ﾝ
Ⅰ

3
3

英
語

ｺ
ﾐ

ｭ
ﾆ

ｹ
ｰ

ｼ
ｮ

ﾝ
Ⅱ

4
3

英
語

ｺ
ﾐ

ｭ
ﾆ

ｹ
ｰ

ｼ
ｮ

ﾝ
Ⅲ

4
4

論
理

・
表

現
Ⅰ

2
2

論
理

・
表

現
Ⅱ

2
2

論
理

・
表

現
Ⅲ

2
2

家
庭

家
庭

基
礎

2
2

2

S
S
理

数
数

学
Ⅰ

5
～

7
6

S
S
理

数
数

学
Ⅱ

7
～

9
6

S
S
理

数
数

学
特

論
4
～

6
7

S
S

理
数

生
物

6
～

8
2

2
●

5

S
S

理
数

化
学

6
～

8
2

3
4

S
S

理
数

物
理

6
～

8
2

2
●

5

S
7
(
$
0
S
 
7
L
P
H
 
Ⅰ

2

B
E
S
T
 
C
L
a
S
S

1

S
7
(
$
0
S
 
7
L
P
H
 
Ⅱ

2

S
7
(
$
0
S
 
7
L
P
H
 
Ⅲ

2
9
6

ホ
ー

ム
ル

ー
ム

活
動

3

単
位

数
3 9
9

(
1
0
2
)

１
年

　
●

印
か

ら
１

科
目

選
択

３
年

　
●

印
か

ら
１

科
目

選
択

１
学

年
　

「
S
S
理

数
数

学
Ⅰ

」

　
Ｓ

Ｓ
Ｈ

指
定

校
と

し
て

「
理

数
数

学
Ⅰ

」
（

６
単

位
）

の
代

替

２
学

年
　

「
S
S
理

数
数

学
Ⅱ

」

　
Ｓ

Ｓ
Ｈ

指
定

校
と

し
て

「
理

数
数

学
Ⅱ

」
（

６
単

位
）

の
代

替

３
学

年
　

「
S
S
理

数
数

学
特

論
」

　
Ｓ

Ｓ
Ｈ

指
定

校
と

し
て

「
理

数
数

学
特

論
」

（
７

単
位

）
の

代
替

１
㸪

２
㸪

３
学

年
　

「
S
S
理

数
生

物
」

　
Ｓ

Ｓ
Ｈ

指
定

校
と

し
て

「
理

数
生

物
」

（
９

単
位

）
の

代
替

１
㸪

２
㸪

３
学

年
　

「
S
S
理

数
化

学
」

　
Ｓ

Ｓ
Ｈ

指
定

校
と

し
て

「
理

数
化

学
」

（
９

単
位

）
の

代
替

１
㸪

２
㸪

３
学

年
　

「
S
S
理

数
物

理
」

　
Ｓ

Ｓ
Ｈ

指
定

校
と

し
て

「
理

数
物

理
」

（
９

単
位

）
の

代
替

１
学

年
　

「
S
7
(
$
0
S
 
7
L
P
H
 
Ⅰ

」

　
Ｓ

Ｓ
Ｈ

指
定

校
と

し
て

情
報

Ⅰ
（

2
単

位
）

の
代

替

２
学

年
　

「
S
7
(
$
0
S
 
7
L
P
H
 
Ⅱ

」

　
Ｓ

Ｓ
Ｈ

指
定

校
と

し
て

理
数

探
究

（
2
単

位
）

の
代

替

２
学

年
　

「
%
(
S
7
 
&
/
D
S
S
」

備
　

　
　

　
　

　
　

　
　

考
・

卒
業

ま
で

に
履

修
さ

せ

る
各

教
科

・
科

目
及

び
総

合
的

な
学

習
の

時
間

の
単

位
数

の
計

9
9
単

位

・
卒

業
ま

で
に

修
得

さ
せ

る
各

教
科

・
科

目
及

び
総

合
的

な
学

習
の

時
間

の
単

位
数

の
計

9
9
単

位

　
「

英
語

ࢥ
࣑

ࣗ
ࢽ

ࢣ
ー

ࢩ
ࣙ

ࣥ
Ⅱ

」
を

１
単

位
ศ

ῶ
単

合
　

　
　

　
　

計
3
3

3
3

3
3

（
週

当
た

り
の

授
業

時
数

）
(
3
4
)

(
3
4
)

(
3
4
)

特
別

活
動

1
1

1

総
合

的
な

探
究

の
時

間
1

1
1

主 と し て 専 門 学 科 に お い て

開 設 さ れ る 各 教 科 ・ 科 目

S  S  理 　 数

4
8

小
　

　
　

　
　

計
3
2

3
2

3
2

各 学 科 に 共 通 す る 　 各 　 教 　 科 　 ・ 　 科 　 目

国 　 　 語

1
1

地 理 歴 史

6 9

芸 術
2

外 　 国 　 語

1
6

教
　

科

標
準

単
位

計
１

　
年

2
　

年
�
　

年

備備

68



 

令
和
５
年
度
　
教
育
課
程
表
(
普
通
科
）
：
令
和
５
年
度
入
学
生

各
教
科
・
科
目
等

科
　
目

現
代

の
国

語
2

2

ゝ
語

文
化

2
2

論
理

国
語

4
2

3
3

2

古
典

探
究

4
3

3
4

1

文
学

国
語

4
3

地
理

総
合

2
2

歴
史

総
合

2
3

日
本

史
探

究
3

●
5

●
5

世
界

史
探

究
3

●
5

●
5

地
理

探
究

3
ࠐ

4
ࠐ

3

公
共

2
2

倫
理

2
ࠐ

2
○

2

政
治

・
経

済
2

2
○

2

(
学

）
公

共
探

究
ࠐ

3

数
学

Ⅰ
3

3

数
学

Ⅱ
4

4

数
学

Ⅲ
3

4

数
学

Ａ
2

2

数
学

Ｂ
2

2

数
学

Ｃ
2

3

(
学

）
数

学
探

究
ࠐ

2
4

物
理

基
礎

2
2

物
理

4
●

5

化
学

基
礎

2
2

化
学

4
5

生
物

基
礎

2
2

生
物

4
●

5

地
学

基
礎

2
ࠐ

2

(
学
）
ｻ
ｲ
㺒
ﾝ
㺛
化
学

ࠐ
2

(
学
）
ｻ
ｲ
㺒
ﾝ
㺛
物
理

●
2

(
学
）
ｻ
ｲ
㺒
ﾝ
㺛
生
物

●
2

(
学

）
化

学
探

究
▲

3

(
学

）
地

学
探

究
▲

3

保
健

体
育

7
〜
8

3
3

2
2

2

体
育

保
健

2
1

1

音
楽

Ⅰ
2

●
2

美
術

Ⅰ
2

●
2

書
道

Ⅰ
2

●
2

（
S
7
(
$
0
S
 
7
L
P
H
 
Ⅱ

 
音

楽
）

(
2
)

（
S
7
(
$
0
S
 
7
L
P
H
 
Ⅱ

 
美

術
）

(
2
)

（
S
7
(
$
0
S
 
7
L
P
H
 
Ⅱ

 
書

道
）

(
2
)

英
語

ｺ
ﾐ

ｭ
ﾆ

ｹ
ｰ

ｼ
ｮ

ﾝ
Ⅰ

3
3

英
語

ｺ
ﾐ

ｭ
ﾆ

ｹ
ｰ

ｼ
ｮ

ﾝ
Ⅱ

4
3

英
語

ｺ
ﾐ

ｭ
ﾆ

ｹ
ｰ

ｼ
ｮ

ﾝ
Ⅲ

4
4

4
4

論
理

・
表

現
Ⅰ

2
2

論
理

・
表

現
Ⅱ

2
2

論
理

・
表

現
Ⅲ

2
2

2
2

(
学

）
英

語
特

講
3

家
庭

家
庭

基
礎

2
2

２
家

庭
保

育
基

礎
2
～
6

▲
2

音
楽

₇₇
ዌዌ

◊◊
究究

2
～
6

▲
2

美
術

ｸ
ﾗ
ﾌ
ﾄ
ﾃ
ﾞ
ｻ
ﾞ
ｲ
ﾝ

2
～
1
0

▲
2

書
道

実
用

の
書

2
6
0
8

2
～
4

▲
2

体
育

ス
ポ

ー
ツ

Ⅱ
2
～
1
2

▲
2

S
7
(
$
0
S
 
7
L
P
H
 
Ⅰ

2

B
E
S
T
 
C
L
a
S
S

1

S
7
(
$
0
S
 
7
L
P
H
 
Ⅱ

2

S
7
(
$
0
S
 
7
L
P
H
 
Ⅲ

1
1

1
9
6

ホ
ー

ム
ル

ー
ム

活
動

3

単
位
数

3 9
9

(
1
0
2
)

　
　
　
　
(
ア
)
地
理
探
究
を
選
択
。
(
イ
)
政
治
・
経
済
、
倫
理
を
選
択
。

１
学
年
　
「
S
7
(
$
0
S
 
7
L
P
H
 
Ⅰ
」

　
Ｓ
Ｓ
Ｈ
指
定
校
と
し
て
情
報
Ⅰ
（
2
単
位
）
の
代
替

２
学
年
　
「
S
7
(
$
0
S
 
7
L
P
H
 
Ⅱ
」

　
Ｓ
Ｓ
Ｈ
指
定
校
と
し
て
課
㢟
◊
究
の
ෆ
ᐜ
の
選
択
に
ᛂ
ࡌ
、

　
理
数
探
究
、
音
楽
Ⅱ
、
美
術
Ⅱ
、
書
道
Ⅱ
（
2
単
位
）
の
代
替

２
学
年
　
「
%
(
S
7
 
&
/
D
S
S
」

備
　
　
　
　
　
　
　
　
　
考

・
卒

業
ま

で
に

履
修

さ
せ

る
各

教
科

・
科

目
及

び
総

合
的

な
探

究
の

時
間

の
単

位
数

の
計

9
9
単

位

１
年
　
●
印
か
ら
１
科
目
選
択

３
年

（
Ａ
１
）
●
、
ࠐ
、
▲
印
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
１
科
目
選
択
。

（
Ａ
２
）
●
、
▲
印
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
１
科
目
選
択

　
　
　
　
○
印
の
選
択
は
௨
ୗ
の
（
ア
）
ま
た
は
（
イ
）
を
選
択
す
る
。

・
卒

業
ま

で
に

修
得

さ
せ

る
各

教
科

・
科

目
及

び
総

合
的

な
探

究
の

時
間

の
単

位
数

の
計

9
9
単

位

（
 
Ｂ
 
）
●
、
ࠐ
印
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
１
科
目
選
択
。

　
「
英
語
ࢥ
࣑
ࣗ
ࢽ
ࢣ
ー
ࢩ
ࣙ
ࣥ
Ⅱ
」
を
１
単
位
ศ
ῶ
単

(
3
4
)

合
　
　
　
　
　
計

3
3

3
3

3
3

3
3

3
3

（
週
当
た
り
の
授
業
時
数
）

(
3
4
)

(
3
4
)

(
3
4
)

(
3
4
)

1

特
別
活
動

1
1

1
1

1

総
合
的
な
探
究
の
時
間
 

1
1

1
1

3
2

3
2

１
０
～
２
０

１
０

芸 　 術

２

3
2

小
　
　
　
　
　
計

3
2

3
2

主 と し て 専 門 学 科 に お い て

開 設 さ れ る 各 教 科 ・ 科 目

０
～
２

S
S
理

数
6

１
６
～
１
９

１
１
～
１
８

標
準

単
位

３
　
年

計
１
　
年

２
　
年

１
２
～
１
８

地 理 歴 史

５
～
１
４

公 民
２
～
６

Ａ
１

Ａ
２

Ｂ

外 　 国 　 語

教
　
科

各 学 科 に 共 通 す る 　 各 　 教 　 科 　 ・ 　 科 　 目

国 　 　 語 数 　 　 学 理 　 　 　 科

備
䠎

備備備

令
和

５
年

度
　

教
育

課
程

表
(
理

数
科

）
：

令
和

５
年

度
入

学
生

各
教

科
・

科
目

等

科
　

目

現
代

の
国

語
2

2

ゝ
語

文
化

2
2

論
理

国
語

4
2

2

古
典

探
究

4
2

1

歴
史

総
合

2
3

地
理

総
合

2
3

公 民
公

共
2

2
2

保
健

体
育

7
〜

8
2

3
2

体
育

保
健

2
1

1

音
楽

Ⅰ
2

●
2

美
術

Ⅰ
2

●
2

書
道

Ⅰ
2

●
2

英
語

ｺ
ﾐ

ｭ
ﾆ

ｹ
ｰ

ｼ
ｮ

ﾝ
Ⅰ

3
3

英
語

ｺ
ﾐ

ｭ
ﾆ

ｹ
ｰ

ｼ
ｮ

ﾝ
Ⅱ

4
3

英
語

ｺ
ﾐ

ｭ
ﾆ

ｹ
ｰ

ｼ
ｮ

ﾝ
Ⅲ

4
4

論
理

・
表

現
Ⅰ

2
2

論
理

・
表

現
Ⅱ

2
2

論
理

・
表

現
Ⅲ

2
2

家
庭

家
庭

基
礎

2
2

2

S
S
理

数
数

学
Ⅰ

5
～

7
6

S
S
理

数
数

学
Ⅱ

7
～

9
6

S
S
理

数
数

学
特

論
4
～

6
7

S
S

理
数

生
物

6
～

8
2

2
●

5

S
S

理
数

化
学

6
～

8
2

3
4

S
S

理
数

物
理

6
～

8
2

2
●

5

S
7
(
$
0
S
 
7
,
0
(
 
Ⅰ

2

B
E
S
T
 
C
L
a
S
S

1

S
7
(
$
0
S
 
7
,
0
(
 
Ⅱ

2

S
7
(
$
0
S
 
7
,
0
(
 
Ⅲ

2
9
6

ホ
ー

ム
ル

ー
ム

活
動

3

単
位

数
3 9
9

(
1
0
2
)

１
年

　
●

印
か

ら
１

科
目

選
択

３
年

　
●

印
か

ら
１

科
目

選
択

１
学

年
　

「
S
S
理

数
数

学
Ⅰ

」

　
Ｓ

Ｓ
Ｈ

指
定

校
と

し
て

「
理

数
数

学
Ⅰ

」
（

６
単

位
）

の
代

替

２
学

年
　

「
S
S
理

数
数

学
Ⅱ

」

　
Ｓ

Ｓ
Ｈ

指
定

校
と

し
て

「
理

数
数

学
Ⅱ

」
（

６
単

位
）

の
代

替

３
学

年
　

「
S
S
理

数
数

学
特

論
」

　
Ｓ

Ｓ
Ｈ

指
定

校
と

し
て

「
理

数
数

学
特

論
」

（
７

単
位

）
の

代
替

１
㸪

２
㸪

３
学

年
　

「
S
S
理

数
生

物
」

　
Ｓ

Ｓ
Ｈ

指
定

校
と

し
て

「
理

数
生

物
」

（
９

単
位

）
の

代
替

１
㸪

２
㸪

３
学

年
　

「
S
S
理

数
化

学
」

　
Ｓ

Ｓ
Ｈ

指
定

校
と

し
て

「
理

数
化

学
」

（
９

単
位

）
の

代
替

１
㸪

２
㸪

３
学

年
　

「
S
S
理

数
物

理
」

　
Ｓ

Ｓ
Ｈ

指
定

校
と

し
て

「
理

数
物

理
」

（
９

単
位

）
の

代
替

１
学

年
　

「
S
7
(
$
0
S
 
7
L
P
H
 
Ⅰ

」

　
Ｓ

Ｓ
Ｈ

指
定

校
と

し
て

情
報

Ⅰ
（

2
単

位
）

の
代

替

２
学

年
　

「
S
7
(
$
0
S
 
7
L
P
H
 
Ⅱ

」

　
Ｓ

Ｓ
Ｈ

指
定

校
と

し
て

理
数

探
究

（
2
単

位
）

の
代

替

２
学

年
　

「
%
(
S
7
 
&
/
D
S
S
」

備
　
　
　
　
　
　
　
　
　
考

・
卒
業
ま
で
に
履
修

さ
せ
る
各
教
科
・
科

目
及
び
総
合
的
な
学

習
の
時
間
の
単
位
数

の
計
9
9
単
位

・
卒
業
ま
で
に
修
得

さ
せ
る
各
教
科
・
科

目
及
び
総
合
的
な
学

習
の
時
間
の
単
位
数

の
計
9
9
単
位

　
「

英
語

ࢥ
࣑

ࣗ
ࢽ

ࢣ
ー

ࢩ
ࣙ

ࣥ
Ⅱ

」
を

１
単

位
ศ

ῶ
単

合
　

　
　

　
　

計
3
3

3
3

3
3

（
週

当
た

り
の

授
業

時
数

）
(
3
4
)

(
3
4
)

(
3
4
)

特
別

活
動

1
1

1

総
合

的
な

探
究

の
時

間
1

1
1

主 と し て 専 門 学 科 に お い て

開 設 さ れ る 各 教 科 ・ 科 目

S  S  理 　 数

4
8

小
　

　
　

　
　

計
3
2

3
2

3
2

各 学 科 に 共 通 す る 　 各 　 教 　 科 　 ・ 　 科 　 目

国 　 　 語

1
1

地 理 歴 史

6 9

芸 術
2

外 　 国 　 語

1
6

教
　

科

標
準

単
位

計
１

　
年

2
　

年
�
　

年

備備

69



質
問
項
目

学
年

大
変
増
加
し
た

や
や
増
加
し
た

も
と
も
と
高
か
っ
た

効
果

が
な

か
っ

た
質
問
項
目

年
度

大
変
増
加
し
た

や
や
増
加
し
た

も
と
も
と
高
か
っ
た

効
果

が
な

か
っ

た

昨
年
度
１
学
年
10
.6
%

50
.4
%

9.
2%

29
.8
%

2
0
2
1
年

度
9.
4%

45
.8
%

5.
3%

39
.5
%

１
学

年
15
.8
%

49
.2
%

9.
6%

25
.4
%

2
0
2
2
年

度
18
.8
%

55
.9
%

18
.3
%

7.
0%

２
学

年
19
.0
%

33
.0
%

9.
5%

38
.5
%

2
0
2
3
年

度
18
.2
%

49
.0
%

5.
1%

27
.8
%

昨
年
度
１
学
年
11
.3
%

54
.6
%

5.
3%

28
.7
%

2
0
2
1
年

度
8.
4%

45
.5
%

5.
3%

40
.9
%

１
学

年
14
.1
%

52
.7
%

6.
4%

26
.7
%

2
0
2
2
年

度
10
.7
%

52
.8
%

3.
4%

33
.1
%

２
学

年
22
.7
%

44
.7
%

3.
7%

28
.9
%

2
0
2
3
年

度
17
.7
%

49
.9
%

2.
9%

29
.7
%

昨
年
度
１
学
年

9.
2%

55
.7
%

3.
2%

31
.9
%

１
学

年
22
.0
%

41
.8
%

2.
9%

33
.3
%

２
学

年
17
.7
%

49
.9
%

2.
9%

29
.7
%

質
問
項
目

年
度

大
変
増
加
し
た

や
や
増
加
し
た

も
と
も
と
高
か
っ
た

効
果

が
な

か
っ

た

2
0
2
1
年

度
15
.9
%

61
.6
%

5.
3%

17
.1
%

2
0
2
2
年

度
16
.6
%

56
.2
%

7.
0%

20
.2
%

2
0
2
3
年

度
15
.4
%

51
.8
%

6.
7%

26
.2
%

2
0
2
1
年

度
20
.0
%

65
.1
%

3.
8%

11
.2
%

2
0
2
2
年

度
15
.2
%

68
.8
%

2.
8%

13
.2
%

2
0
2
3
年

度
19
.8
%

59
.9
%

3.
1%

17
.5
%

質
問
項
目

学
年

そ
う

思
う

ど
ち

ら
か

と
言

え
ば

そ
う

思
う

あ
ま
り
そ
う
思
わ
な
い

そ
う
思
わ
な
い

１
学

年
22
.2
%

46
.6
%

20
.6
%

10
.6
%

２
学

年
15
.4
%

42
.9
%

24
.2
%

17
.6
%

昨
年
度
２
学
年
29
.7
%

55
.4
%

6.
8%

8.
1%

１
学

年
35
.0
%

47
.6
%

12
.2
%

5.
1%

質
問
項
目

学
年

そ
う

思
う

ど
ち

ら
か

と
言

え
ば

そ
う

思
う

ど
ち

ら
か

と
言

え
ば

そ
う

思
わ

な
い
思
わ
な
い

２
学

年
28
.6
%

47
.3
%

12
.1
%

12
.1
%

昨
年
度
２
学
年
32
.4
%

55
.4
%

6.
8%

5.
4%

１
学

年
29
.6
%

51
.8
%

13
.5
%

5.
1%

２
学

年
24
.9
%

44
.7
%

17
.9
%

12
.5
%

昨
年
度
２
学
年
21
.6
%

56
.8
%

14
.9
%

6.
8%

他
学

年
と

の
交

流
に

つ
い

て
（
一

部
抜

粋
）

〇
昨

年
度

よ
り

始
め

た
、

他
学

年
の

交
流

に
つ

い
て

、
双

方
の

学
年

か
ら

前
向

き
な

回
答

が
得

ら
れ

た
。

教
員

だ
け

で
な

く
、

生
徒

同
士

の
関

わ
り

を
増

や
す

こ
と

で
、

自
分

の
課

題
研

究
へ

良
い

影
響

を
与

え
る

こ
と

が
で

き
た

と
考

え
ら

れ
る

。
特

に
、

１
年

生
に

と
っ

て
は

、
２

年
生

が
現

在
ど

の
よ

う
な

研
究

を
行

っ
て

い
て

、
来

年
度

自
身

が
ど

の
よ

う
な

研
究

が
行

え
る

か
と

い
う

イ
メ

ー
ジ

を
膨

ら
ま

せ
る

機
会

と
な

っ
て

い
る

。
今

後
は

こ
の

つ
な

が
り

を
よ

り
強

固
な

も
の

と
し

、
学

校
と

し
て

継
続

研
究

で
き

る
テ

ー
マ

が
生

ま
れ

る
こ

と
を

期
待

す
る

。

２
学

年
7.
0%

17
.9
%

48
.4
%

26
.7
%

１
年

生
に

向
け

た
発

表
が

、
課

題
研

究
の

役
に

立
っ

た
と

思
う

。

7.
7%

1.
9%

分
野

別
発

表
の

見
学

が
、

来
年

度
の

課
題

研
究

の
参

考
に

な
っ

た
と

思
う

。
１

学
年

37
.9
%

52
.4
%

〇
今

年
度

よ
り

、
学

校
設

定
科

目
と

し
て

２
学

年
で

新
設

さ
れ

た
「

B
E
S
T
 
C
L
a
S
S
」

で
あ

る
が

、
２

学
年

に
お

い
て

は
、

興
味

関
心

を
引

き
出

す
も

の
と

し
て

は
感

じ
て

い
な

い
生

徒
が

多
い

結
果

と
な

っ
た

。
こ

れ
は

、
昨

年
度

の
「

S
T
E
A
M
S
 
T
I
M
E
 
Ⅰ

」
に

お
い

て
、

興
味

を
引

き
出

す
き

っ
か

け
と

し
て

の
「

B
E
S
T
 
C
L
a
S
S
」

は
経

験
済

み
で

あ
り

、
そ

れ
ら

を
自

分
の

も
の

と
し

て
英

語
を

実
際

に
活

用
す

る
授

業
で

あ
る

と
感

じ
て

い
る

生
徒

が
増

え
た

こ
と

に
よ

る
影

響
で

あ
る

と
考

え
ら

れ
る

。
一

方
で

、
い

ず
れ

の
質

問
項

目
に

お
い

て
も

、
「

あ
ま

り
そ

う
思

わ
な

い
・

そ
う

思
わ

な
い

」
を

選
択

し
た

生
徒

が
増

え
て

い
る

現
状

も
あ

る
。

全
員

が
コ

ン
ス

タ
ン

ト
に

英
会

話
に

触
れ

る
こ

と
に

な
り

、
モ

チ
ベ

ー
シ

ョ
ン

の
差

が
開

い
て

し
ま

っ
た

こ
と

に
よ

る
影

響
で

あ
る

と
は

考
え

ら
れ

る
が

、
そ

れ
ら

の
層

を
ど

う
取

り
入

れ
て

い
く

か
が

今
後

の
課

題
で

あ
る

。

〇
2
0
2
1
年

度
と

比
較

し
、

英
語

に
よ

る
表

現
力

に
対

す
る

能
力

の
向

上
を

感
じ

る
生

徒
が

増
え

て
い

る
結

果
と

な
っ

て
い

る
。

一
方

で
、

昨
年

度
と

比
べ

そ
れ

ら
が

効
果

が
な

か
っ

た
と

回
答

し
た

生
徒

が
お

幅
に

増
え

て
い

る
。

し
か

し
、

そ
の

能
力

不
足

を
生

徒
自

身
が

感
じ

て
お

り
、

そ
れ

ら
の

学
習

に
参

加
し

た
い

と
感

じ
て

い
る

生
徒

の
割

合
は

大
き

く
増

加
し

て
い

る
。

海
外

交
流

プ
ロ

グ
ラ

ム
が

多
く

企
画

さ
れ

、
そ

れ
ら

に
生

徒
が

参
加

し
や

す
く

な
っ

た
か

ら
こ

そ
自

分
の

英
語

力
を

向
上

さ
せ

た
い

と
感

じ
る

生
徒

が
増

え
て

い
る

の
だ

と
考

え
ら

れ
る

。
こ

れ
ら

の
現

状
か

ら
、

生
徒

の
科

学
的

思
考

力
と

国
際

性
両

方
の

面
か

ら
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
構

築
し

て
い

く
。

科
学

技
術

分
野

に
対

す
る

期
待

や
憧

れ
の

気
持

ち
が

増
し

た
か

。

学
ん

だ
こ

と
を

応
用

す
る

こ
と

へ
の

興
味

が
向

上
し

た
か

。

〇
本

校
の

様
々

な
S
S
H
活

動
が

地
域

社
会

へ
発

信
さ

れ
、

も
と

も
と

サ
イ

エ
ン

ス
に

興
味

関
心

の
あ

る
生

徒
が

入
学

す
る

よ
う

に
な

っ
て

い
る

。
一

歩
で

昨
年

度
か

ら
の

課
題

で
あ

る
、

学
ん

だ
こ

と
の

応
用

力
と

、
科

学
技

術
分

野
と

の
繋

が
り

を
感

じ
ら

れ
て

い
な

い
生

徒
が

多
く

い
る

現
状

を
受

け
止

め
、

そ
の

繋
が

り
を

感
じ

ら
れ

る
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
構

築
も

必
要

で
あ

る
。

ま
た

、
年

々
「

効
果

が
な

か
っ

た
」

と
答

え
る

生
徒

も
増

え
て

い
る

た
め

、
目

的
や

効
果

が
感

じ
ら

れ
る

よ
う

な
プ

ロ
グ

ラ
ム

と
し

て
再

構
築

す
る

必
要

も
あ

る
。

3.
9%

ポ
ス

タ
ー

発
表

の
見

学
が

、
自

身
の

ポ
ス

タ
ー

作
成

の
参

考
に

な
っ

た
と

思
う

。
１

学
年

32
.5
%

55
.6
%

8.
0%

B
C
で

学
ん

だ
こ

と
が

、
外

国
人

と
英

語
で

会
話

す
る

と
き

に
役

立
つ

と
思

う
。

B
C
で

の
経

験
が

、
将

来
グ

ロ
ー

バ
ル

で
活

躍
す

る
場

合
に

こ
の

経
験

は
役

立
つ

と
思

う
。

英
語

で
表

現
す

る
力

を
高

め
る

学
習

に
今

後
参

加
し

た
い

気
持

ち
が

増
し

た
か

。

B
E
S
T
 C

L
aS

S
（
Ｂ

Ｃ
)に

つ
い

て
（
昨

年
度

の
２

学
年

と
今

年
度

１
，

２
学

年
の

比
較

）

B
C
が

英
語

（
英

会
話

）
に

対
す

る
興

味
関

心
を

引
き

出
す

き
っ

か
け

と
な

っ
て

い
る

と
思

う
。

〇
今

年
度

よ
り

科
学

技
術

人
材

育
成

重
点

枠
（

海
外

連
携

）
と

し
て

、
グ

ロ
ー

バ
ル

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

数
多

く
行

っ
て

き
た

。
特

に
多

く
の

生
徒

に
海

外
交

流
を

身
近

な
も

の
だ

と
感

じ
て

も
ら

う
よ

う
に

、
オ

ン
ラ

イ
ン

交
流

を
多

く
計

画
し

、
告

知
し

て
き

た
。

そ
の

結
果

と
し

て
、

英
語

や
グ

ロ
ー

バ
ル

な
視

点
を

持
っ

て
物

事
を

考
え

ら
れ

る
生

徒
が

増
え

た
と

考
え

ら
れ

る
。

そ
の

一
方

で
、

特
に

2
学

年
に

お
い

て
は

、
理

科
・

数
学

に
つ

い
て

意
欲

が
あ

る
生

徒
と

な
い

生
徒

が
は

っ
き

り
と

し
て

い
る

現
状

が
あ

る
。

こ
の

課
題

は
来

年
度

以
降

グ
ロ

ー
バ

ル
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
企

画
す

る
に

あ
た

り
、

国
際

的
な

関
わ

り
と

と
理

数
教

育
を

よ
り

関
連

さ
せ

て
い

く
こ

と
で

、
両

方
の

視
点

か
ら

物
事

を
考

え
ら

れ
る

人
材

の
育

成
に

取
り

組
ん

で
い

く
。

英
語

に
よ

る
表

現
力

や
国

際
感

覚
に

対
す

る
興

味
、

姿
勢

、
能

力
が

増
し

た
か

。
英

語
で

表
現

す
る

力
を

高
め

る
学

習
に

今
後

参
加

し
た

い
気

持
ち

が
増

し
た

か
。

S
S
H

年
度

末
生

徒
ア

ン
ケ

ー
ト

　
成

果
と

課
題

１
年

間
S
S
H

授
業

や
S
S
H

行
事

に
参

加
し

た
結

果
(昨

年
度

と
の

比
較

抜
粋

)
過

去
３

年
間

の
ア

ン
ケ

ー
ト

よ
り

抜
粋

理
科

・
数

学
の

学
習

に
対

す
る

意
欲

が
増

し
た

か
。

英
語

に
よ

る
表

現
力

や
国

際
感

覚
に

対
す

る
興

味
、

姿
勢

、
能

力
が

増
し

た
か

。
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（回答者：２学年 理数科・普通科 計 273 名、１学年 理数科・普通科 計 311 名）

質問項目 学年 よくできた どちらかと言えばできた どちらかと言えばできなかった できなかった 質問項目 学年 よくできた どちらかと言えばできた どちらかと言えばできなかった できなかった

課題を発見することができたか。 ２学年 31.9% 58.6% 6.2% 3.3% 課題を発見する手法を理解できたか。 １学年 27.7% 64.3% 6.8% 1.3%
研究計画を立て、見通しを立てることができ
たか。

２学年 28.9% 58.2% 11.0% 1.8%
見通しをもって研究計画を立てる方法を理解
できたか。 １学年 28.6% 62.7% 6.8% 1.9%

研究計画に基づいて、実験や観察の計画を立
て、自ら実行することができたか。

２学年 33.7% 55.7% 9.9% 0.7%
データの処理や、考察の仕方について理解す
ることができたか。 １学年 33.1% 59.5% 6.1% 1.3%

様々な表現方法（ICT,ジェスチャー等）を
知っていて場面に応じて使えたか。 ２学年 25.3% 46.9% 22.3% 5.5%

来年度、自らの研究計画に基づいて、実験や
観察の計画を立て、自ら実行できると思う
か。

１学年 15.1% 71.4% 11.6% 1.9%

相手に分かり易いように内容を伝えることが
できたか。

２学年 27.1% 61.5% 9.9% 1.5%
様々な表現方法を知っていて、場面に応じて
使えたか。 １学年 25.1% 54.3% 19.0% 1.6%

研究内容についての定義や背景的知識（バッ

クグランド）を的確に知ったうえで、発表会
を迎えることができたか。

２学年 24.2% 58.6% 15.4% 1.8%
研究内容についての定義や背景的知識（バッ
クグラウンド）を的確に知った上で、発表会
を迎えることができるか。

１学年 13.8% 62.4% 20.3% 3.5%

主張の根拠となる具体的な事実やデータを示
すことができたか。

２学年 28.2% 56.0% 15.0% 0.7% ポスター発表の見学が、自身のポスター作成
の参考になったと思う。

１学年 32.5% 55.6% 8.0% 3.9%

パワーポイントを使って論理的に説明するこ
とができたか。

２学年 35.2% 54.2% 9.5% 1.1%
ポスター発表の見学が、基礎研究講座に役
立ったと思う。 １学年 29.6% 54.7% 11.9% 3.9%

研究目的・方法を分かり易く示すことができ
たか。

２学年 35.5% 53.5% 9.9% 1.1%
ポスター発表の見学が、ゼミ・ラボの選択の
参考になったと思う。 １学年 36.3% 46.6% 11.9% 5.1%

ある現象に対して、論理的に説明することが
できたか。

２学年 26.4% 54.9% 16.8% 1.8%
２年生の発表の見学が、自分の課題研究の役
に立つと思う。 １学年 37.9% 52.4% 7.7% 1.9%

なぜそうなのか、本当にそうなのかという視
点で物事を見ることができたか。

２学年 28.9% 57.1% 12.8% 1.1%
２年生との関わりがもっとあった方がよかっ
たと思う。 １学年 28.3% 46.3% 22.8% 2.6%

相手を非難するのではなく、相手を尊重して
質問をすることができたか。 ２学年 46.9% 46.2% 5.9% 1.1%

批判するだけではなく、必ず創造的な視点を
持って物事を見ることができたか。

２学年 39.2% 51.6% 8.4% 0.7%

他グループの発表を聞いて自分と比較検討
し、発展的に見ることができたか。

２学年 35.9% 49.5% 11.4% 3.3%

新たな疑問や発想が湧き、独創的な視点で研
究を行うことができたか。

２学年 30.4% 54.6% 13.6% 1.5%

身の回りの身近なものを研究の視点として持
つことができたか。

２学年 40.7% 48.7% 8.8% 1.8%

友達と意見交換しながら課題解決をすること
ができたか。

２学年 50.5% 44.0% 5.1% 0.4%

１年生に向けた発表が、課題研究の役に立っ
たと思う。 ２学年 26.7% 48.4% 17.9% 7.0%

１年生との関わりがもっとあった方がいいと
思う。

２学年 22.0% 46.9% 23.1% 8.1%

本校のSSHの取組について

質問項目 学年 大変増加した やや増加した もともと高かった 効果がなかった 質問項目 学年 そう思う どちらかと言えばそう思う あまりそう思わない そう思わない

１学年 13.8% 60.1% 7.1% 19.0% １学年 24.4% 59.5% 12.5% 3.5%
２学年 17.2% 42.1% 6.2% 34.4% ２学年 23.1% 54.2% 16.8% 5.9%
全体 15.4% 51.8% 6.7% 26.2% 全体 23.8% 57.1% 14.5% 4.6%
１学年 15.8% 49.2% 9.6% 25.4% １学年 28.0% 57.9% 11.3% 2.9%
２学年 19.0% 33.0% 9.5% 38.5% ２学年 27.1% 52.4% 15.8% 4.8%
全体 17.3% 41.7% 9.6% 31.6% 全体 27.6% 55.4% 13.4% 3.8%
１学年 14.1% 52.7% 6.4% 26.7% １学年 25.1% 56.9% 13.2% 4.8%
２学年 22.7% 44.7% 3.7% 28.9% ２学年 24.5% 44.0% 22.0% 9.5%
全体 18.2% 49.0% 5.1% 27.8% 全体 24.9% 51.0% 17.3% 7.0%
１学年 15.8% 64.3% 3.2% 16.7% １学年 26.4% 52.7% 15.8% 5.1%
２学年 24.2% 54.6% 2.9% 18.3% ２学年 24.2% 44.0% 22.3% 9.5%
全体 19.8% 59.9% 3.1% 17.5% 全体 25.4% 48.7% 18.9% 7.2%
１学年 13.8% 56.9% 2.9% 26.4% １学年 22.5% 58.5% 15.4% 3.5%
２学年 22.0% 41.8% 2.9% 33.3% ２学年 24.5% 50.9% 17.2% 7.3%
全体 17.7% 49.9% 2.9% 29.7% 全体 23.5% 55.0% 16.3% 5.3%

１学年 18.6% 42.1% 28.6% 10.6%
２学年 22.0% 33.7% 28.2% 16.1%
全体 20.2% 38.2% 28.5% 13.2%

質問項目 学年 そう思う どちらかと言えばそう思う あまりそう思わない そう思わない １学年 21.2% 60.5% 14.8% 3.5%
１学年 22.2% 46.6% 20.6% 10.6% ２学年 23.1% 50.9% 17.9% 8.1%
２学年 15.4% 42.9% 24.2% 17.6% 全体 22.1% 56.1% 16.3% 5.7%
全体 19.1% 44.9% 22.3% 13.9%
１学年 35.0% 47.6% 12.2% 5.1%
２学年 28.6% 47.3% 12.1% 12.1%
全体 32.1% 47.5% 12.2% 8.4%
１学年 15.8% 51.4% 21.5% 11.3%
２学年 23.4% 43.6% 17.6% 15.4%
全体 19.4% 47.8% 19.7% 13.2%
１学年 29.6% 51.8% 13.5% 5.1%
２学年 24.9% 44.7% 17.9% 12.5%
全体 27.4% 48.6% 15.6% 8.6%
１学年 17.4% 47.6% 25.1% 10.0%
２学年 19.8% 39.9% 26.0% 14.3%
全体 18.6% 44.1% 25.6% 12.0%
１学年 20.9% 43.7% 27.7% 7.7%
２学年 20.9% 42.1% 20.9% 16.1%
全体 20.9% 43.0% 24.6% 11.6%

SSH年度末生徒アンケート集計結果

理科・数学の学習に対する意欲が増したか。 科学的な思考力や創造性・独創性などの科学
的能力の育成につながっている。

もっと積極的にSSH行事に参加すればよかっ
たと思っている。

BEST CLaSS（ＢＣ)について

「STEAMS TIME Ⅱ」を通して 「STEAMS TIME Ⅰ」を通して

１年間SSH授業やSSH行事に参加した結果

科学技術分野に対する期待や憧れの気持ちが
増したか。

学校目標「自主・自律・創造」を育む生徒の
育成につながっている。

※ＳＳＨⅡ期目採択により、課題研究の形態を変更したため、「STEAMS TIME」についてアンケートを行った。

科学の知識を伝えたり、研究の成果を発表す
る能力の向上に役立っている。BCが英語（英会話）に対する興味関心を引き

出すきっかけとなっていると思う。

英語による表現力や国際感覚に対する興味、
姿勢、能力が増したか。

理科や数学の学習に対する意欲の向上や動機
づけにつながっている。

学んだことを応用することへの興味が向上し
たか。

進路に対する意識の向上に役立っている。

英語で表現する力を高める学習に今後参加し
たい気持ちが増したか。

国際性や英語の表現力の向上に役立ってい
る。

BCでの経験が、将来グローバルで活躍する場
合にこの経験は役立つと思う。

BCによって英語力が向上したと思う

BCは他の英語の授業での勉強に役立ったと思
う。

BCで学んだことが、外国人と英語で会話する
ときに役立つと思う。

BCが大学入試で必要なGTECなどの検定試験
（英会話の部分）などに役立つと思う。
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分野 研究テーマ 備考
英語 日本と海外の部活動の比較
英語 日本と欧米の恋愛の仕方と背景の違い
英語 ポリコレ的視点で見る映画 〇
英語 音楽を聴くときに人は何を重視するのか　～日本と英語圏の違い～
英語 アメリカと日本のジェスチャーの伝わり方の違い
英語 英語の擬音語に対する日本人の認識度の違い
英語 洋楽を用いた英語学習の効果 〇
化学 安価・安全・高効率なマンガン電池の作成
化学 環境汚染物質を用いない日焼け止めの作成
化学 髪の毛にダメージを与えない脱色の方法
化学 大気暴露下で常温測定を可能とするタンパク質結晶測定法の開発 ◎
化学 カーボンナノチューブを使った電池の作製
化学 蛍光染料を使った防災グッズの作製
化学 廃棄物を使った線香花火の作製
化学 ゲーミング反応の解明 〇
化学 校内の雑草からお茶を作り、成分を測定する

家庭生活 栄養を効率よく摂取できるジュースをつくるにはどうすればいいのか
家庭生活 洗浄力の高いエコ洗剤
家庭生活 幼児の食の移り変わりはどのようなものか
家庭生活 日本の食文化はどのように変化したか
家庭生活 肉は本当に食べるべきなのか 〇

国語 人を安心させる言葉にはどのようなものがあるのか
国語 若者言葉 〇
国語 人の心に残る文章の書き方を文豪から学ぶ
数学 ４人のババ抜きでの勝ちやすさ
数学 人生ゲームの最善の選択
数学 活性化関数を変えることで効率的に学習ができるか
数学 トランプのババ抜きで最初にジョーカーを持っているのは有利か不利か
数学 関数アートを作ってみよう
数学 角谷静夫問題
生物 身近な野菜から光合成による二酸化炭素濃度の減少率
生物 水生生物による水の浄化 〇
生物 働かない蟻の働かせ方
生物 カタツムリとナメクジの食性等の違い
生物 プールが汚くなる原因について
生物 ダンゴムシの雑食性の調査
生物 クワガタの食性について
生物 ナノスーツ法による微生物の観察 〇
体育 100m走におけるスタートの前傾角度とスピードの関係 〇
体育 投球動作における歩幅と球速の関係

令和5年度 課題研究テーマ一覧（2学年理数科・普通科）

備考欄〇：校内審査を経て、2/16(金)本校SSH生徒課題研究発表会(於:RaiBoC Hall)に参加。
備考欄◎：本校SSH生徒課題研究発表会での審査を経て、令和6年度SSH全国大会に参加予定。
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分野 研究テーマ 備考
体育 ハンドボールにおける攻撃戦術　～ゲーム分析から見るハンドボールの極意～ 〇
体育 緊張時における心拍数と音楽の関係について
体育 リバウンドを効率よくとる方法
体育 音楽が集中力に与える影響
体育 サッカーにおける股関節の可動域とシュートスピードの関係性
地学 地震による液状化と建物の重量の関係
地学 温泉の効果とその周辺の環境
地学 海陸風と花粉の関係

地歴公民 村や建物が廃れるまで
地歴公民 自販機の歴史とこれから
地歴公民 害虫対策の歴史とこれからについて
地歴公民 未来の流行色予想 〇
地歴公民 大宮の発展と交通
地歴公民 購買意欲
地歴公民 音楽と黒人差別の関係
地歴公民 AIがもたらす変化
地歴公民 伝統工芸品における課題の解決方法
地歴公民 イスラム教のイメージをよくする 〇
地歴公民 日本が抱える領土問題
地歴公民 音楽と時代、人々の関連性
地歴公民 宗教と戦争
地歴公民 AIが社会にもたらす影響
地歴公民 埼玉の真の魅力とは
地歴公民 世界三大美人とハラスメント
地歴公民 若い世代と新聞
地歴公民 大地震への政府の対応の移り変わり
福島復興 福島県産の安全性を全国へ 〇
福島復興 津波の被災を今よりも減らす方法
福島復興 東日本大震災の風化防止の取り組み

物理 生活用水を利用した水力発電をするためのタービンの形状・水の当て方を最適にする条件について

物理 バナナで転ぶ！？そんなバナナ 〇
物理 柱の構造の違いによる耐震性について
物理 坂道の道路にあるリングの摩擦効果について
物理 振動発電の発電効率について
物理 モーター付きの飛行機について
物理 空飛ぶ車を目指し、車の離陸条件について
物理 効率よく空気を循環させる方法について
物理 水切りが成功する条件について 〇
物理 無回転で放出される球体の軌道について
物理 物に当てる光の角度を変えて、原色に最も近い色になる角度について
物理 ヒトの感情と音の周波数の関係について
物理 ペットボトルロケットで物を運ぶ方法について
物理 回転と電力の大きさについて
物理 開けただけで凍る飲み物の原理について
物理 水切りの石の厚さと入水角の関係について
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はじめに
信号反応を少し変えたものに、
ゲーミング反応という派生型が
存在する。信号反応については、
その機構が概ね知られている。
しかし、ゲーミング反応はある
程度は知られているが多くが仮
説で実証があまりされていない。

研究目的
• ゲーミング反応の機構の解明
• 反応時の系の条件の解明
• 化学界への貢献
仮説
塩基にNaЇCOЈを使用した場合、 
NaЇCOЈはアルカリが弱いため、
図1のようにインジゴカルミン
(以下ICとする)の色の変化の幅が
十分に、得られないと考えた。
系の温度が上昇することにより
系のpOH-が上昇し、溶液を強い
塩基性に保っていると考えた。
また、グルコースが還元性を示
すためにpHの値が大きい必要が
考えられる。したがって、系を
温めないと永久に変色しないの
ではないかと考えられる。

ゲーミング反応の実験方法
1. 水80mlに炭酸ナトリウム4gと
グルコース1.2gを溶かす。

2. 溶液を水浴で60℃に加熱する。
3. ICaqで溶液を着色する。
4. 暫く放置して、溶液が黄色に
呈色し落ち着くまで待つ。

5. 振って変色するところを見る。

考察
グルコースの還元性には、塩基性
すなわちpOHЁが関係していると考
える。塩基入りグルコースaqは、
90℃条件下で徐々に分解し褐色の
化合物へ変化する。

まとめ
• ゲーミング反応は一定の温度幅
でなければ反応は起きない。

• 反応は恐らくpOHЁが関係する。

今後の展望
今後はpOHЁを変えた様々な条件で
反応がどう変化するか検証したい。

ゲーミング反応の機構解明
２２年年��組組����番番松松尾尾凌凌太太朗朗․․年年��組組����番番松松村村昊昊
․․年年��組組����番番藤藤田田龍龍 ․․年年��組組����番番山山崎崎友友滉滉

参考資料
https://www.youtube.com/watch?v=4YMWIsxxuyc&t=3s
https://www.rikelab.jp/post/3245.html
https://anzeninfo.mhlw.go.jp/anzen/gmsds/497-19-8.html

pH 色
〜11.4 青色
11.4~13.0 緑色
13.0~ 黄色

条件̏ 条件̐ 条件̑ 条件4 条件5

温度 60℃ 25℃ 25℃ 90℃ 90℃
塩基 NaЇCOЈ NaЇCOЈ NaOH NaOH NaOH

IC శ加 శ加 శ加 శ加 なし
グルコースశ加 శ加 శ加 なし శ加
変色 あり なし あり なし あり

(図2)実験条件とその݃Վљ

(図1)ICのpHによる色の変化љ
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蛍光物質で災害時でも普段でも使えるサイリウム作り
化学2班 B504 W4 2-3小原香凛2-8大久保千智

あはじめに

研究目的

仮説

実験方法

実験結果

考察

まとめ

今後の課題

普段懐中電灯などを持っている人は少ない。
ї急な災害でも対応できるようなコンパク
トですぐに使えるサイリウムを作る。

〇とうもろこしを煮出してアルコール類を入
れてチアミン(ビタミンB1) を水に溶けさせ
る。
〇葉の葉緑体をアセトン(除光液)に溶かす
(クロロフィル蛍光)

予備実験

参考文献にpHが中性に近いほうが蛍光が強
いと書かれてあったので既存の蛍光物質
(ローダミン)で確かめる。

予備実験の結果を踏まえて、赤、青、黄
色の蛍光物質を作ってみる。

【結果】
ローダミンが溶け
切っても光の強さは
変わらない。
ローダミンのpHが中
性に近づけば光が強
くなる。

黄色の蛍光物質を作る。
サイリウム型にする。
とうもろこしの蛍光を強くする。(pHを塩基寄
りにする)

参考文献

とうもろこしは黄色に、葉は赤色に光った。
とうもろこしのpHは酸性に近く、葉のpHは中
性だった。

とうもろこしの光は弱かった。
їpHが中性に近いほうが蛍光が強いことが分
かったので、とうもろこしをに塩基性のもの
を混ぜたら(中和させたら)もっと光るのではな
いか。

・pHが中性に近づけば蛍光は強くなる。
・現在の蛍光物質の赤は中性、青は弱酸性。
・赤の蛍光は強く、青の蛍光は弱い。

https://www.rikelab.jp/post/3067.html
https://museum.bunmori.tokushima.jp/ogawa/blacklight/leaf
.php
https://data.wingarc.com/natural-disater-in-japan-23058

災害大国の日本では未曾有の災害に備えて避
難グッズを用意しておくことが必要だ。だが、
普段から避難グッズを持ち歩いている人はい
ないだろう。だから普段から持ち歩きたい避
難グッズを作ろうと思った。
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別紙様式１－２ 
さいたま市立大宮北高等学校 05〜08 

 
❺令和５年度科学技術人材育成重点枠実施報告（海外連携）（要約） 

 
 ① 研究開発のテーマ  

未来を創造する Global Science Leader を育てる Education for Sustainable Development 

Global-networkの構築と挑戦 

 ② 研究開発の概要  
本校を Hub とした Education for Sustainable Development Global-networkを構築する。様々な国や

地域の若者と共同して研究・発表することで、多様な文化や社会背景を理解する力を育み、その国

や地域が抱える問題を“自分の問題”として行動する“実践力”を身につけさせる。海外の若者と協調

して課題解決することで、将来、国際舞台で様々な人々とチームを形成し、共同で課題を解決する人

材を育成する。そのために、以下のプログラムを実践する。 

（１）Indo-Pacific Education for Sustainable Development Global-network Program 
海外の高校生とオンラインで共同研究を実施する。各国の現地調査で得られたデータを検討し、

問題を提示し、それを“自分達の問題”として考え議論し、協働して解決策をまとめ発表する。 
（２）Global Science workshop Program 

本校生徒がそれぞれの国や地域に赴き現地の高校生と共同研究を実施する。「Science Fieldwork 
“Sea to Summit & Sky”」「STEAM program」「Model Global Stage」「Global Enterprise Challenge」
等を行い、学びを深化させる。 

（３）Global Outreach program 
様々な海外 Science Program に参加した生徒が、アウトリーチ活動の Teaching Assistant として、

市内の小中学生の「科学する心」をはぐくみ、次の世代に繫ぐ活動を行う。 
 

 ③ 令和５年度実施規模  
【本校生徒】 1 年生：全生徒 2 年生：全生徒 3 年生：理数科(40 名) 
【海外連携校】 HAWAII, USA Radford High School (RHS) 

    Waiakea High School (WHS) 

  GUAM, USA Saint Paul Christian School (SPCS) 

  INDONESIA Petra 1 Christian High School (P1CHS) 

    Petra Christian Vocational High School (PCVHS) 
  TAIWAN  Taipei Municipal Song-Shan Senior High School (SSSHS) 

    Taipei Digital Experimental High School (T-school) 

  INDIA  Bluebells International School (BIS) 

    Sushila Birla Girls School (SBGS) 

  NEPAL  Junbesi Secondary School (JSS) 

【国内連携校】 さいたま市立浦和高等学校 ・ さいたま市立大宮国際中等教育学校 
  さいたま市立浦和南高等学校・福島県立安積高等学校・ふたば未来学園 

 ④ 研究開発の内容  
（１）Indo-Pacific Education for Sustainable Development Global-network Program 

一年を通して定期的に Online Program による共同研究を行った。（OKHS：大宮北高校） 
Global Online Program 
4/28 ㈮ Radford High School, Honolulu, Hawaii 
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  COVID-19 Situation (Part 3)   26 students (RHS=15, OKHS=11)  
5/15 ऌ Wada Taicho, Aina Nui Adventures Hawaii (Kona, Hawaii) Owner & CEO 
  Volcano & Mountain Formations: Tectonic Plates and Hot Spots,  

50 students (Class 2-1 & Hawaii Cohort)  
6/9 ㈮ Junbesi Secondary School, Everest Region, Nepal (F)  
  Culture, Climate and Life living in the Everest Region 

50+ students (JSS=31students and staff, OKHS=26)  
7/18 ऍ Senior Professor, Junichi Watanabe Ώ㒊₶一, 国立ኳᩥྎ ୖᖍ教ᤵ 
  Telescope Systems: Subaru Telescope, Hawaii (Mauna Kea) 

40+students (SSH HI & IND, SSH Space Program)  
9/8 ㈮ Bluebells International School, New Delhi, India (F)  
  School and Country Introductions, future school visit discussions, 

60 students (BIS=30, OKHS=30)  
10/27 ㈮ Taipei Digital Experimental High School (T-School) 
  Part 1：Math/Science 
  Student Interaction and School Connection for future school visits 

36 students (TS=18, OKHS=30)  
11/10 ㈮ Taipei Digital Experimental High School (T-School) 
  Part 2 ：Liberal Arts 
  Student Interaction and School Connection for future school visits 

22 students (TS=11, OKHS=11)  
11/17 ㈮ Pacific Rim Online Program 2023 (PROP23)   (11/16 ए HI)  
  “The Age of Man and Machines”    4 countries, 9 schools, 114 students(OKHS=32) 

PROP21：37students, PROP22：62students  
11/30 ए Sakura Science Program(SSP) Pre-Online Meeting 
  SSP Pre-Meeting with Song Shan Senior High School 

20 students (SSSHS=9, OKHS=11)  
1/10 ऎ Sakura Science Program Post-Online Meeting 
  SSP Post-Meeting with Song Shan Senior High School 

29 students (SSSHS=9, OKHS=20)  
2/19 ऌ Samil Technical High School (Suwon, S. Korea) ,Student Exchange 
  School and Country Introductions, future school visit discussion   

40 students (STHS=20, OKHS=20) 
2/27 ऍ SSH Taiwan Overseas Program Pre-Online Meeting 
  Pre-Taiwan visit student exchange   81 students (SSSHS=40, OKHS=41) 

（２）Global Science workshop Program 
௧和   「研ಟࢫン࢚イࢧイ࣡ࣁ」 5 年 8 ᭶ 21 ᪥(᭶)ࠥ28 ᪥(᭶) 

・Radford High School 
௧和 「研ಟࢫン࢚イࢧアࢩࢿࢻーࣝ・イン࣏࢞ンࢩ」 5 年 9 ᭶ 29 ᪥(㔠)ࠥ10 ᭶ 5 ᪥(ᮌ) 

・Petra Christian Vocational High School 
「さくらࢧイ࢚ンࢫᣍいࢢࣟࣉラ࣒」  ௧和 5 年 12 ᭶ 12 ᪥(ⅆ)ࠥ18 ᪥(᭶) 

・Taipei Municipal Song-Shan Senior High School 

・福島県立安積高等学校 
௧和   「研ಟࢫン࢚イࢧ‴ྎ」 6 年 3 ᭶ 10 ᪥(᪥)ࠥ12 ᪥(ⅆ) 

・Taipei Municipal Song-Shan Senior High School 
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・Taipei Digital Experimental High School (T-school) 
（３）Global Outreach program 

௧和 6 年ᗘら実施ண定 
 յ 研究開発の成ᯝㄢ㢟  
 い࡚ࡘ研究成ᯝのᬑཬۑ
・海外連携のྲྀࡾ⤌み࠾よびᡂᯝは、㝶、࣍ー࣒࣌ーࢪを⏝して校外に㓄ಙしている。 

・協ຊᶵ㛵、連携高校、さいたま市教育ጤဨ研究ሗ࿌᭩を㓄ᕸし、研究のᬑཬ活動を行う。 

・生徒ㄢ題研究発表࠾よびアウトリーチ活動の際、ฟᖍ⪅に活動内ᐜのሗ࿌を行う。 

・本校のྲྀࡾ⤌みやసᡂした教ᮦをබ㛤する「STEAMS Time ሗ」や「ࢩࣇリࢸーター㣴

ᡂㅮᗙ」を実施する。 

 
 のホ౯ࡑ成ᯝࡿࡼ実施ۑ
（１）Indo-Pacific Education for Sustainable Development Global-network Program 

では、ẖ᭶࣒ラࢢࣟࣉのࡇ 1 ᅇの㢖ᗘでオンラインࢢࣟࣉラ࣒を実施した。1 年㛫で、ྜィで

330 名がᙜࢢࣟࣉラ࣒に参加した。ࡇれによࡾ、参加生徒は国際的など㔝をᣑࡆ、␗なるᩥ化

や科学ᢏ⾡の᭱᪂動ྥにゐれるᶵを得た。12 ᅇのࢢࣟࣉラ࣒を通ࡌて、参加生徒のⱥㄒによ

るࢣࢽ࣑ࣗࢥーࣙࢩンୖྥࣝ࢟ࢫと Indo-Pacific ESD Global-network のᵓ⠏にᐤした。 
 

（２）Global Science workshop Program 
大宮北高等学校の生徒：「研ಟࢫン࢚イࢧイ࣡ࣁ」 9 名が Radford High School をゼれ、STEAM 

Program や Fieldwork を行った。現地の⎔ቃでの実㊶的な学びは、生徒たࡕに深い༳㇟をえ、

国際的なὶのᶵを提౪できた。 
Petra 1 Christian High School：「研ಟࢫン࢚イࢧアࢩࢿࢻーࣝ㺃イン࣏࢞ンࢩ」 で大宮北高等学校

の生徒 17 名がࢧイ࢚ンࢫ研ಟを行った。ࡇのࢢࣟࣉラ࣒によࡾ、␗国のࢸࢽ࣑ࣗࢥとὶ

し、国際的など㔝をᗈࡆるࡇとができた。 
「さくらࢧイ࢚ンࢫᣍいࢢࣟࣉラ࣒」：Taipei Municipal Song-Shan Senior High School の生徒 9

名と教ဨ 2 名が、さくらࢧイ࢚ンࢫᣍいࢢࣟࣉラ࣒に参加した。大宮北高等学校らは⣙

150 名の生徒が参加し、ᩥ化や科学ᢏ⾡に࠾いて᪉ྥの学びと୧校の国際ὶをಁ㐍した。 
 Taipei Municipal Song-Shan Senior High School・Taipei Digital Experimental：「研ಟࢫン࢚イࢧ‴ྎ」

High School 大宮北高等学校 理数科 1 年 41 名 ௧和 6 年 3 ᭶ 10 ᪥ऒࠥ12 ᪥ऍ 実施ண定 
 

（３）(１)(２)よࡾ、ẖ᭶のオンラインࢢࣟࣉラ࣒や海外ࢧイ࢚ンࢫ研ಟがከくの参加⪅にዲホで

とを示している。1ࡇった࠶ 年┠の活動を通ࡌて、参加⪅数のቑ加や学校との協同㛵ಀのᙉ化

な、ከᒱにࢃたるዲホなᡂᯝが࠶った。科学ᢏ⾡ேᮦ育ᡂ㔜Ⅼᯟ（海外連携）は大きなᡂ

ᯝをୖࡆるࡇとができた。次年ᗘにྥࢢࣟࣉࡅラ࣒内ᐜをࣈラࣗࢩࢵアࣉࢵし、ᑗ来の科学

ᢏ⾡分㔝にࡅ࠾るリーࢲー育ᡂにྲྀࢇ⤌ࡾでいく。 
 

 ⤌ᚋのྲྀ実施ୖのㄢ㢟ۑ
・ᇶ♏ᯟと連動した海外連携のྲྀࡾ⤌みの㛤発 

・๓ᚋ学⩦を考៖した海外ࢧイ࢚ンࢫ研ಟの内ᐜ（「Science Fieldwork」「STEAM program」

「Model Global Stage」「Global Enterprise Challenge」）と実施期 

・ᖹᡂ 6 年ᗘよࡾጞめる Global Outreach program のྲྀࡾ⤌みのලయ化 
・海外連携校ᴗそれぞれに㐺したᐈほ的なホ౯᪉ἲの☜立 
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別紙様式２－２ 
さいたま市立大宮北高等学校 05〜08 

  
❻令和５年度科学技術人材育成重点枠の成果と課題（海外連携） 

 
 ① 研究開発の成果  
以下のプログラムにより、生徒は国際的な交流の機会を通じて、科学技術分野における知識や

英語によるコミュニケーションスキルを向上させるとともに、異なる文化の理解を深めることが

できた。 
（１）Indo-Pacific Education for Sustainable Development Global-network Program 
・毎月 1回 Online Programの実施 
科学技術人材育成重点枠 1年目は「毎月 1回 Online Programの実施」を目標とし、計 12回の
プログラムを実施した。述べ約 330 名の生徒がプログラムに参加し、海外の高校生と共同し
て活動する機会と、最新の科学技術に関する知識やスキルを獲得する機会を得た。参加生徒

は、業界の専門家、研究者の Online講義により、幅広い視点からの知見も得られた。参加生
徒のフィードバックも好評であり、今後も Online Programを継続していく。 

・海外サイエンス研修で訪問する連携校との Online Program 
同じく 1年目の目標として掲げた「海外サイエンス研修で訪問し協同する学校と行う」にお
いては、連携する４つの高校とプログラムを行った。 
『Radford High School』（第 1回・8回） 

昨年度に続く Radford High Schoolとのプログラムは、これまでの成果を振り返りつつ、更
なる連携強化のための新たなアイディアが共有された。双方の学校が連携し、生徒たちが

異なる文化や科学技術に触れる機会を得た。 
『Petra 1 Christian High School』（第 8回） 

Pacific Rim Online Program 2023 (PROP23)では、Petra 1 Christian High School との連携が一
層深化し、共同プロジェクトの開発や生徒たちの交流が行われた。これにより、国際的な

視野を持った将来の科学技術リーダーの育成に一翼を担った。 
『Taipei Municipal Song-Shan Senior High School』（第 8・9・10・11回） 

計 4回のプログラムを通じて、Song-Shan Senior High Schoolとのパートナーシップが一層
高まり、共同研究や交流イベントが積極的に実施された。双方の学校の生徒たちが共に学

び合う機会が増加し、両校による国際的なネットワークが深化した。 
『Taipei Digital Experimental High School』（第 6・7・8回） 

計 3回のプログラムを通じて、Digital Experimental High School との交流が深まり、デジタ
ル技術における協力プロジェクトが進行した。学校間の連携により、生徒たちが最先端の

デジタル技術を体験し、将来のリーダーとしてのスキルを養った。 
1年目の活動を通じて、科学技術人材育成重点枠（海外連携）は参加者数の増加や学校との協
同関係の強化など大きな成果を上げることができた。 
 

（２）Global Science Workshop Program 
「ハワイサイエンス研修」  令和 5年 8月 21日(月)〜28日(月) 参加生徒 9名 

     Radford High School 
現地の環境での実践的な学びと国際的な交流の機会を実施。生徒たちはフィールドワークを

通じて実践的な学びを体験し、異なる文化との交流から豊かな経験を得た。 
【成果】 

79



生徒たちはࣁワイの⮬↛環境でのフィールドワークを通じて科学的な知識を深め、実践的な

スキルを向上させた。国際的な交流より、異文化理解とࢳームワーク⬟力が向上した。 
令和 「サイエンス研修ࢩࢿࢻ㺃イン࣮࣏ࣝ࢞ンࢩ」 5年 9月 29日(㔠)〜10月 5日(ᮌ) 

      参加生徒 17名 

      Petra 1 Christian High School 
今回のプログラムは、海外の高校生との交流を通じて、国際的な視野を広げることを目的と

した。参加生徒はᵝࠎな科学的な活動やワークショップに参加し、異なる文化との交流を通

じてከᵝな視点を得た。 
【成果】 
生徒たちは異国の学⩦環境での経験により、異文化コミュニケーションスキルとᰂ㌾ᛶを向

上させた。サイエンス研修を通じて、国際的な協力と連携にᑐする理解を深めた。 
「さࡽࡃサイエンスᣍい࣒ࣛࢢࣟࣉ」 令和 5年 12月 12日(ⅆ)〜18日(月) 

Taipei Municipal Song-Shan Senior High School 生徒 9名・ᩍဨ 2名 
「さくらサイエンスᣍいプログラム」で Taipei Municipal Song-Shan Senior High Schoolを
ᣍいした。このプログラムには、大ᐑ高➼学校からも約 150名の生徒が参加し、文化や
科学技術において双方向の学びと協力をಁ進した。 
【成果】 
両校の生徒とᩍဨが共に学び合い、文化的な交流を通じて好関係を深めた。プログラム参

加者によるプロジェクトにより、科学技術分野での協力と共同研究がಁ進された。 
「ྎ‴サイエンス研修」   令和 6年 3月 10日(日)〜12日(ⅆ) 
     Taipei Municipal Song-Shan Senior High School  
     Taipei Digital Experimental High School 
現ᅾ、大ᐑ高➼学校は「ྎ‴サイエンス研修」の実施をணᐃしており、Taipei Municipal 
Song-Shan Senior High Schoolと Taipei Digital Experimental High School の生徒と共に、理数科
1年 41名が参加する。 
【ணᐃ成果】 
異文化交流を通じて、国際的な視野を広げ、両校生徒との好関係を⠏くことを目標にする。

ྎ‴の学⩦環境での実践的な学びを通じて、生徒たちの科学技術分野における理解とスキル

の向上がᮇᚅされる。 
 
 ղ 研究開発の課題  
以下のㄢ㢟のᑐᛂと共に、今後はよりከくの学校との連携をᶍ⣴し、プログラムのバリエーシ

ョンをᣑさせることで、よりከᵝで豊かな学びの機会をᥦ౪していく。 
（１）Indo-Pacific Education for Sustainable Development Global-network Program 
ㄢ㢟 1� Online Programの実施回数の増加 
科学技術人材育成重点枠 1年目の目標である「毎月 1回 Online Programの実施」は㐩成した。
参加生徒のフィードバックでは好評を得ている。ḟ年度はよりከくの生徒が新たな知識や英語

によるコミュニケーションスキルを獲得する機会が得られるように実施回数の増加を目ᣦす。

実施ᮇや担ᙜするᩍဨ㈇担➼のㄢ㢟はあるが実現させたい。 
ㄢ㢟 2� 海外サイエンス研修での Online Programの㉁向上 
海外の連携校との Online Programは有┈であるが、ෆᐜや方ἲにまࡔまࡔᨵၿのవ地がある。
今年度実施したプログラムは SDGsや Societ\ 5�0と♫会科学的なෆᐜが୰ᚰࡔったが、ḟ年度
に向け⮬↛科学分野のプログラムを現ᅾ計⏬している。ල体的なプログラムෆᐜの実や、

海外の連携校ࡔけではなくᕷෆや国ෆの学校との連携を強化するための新たなアプローࢳが

ᚲせと⪃࠼る。 
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ㄢ㢟 3� グローバルネットワークのᣑ 
海外連携校との交流を一層深めるためには、新たな連携校のᑟධや、᪤Ꮡ校とのパートナー

シップの強化がᚲせである。これにより、異なる文化の理解が深まり、よりከᵝな

India-Pacific ESD Global 1etworkのᵓ⠏がྍ⬟になる。 
 

（２）Global Science Workshop Program 
ㄢ㢟 1� プログラムのຠ果的なフィードバックの㞟と評౯ 
ྛプログラムの成果を☜ㄆするために、๓後のアンケートでࡔけではなく、生徒やᩍဨ

からのຠ果的なフィードバックを㞟する方ἲを開発する。これにより、今後のプログラム

のᨵၿ点や成ຌせᅉがよりල体的にᢕᥱできると⪃࠼る。 
ㄢ㢟 2� 海外サイエンス研修での実践的な学びのᣑ 
ྛプログラムの実施において、生徒たちが理ㄽࡔけでなく実際の現ሙでの英語によるコミュ

ニケーションスキル向上を目ᣦすために、ベースとなる科学的知識とより実践的な英語によ

る科学的な学びをᥦ౪する方ἲを開発する。 
 

（㸱）プログラム参加生徒アンケート⤖果から見࠼るㄢ㢟 
１）英語の学⩦・⏝に関するㄢ㢟 

・ 英語をព識的に学び・うことがᮇᚅされるも、ややࡑうᛮわない回⟅がᏑᅾ。ල体的な
英語学⩦のᨭがᚲせである。 

・ 研修๓に訪問国についての学⩦が一ᚊではなく、≉にインドネシアの回⟅がపい。๓学
⩦の㉁と㔞を向上するᚲせがある。 

２）コミュニケーションのㄢ㢟 
・ 研修参加生徒との積極的なコミュニケーションには࣏ジࢸィࣈな回⟅がከいが、ややࡑう
ᛮわない回⟅もある。英語によるコミュニケーションスキル向上のサ࣏ートがᚲせである。 

㸱）科学的視点やスキルのㄢ㢟 
・ 海外サイエンス研修ᮇ間に科学的な視点で≀を⪃࠼ることができると回⟅する生徒は一
㒊。科学的ᛮ⪃の強化がồめられる。 

４）英語の活⏝に関するㄢ㢟 
・ 海外サイエンス研修ᮇ間にពᅗ的に英語を࠼たと回⟅する生徒はከいが、今後もこのス
キルを⥔持・発ᒎさせるためのサ࣏ートがᚲせである。 

㸳）ᖐ国後のࣔࢳベーションと進㊰㑅ᢥに関するㄢ㢟 
・ 研修により英語のࣔࢳベーションが向上したとする生徒がከいが、進㊰㑅ᢥにはあまりኚ
化がない生徒も一㒊。キࣕリアサ࣏ートがồめられる。 

㸴）経験の活かし方に関するㄢ㢟 
・ 海外サイエンス研修で得た経験が英語の学⩦・⏝にどれࡔけ活かされているかはࡤらつ
きがあり、より実践的なᛂ⏝方ἲをᥦ౪するᚲせがある。 
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➐➐科科学学技技術術人人材材育育成成重重点点枠枠実実施施報報告告書書  

（（ⅠⅠ））IInnddoo--PPaacciiffiicc  EEdduuccaattiioonn  ffoorr  SSuussttaaiinnaabbllee  DDeevveellooppmmeenntt  GGlloobbaall  NNeettwwoorrkk  PPrrooggrraamm    

((11))  GGlloobbaall  HHiigghh  SScchhooooll  NNeettwwoorrkk  aanndd  OOnnlliinnee  PPrrooggrraammss：：  研研究究テテーーママ  

This school year we focused on expanding our global network.  

For many of our overseas school connections, we hope to either visit their countries and 

schools, or have them visit Japan and our school sometime in the future. And at the same 

time, we want to keep our students and schools connected with online programs.  

Below is a list of schools we are actively in contact with and have done global programs with, 

or that we are working to start something soon. It’s a great achievement that we were able to 

make it possible to continue our collaboration in the future. 

今年度は、私たちはグローバルネットワークを拡大することに焦点を当てた。多くの海外の学校とのつながりに対し

て、将来的にはお互いの国や学校を訪問することを期待している。そして同時に、私たちは学生と学校をオンライ

ンプログラムでつながり続けたいと考えている。以下は、私たちが積極的に連絡を取り、グローバルプログラムを行

ったり、近いうちに新たなプログラムを始める予定の学校である。今後も連携を継続できるように調整できたことは

大きな成果である。 

 

PPaacciiffiicc  RRiimm  SScchhooooll  CCoonnnneeccttiioonnss：：  太太平平洋洋周周辺辺にに位位置置すするる学学校校  

Song Shan Senior High School, Taipei, Taiwan 

Menai High School, Sydney, Australia 

Radford High School, Hawaii, USA (since R3) 

Saint Paul Christian School, Guam, USA (since R4) 

Petra School Group, Surabaya, Indonesia (since R4) 

Taipei Digital Experimental High School, Taipei, Taiwan (since R5) 

Waiakea High School, Hawaii, USA (since R5) 

Samil Technical High School, Suwon, South Korea (since R5) 

 

IInnddoo--PPaacciiffiicc  RReeggiioonn  SScchhooooll  CCoonnnneeccttiioonnss::  イインンドド洋洋周周辺辺にに位位置置すするる学学校校  

Junbesi Secondary School, Junbesi (Everest Region), Nepal (since R5) 

Bluebells International School, New Delhi, India (since R5) 

Birla School Group, Kolkata, India (since R5) 

 

DDoommeessttiicc  HHiigghh  SScchhooooll  CCoonnnneeccttiioonnss::  日日本本国国内内にに位位置置すするる学学校校  

Tama Science and Technology High School, Tokyo, Japan (SSH) 

Asaka High School, Fukushima, Japan (SSH) 

Municipal Omiya International Secondary School, Saitama, Japan 

Municipal Urawa High School, Saitama, Japan 

Municipal Urawa Minami High School, Saitama, Japan 
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TThheerree  aarree  ccuurrrreennttllyy  ffiivvee  kkiinnddss  ooff  oonnlliinnee  pprrooggrraammss  tthhaatt  wwee  ddoo::  

⌧ᅾ、私たちが㐍めているオンライン プログラムは 5 ✀㢮である 

  1) New Connections (NC)     1) 新しいつながり 

  2) Global Programs (GP)    2) グローバルプログラム 

  3) STEM / Science Programs (STEM or Sc)  3) STEM / 䝃イ䜶ン䝇プログラム 

  4) Special Speakers (SS)    4) ≉ูㅮ₇ 

  5) Language and Cultural Exchange (L&C)  5) ゝㄒ䞉ᩥὶ 

  

((22))  PPrrooggrraamm  AAccttiivviittiieess  aanndd  CCoonntteenntt  ：：  άάືືෆෆᐜᐜ  

We use mainly use Zoom and Google Meets. 

私たちはに Zoomや Google Meets をってάືした。 

11..  ((GGPP//LL&&CC))  RRaaddffoorrdd  HHiigghh  SScchhooooll,,  HHoonnoolluulluu,,  HHaawwaaiiii  

COVID-19 Situation (Part 3), 26 students (RHS=15, OKHS=11)： 䝁ロ䝘の≧ἣ、26ྡの生

ᚐ 

For these past 3 years we have been discussing the similarities and differences in the way the COVID-19 

pandemic is handled in both of our countries. In 2021, we saw that there were the most similarities in 

lifestyle and government handling of the situation. However, in this last meet we had, we could see how the 

US had almost returned to normal lifestyles while Japan was slowly lifting restrictions.  

私たちは 3年㛫、䝁ロ䝘の䝟ン䝕䝭ックについて、୧国のඹ㏻点や┦㐪点を㆟ㄽしてきた。2021年にはᨻ

ᗓの対ᛂに多くのඹ㏻点をⓎぢすることができた。 

(Part 1: 2021, Part 2: 2022) 

22..  ((SSSS//SScc))  WWaaddaa  TTaaiicchhoo,,  AAiinnaa  NNuuii  AAddvveennttuurreess  HHaawwaaiiii 

Volcano & Mountain Formations: Tectonic Plates and Hot Spots, 50 students (Class 2-1 & 

Hawaii Cohort)： ⅆᒣ、ᆅẆプ䝺ート、䝩ット䝇䝫ット、50ྡの生ᚐ 

Mr. Wada is the owner of a tour company on Hawaii island. With his help, we learn about life in Hawaii 

and volcanoes from his experience.  

⏣Ặは䝝ワイで䝒䜰ー䜺イドをしている᪉である。ᙼの༠ຊで私たちは䝝ワイの生άやⅆᒣについて῝

く学䜆ことができた。 

33..  ((NNCC//SScc//LL&&CC))  JJuunnbbeessii  SSeeccoonnddaarryy  SScchhooooll,,  EEvveerreesstt  RReeggiioonn,,  NNeeppaall 

Culture, Climate and Life living in the Everest Region, 50+ students (JSS=31students and 

staff, OKHS=26)： ᩥ、Ẽೃ、䜶䝧䝺䝇トでの生ά、50ྡ以ୖの生ᚐ 
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In September of 2022, a cohort of teachers and students from Nepal, Indonesia and Myanmar visited our 

school. At that time we were able to make a connection with a teacher from Nepal that works in the Board 

of Education there. 

2022年 9᭶、ネ䝟ール、インドネ䝅䜰、䝭䝱ン䝬ー䛛䜙ᩍᖌᅋが来校した。そこで、ネ䝟ールᩍ⫱ጤဨの

ඛ生とつながりをᣢつことがྍ⬟となり、ὶを続けている。  

44..  ((SSSS//SScc))  JJuunniicchhii  WWaattaannaabbee,,  SSrr..  PPrrooffeessssoorr,,  NNaattiioonnaall  AAssttrroonnoommiiccaall  OObbsseerrvvaattoorryy  ooff  JJaappaann                 

Telescope Systems: Subaru Telescope, Hawaii 40+students (SSH HI & IND, SSH Space 

Program)： ኳయᮃ㐲㙾について、す䜀るᮃ㐲㙾、40ྡ以ୖの生ᚐ 

Professor Watanabe held an insightful session about telescopes and talking about Subaru Telescope on 

Mauna Kea Volcano in Hawaii.  

䝝ワイの䝬䜴䝘䜿䜰ⅆᒣにあるす䜀るᮃ㐲㙾について、Ώ㒊ᩍᤵによる≉ูㅮ⩏をᐇした。 

55..  ((NNCC//LL&&CC))  BBlluueebbeellllss  IInntteerrnnaattiioonnaall  SScchhooooll,,  NNeeww  DDeellhhii,,  IInnddiiaa 

School and Country Introductions, future school visit discussions, 60 students (BIS=30, 

OKHS=30)： ୧国の⤂、今後のὶについて、60ྡの生ᚐ 

We were able to get connected with two schools in India this school year. One of these schools was 

Bluebells International. Bluebells has connections with many international groups within India and is 

connected to many schools around the world, We want learn from them in further developing our global 

programs. 

今年度、私たちはインドの 2つの学校とつながりをᣢつことができている。そのうちの 1校は䝤ルー䝧ル䝈

㧗校というインド国内の多くの学校と連携のある学校である。私たちはグローバルプログラムをⓎᒎ䛥䛫るた

めにᙼ䜙䛛䜙学䜃たいと考えている。 

66..  ((NNCC//LL&&CC))  TTaaiippeeii  DDiiggiittaall  EExxppeerriimmeennttaall  HHiigghh  SScchhooooll  (T-School) ： 今後の┦互訪問ᐇに

ྥけたὶ、36ྡの生ᚐ 

Student Interaction and School Connection for future school visits, 36 students (TS=18, 

OKHS=30) 

T-School is a new municipal school project of Taipei City. They are an innovative school with a unique 

curriculum focused on independent learning. We want to create new learning with this school. 

T-Schoolはྎᕷの新たな学校プロ䝆䜵クトであり、⮬ᛶに㔜点を置いた䜹䝸䜻䝳ラムをᣢつ学校であ

る。私たちはこの学校と新たな学䜃をりฟしたいと考えている。 

77..  ((NNCC//LL&&CC))  TTaaiippeeii  DDiiggiittaall  EExxppeerriimmeennttaall  HHiigghh  SScchhooooll  (T-School) Part 2 (Liberal Arts)  

Student Interaction and School Connection for future school visits, 22 students (TS=11, 

OKHS=11) ： 今後の┦互訪問ᐇにྥけたὶ、22ྡの生ᚐ 

In this second session, we had students from our liberal arts classes join this program to have a chance 

to meet and talk to these students from Taiwan. In the future we hope to do more online programs with 

them and try out different kinds of projects between our two schools. 
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2ᅇ┠となる今ᅇは、๓ᅇの⌮ᩘクラ䝇にຍえて、䝸䝧ラル䜰ー䝒クラ䝇にもཧຍしても䜙い、ὶを῝め

た。今後、オンラインプログラムを䛥䜙にቑやし、୧校でᵝ䚻な⏬をしていきたいと考えている。 

88..  ((GGPP//SSTTEEMM))  PPaacciiffiicc  RRiimm  OOnnlliinnee  PPrrooggrraamm  22002233  ((PPRROOPP2233)), 

“The Age of Man and Machines” 4 countries, 9 schools, 114 students (OKHS=32)： ேとᶵ

の時௦、4䛛国 9校、114ྡの生ᚐ 

Please see the description of the Pacific Rim Online Program in sseeccttiioonn  44--22.. 

PROP21 (37students), PROP22 (62students) 䈜4-2をཧ↷ 

99..  ((GGPP//SScc//SSTTEEMM//LL&&CC))  SSaakkuurraa  SScciieennccee  PPrrooggrraamm  PPrree--OOnnlliinnee  MMeeeettiinngg (Th)11/30 

SSP Pre-Meeting with Song Shan Senior High School, 20 students (SSSHS=9, OKHS=11)：䛥

く䜙䝃イ䜶ン䝇プログラムの๓ὶ、20ྡの生ᚐ 

We held a pre-meeting with students and teachers from Taipei, Taiwan to deepen our relationship. It was 

good chance to continue the exchange in the future. 

私たちはὶを῝めるために、ྎの生ᚐやඛ生᪉と๓ὶを行った。今後のὶを続けていくୖ

で、とてもⰋいᶵにすることができた。 

1100..  ((GGPP//SScc//SSTTEEMM//LL&&CC))  SSaakkuurraa  SScciieennccee  PPrrooggrraamm  PPoosstt--OOnnlliinnee  MMeeeettiinngg  (W)1/10 

SSP Post-Meeting with Song Shan Senior High School, 29 students (SSSHS=9, SSH 

OKHS=20)： 䛥く䜙䝃イ䜶ン䝇プログラムの後ὶ、29ྡの生ᚐ 

This post-online meeting with Song Shan Senior High School was a good chance for our students to see 

these students again after their return home. It was a great time of reflection and getting valuable feedback 

from the Song Shan students and our students as the host school.  

1111..&&1122..  ((GGPP//SSTTEEMM//LL&&CC))  SSSSHH  TTaaiiwwaann  OOvveerrsseeaass  PPrrooggrraamm  PPrree--OOnnlliinnee  MMeeeettiinngg 

11. Song Shan Senior High School  

12. Taipei Digital Experimental High School 

Pre-Taiwan visit student exchange (OKHS=41)： ྎ‴䝃イ䜶ン䝇◊ಟ๓ὶ、41ྡの

生ᚐ 

Our Super Science Class will be visiting Taiwan in March, so we wanted to provide a time for our 

students to meet and greet each other before arriving in Taiwan. There will also be some discussion about 

the schedule and activities during our visit.  

⌮ᩘ⛉の生ᚐが 3᭶にྎ‴で◊ಟを行うため、๓のὶをィ⏬した。◊ಟ୰の䝇䜿䝆䝳ールやάື

内ᐜについてᡴྜ䛫を行った。 

1133..  ((NNCC//LL&&CC))  SSaammiill  TTeecchhnniiccaall  HHiigghh  SScchhooooll  ((SSuuwwoonn,,  SS..  KKoorreeaa))  SSttuuddeenntt  EExxcchhaannggee 

School and Country Introductions, future school visit discussions： ┦互ὶにྥけて 
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This is starting out as a sister-city project that we eventually hope to develop into a more project-based 

connection online as well as being able to visit each other's countries and schools. 

ጜጒ㒔ᕷをきっ䛛けとしたプログラムであり、オンラインὶや┦互訪問を‽ഛしている。 

((33))  RReessuullttss,,  AAccccoommpplliisshhmmeennttss  aanndd  IImmpprroovveemmeennttss：：  成成ᯝᯝ䛸䛸ㄢㄢ㢟㢟  

We were able to make 6 new high school connections overseas and start programs with 2 

domestic high schools this school year. One of those schools is also an SSH school. We will 

also have a total of 13 online programs for our students by the end of this school year (Last 

school year we had 5). We also have a few more leads for new connections that we have not 

been able to work on yet.  

A couple of online projects that we have done in the past that we were hoping to do this 

school year, but was not able to do includes: the UniChef cooking program, the Drone STEM 

Competition and the SDGs Photo Exchange. 

With the experiences that we have picked up this school year from our online programs, we 

hope to improve and expand what we can do online in connection to other areas of our global 

programs as well as with our other SSH programs within our school. 

今年度、海外の㧗校と新たに 6つのつながりを⠏き、国内の 2つの㧗校とプログラムを㛤始することができた。そ

のうちの 1つは SSH䠄䝇ー䝟ー䝃イ䜶ン䝇䝝イ䝇クール䠅学校でもある。䜎た、この学年ᮎ䜎でに生ᚐྥけにྜィ 13

のオンラインプログラムのᥦ౪を予定している䠄๓年度は 5つ䠅。䜎た、䜎䛰取り⤌䜣でいない新しいつながりもいく

つ䛛ィ⏬している。㐣ཤにᐇしたオンラインプロ䝆䜵クトで、今年度も予定していたがᐇ⌧できな䛛ったものには

䛂UniChef クッ䜻ングプログラム䛃䛂ドローン STEM 䝁ン䝨䝔䜱䝅䝵ン䛃䛂SDG’s┿䛃な䛹がある。今年度のオンラ

インプログラム䛛䜙ᚓた⤒㦂をά䛛し、のグローバルプログラムとの㛵連や、の SSHプログラムともオンライン

で行えることをᨵၿし拡大していきたいと考えている。 

  ((44))  FFuuttuurree  PPllaannss：：  ᚋᚋ䛾䛾ྲྀྲྀ䜚䜚⤌⤌䜏䜏  

We hope to make more connections in the next school year as well as improve and expand 

what we do with our online programs. We are planning to increase the number of online 

programs by integrating them into other programs. Some ideas we are looking at are adding 

online programs to BEST-CLaSS and GC4S for activities and projects related to Global 

Programs, STEM and Language & Culture. We also hope to utilize online programs to do 

science experiment exchanges that could also be connected to our overseas expeditions and 

overseas school visits to our school. And some of our students’ STEAMS Time research 

could also collaborate with the students at schools overseas in our global network by meeting 

online to gather information and data. 

ḟ年度は䛥䜙に多くのつながりを⠏き、オンラインプログラムをᨵၿし拡大していくことを᳨ウしている。オンラインプ

ログラムのᩘをቑやしなが䜙、のプログラムに⤫ྜする予定である。1つの䜰イ䝕䜰としては、BEST-CLaSSや

GC4Sにオンラインプログラムを㏣ຍし、グローバルプログラム、STEM、ゝㄒ䠃ᩥに㛵連するάືやプロ䝆䜵クト

にά⏝することである。䜎た、オンラインプログラムによる⛉学ᐇ㦂を行い、こ䜜を海外㐲ᚁや海外学校訪問とも⤖

䜃つけることをィ⏬している。䜎た、୍㒊の学生の STEAMS Timeの◊✲も、オンラインで䝕ー䝍を㞟するため

に、グローバルネットワークをά⏝したいと考えている。 
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(Ⅱ) Global Science Workshop Program  

(1) ハワイサイエンス研修 

 

1-1 研究テーマ  

 

This year was our 2nd visit to the islands of Oahu and Hawaii for our SSH Hawaii Expedition. 

We have decided to keep the theme of “Land, Sea, Sky” as our theme for our Hawaii visits as 

it is the perfect place to observe a vast variety of these aspects in these environments. 

Our first year of the program was a time of laying down foundations for future visits. We made 

many connections through direct phone calls and emails to schools, community groups, tour 

groups and businesses to discuss and negotiate ways to customize activities to create a 

program that was original and unique to Omiya Kita High School’s SSH Program. 

Our online discussions and negotiations were limited for two reasons. The first being that we 

didn’t have an existing relationship with the majority of these people and the second being 

that it was hard to describe the specific details of the activities we wanted to carry out.  

However, all of these groups we worked with did their best to try to accommodate us. 

One other thing we have learned from making connections overseas, or with anyone, is that 

building programs like this is a two-way process; give and take. On our side we have an 

agenda of what kind of program we want, and especially with schools we explain the benefits 

we can offer by doing the activities we bring. But on the other hand, when students and 

teachers step outside the of borders of their country we need to take on the responsibility of 

building curiosity and interest in the places that we plan to visit which includes language, 

culture, rituals, etc. At the same time there is an expectation that we would bring and share 

our culture during our visits, even if it is just something small or short. 

An example of this was our visit to Coconut Island, the University of Hawaii Marine Biology 

Research Laboratory on our first visit. The program director knew that our theme was “Land, 

Sea, Sky” and that we were a super science high school. So she explained that water, 

agricultural and fishing cycle called, “Ahupua’a” for cultural understanding and connection to 

science in about 3 minutes. It is a system that reaches to the heavens above the mountain 

tops and flows and provides for all living things on its pathway to the sea and in the sea. 

After arriving in Hawaii and being able to have face-to-face conversations and discussions 

with the people we made connections with online, we were able to make more progress for 

future visits.  
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During this school year’s visit (2nd visit) we could experience some of the progress we made 

that has helped to move the SSH Hawaii Expedition forward in several areas.  

(1) ハワイサイエンス研修  

1-1 研究のテーマ: 「陸、海、空」  

SSHハワイサイエンス研修 2回目を迎える今回、オアフ島とハワイ島を訪れた。今年度も「陸、海、空」という

テーマを継続することを決定している。ハワイは、陸、海、空における環境でさまざまな側面を観察するのに

最適な場所だからである。  

このプログラムの初回は、将来の訪問の基盤を築く年だった。私たちは、学校、コミュニティ団体、ツアーグル

ープ、企業との直接の電話やメールを通じて多くのつながりを生み出し、大宮北高校のオリジナルでユニー

クな SSHプログラムを作成する方法を議論し、カスタマイズできるよう調整を続けてきた。  

オンラインでの議論と調整は、2つの理由で壁にぶつかった。第一に、これらの相手先のほとんどと全く既存

の関係がなかったこと、第二に、実施したい活動の具体的な詳細を説明するのが難しかったことである。しか

し、私たちが協力を求めたグループは、非常に友好的だった。  

海外とのコネクションを築く際に学んだこととしては、このようなプログラムの構築には双方向のプロセスがある

ことである。私たちの側には、こちらが望むプログラムの種類に関するアジェンダがあり、特に学校とは、私た

ちが企画している活動を通じて提供できる利点を説明することが大切である。しかし、一方で、海外での活動

を行う場合、私たちは訪れる場所に対する好奇心と関心を十分に持っていなければならず、これには言語、

文化、儀式などが含まれる。同時に、私たちは訪問中に日本文化を紹介したいとも思っている。たとえそれが

小さなことであっても。  

この一例は、初訪問時に行ったハワイ大学海洋生物学研究所のココナッツアイランドへの訪問だった。プロ

グラムディレクターは、私たちのテーマが「陸、海、空」であり、私たちがスーパーサイエンスハイスクールであ

ることを知っていた。そのため、彼女は文化理解と科学とのつながりを持たせるために、「アフプアア」と呼ば

れる水、農業、漁業の循環を説明に加えてくれた。「アフプアア」は、山の頂上から水が海へと流れ、海の中

で生きるすべての生物に供給された後、天に至るまでのシステムである。 

 ハワイに行き、オンラインでつながってきた人々と対面で会話や議論ができたことで、将来の訪問に向けてさ

らなる進展を遂げることができた。  

今年度の訪問（2回目の訪問）では、SSHハワイサイエンス研修をさまざまな面で前進させるのに大変有意義

なものとなった。 
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1-2 Program Activities and Content 

 

There are two main parts of this programs䠖 2つの㔜せなせ⣲  

““SSCCIIEENNCCEE  DDiissccoovveerryy  aanndd  EExxpplloorraattiioonn””  aanndd  ““GGLLOOBBAALL  CCoonnnneeccttiioonnss  aanndd  UUnnddeerrssttaannddiinngg””  

䠘SCIENCE Discovery and Exploration 䠖科学のⓎぢと᥈究䠚  

 

LAND: 陸陸  

Hawaii Volcanoes National Park: Kilauea  

This was the second time we asked Aina Nui Adventures run by owner, Wada Taicho to help 

us. On our first visit he did his best to allow the students to do experiments as he took us to 

different areas of Hawaii Volcanoes National Park. This year we were able to do an online 

program with Wada Taicho before visiting Hawaii (see online programs in section 7-1) in 

preparation for our visit. On this visit students were able to conduct more experiments than 

our previous visits (see experiment list). 

ハワイⅆ山ᅜ❧බᅬ䠖䜻ラ䜴エア 

Aina Nui Adventuresのオーナー、⏣㝲㛗のຓ力をᚓて、生ᚐたちがハワイⅆ山ᅜ❧බᅬの␗なるᆅᇦを

訪れながら実㦂を行うᶵ会を提供した。今年度は、ハワイを訪れる前にオンラインプログラムによって訪問の

‽ഛを行うことがྍ⬟であった（セクション 7-1のオンラインプログラムをཧ↷）。この訪問では、௨前の訪問よ

りも多くの実㦂や観 を行うことができた（p.107実㦂リス䝖をཧ↷）。 

Various Plant Life: Oahu and Hawaii  

On our first visit to Hawaii, it was very clear that there many kinds of plant life that cannot 

be seen in Japan. So on this visit we had the students make an effort to be more conscious of 

these differences (with some similarities). We want see the description the activity the 

students were actively doing on both islands that we visited. 

ᵝ々な᳜物䠖オアフとハワイ  

初めてハワイを訪れた際、日本ではぢられない多くの種類の᳜物(ᅛ有種など)が存ᅾすることが非常に明ら

かになった。そのため、今回の訪問では、生ᚐたちにこれらの㐪い（一㒊の類ఝ点を含む）について意㆑的

にὀ目させた。訪れた୧島で生ᚐたちが✚ᴟ的に行っていた活動を多くの人に知ってもらいたい。 

 

 

 

 

 

89



 

SEA: 海海  

University of Hawaii Marine Biology Research Laboratory lsland: Coconut Island  

This was also our second time to have students visit Coconut Island. Reservations for visits to 

this island are very difficult to get, but we were lucky in our first year to be the last group of 

the summer to make a visit. Because our first group left a good impression, the program 

director gave us special priority to visit this school year. This was really a rare opportunity to 

have students do hands-on experiments with plankton, discovering creatures living in algae, 

and seeing some of the research being done with coral and hammerhead sharks. The program 

director also shared some of the cultural connections of water and agricultural cycles related 

to sky, land and sea.  

ハワイ大学海洋生物学研究所の島䠖 ココナッツアイランド 

ココナッツアイランドを訪れることは 2回目だった。この島への訪問ண⣙は非常に難しいものだが、初年度に

はኟの最後のグループとして訪問することができた。私たちの初年度のグループがⰋい༳㇟をṧしたため、

今年度、プログラムディレクターは私たちを特ูにඃ先ண⣙させてくれた。これは、生ᚐたちが実際にプラン

ク䝖ンの実㦂を行い、⸴類やサン䝂、ハンマー䝦ッドシ䝱ークの研究の一㒊をぢるなど、㈗㔜なᶵ会だった。

プログラムディレクターはまた、空、陸、海に関㐃する水と農業サイクルの文化的なつながりの一㒊を学ばせ

てくれた。 

Richardson’s Ocean Park  

Richardson’s Ocean Park is a black sand beach with some mixture of green sand.  This year’s 

group was able to make the visit and examine samples of the black and green sand with a mini 

digital microscope and also do air and water sample experiments. We were also very fortunate 

to find tidepools with sea turtles, tropical fish and other living creatures. 

リ䝏䝱ード䝋ンズオーシ䝱ンパーク  

リ䝏䝱ード䝋ンズオーシ䝱ンパークは、㯮い◁に⥳の◁がΰざった䝡ー䝏である。今年のグループは、ミニ

デジタル㢧ᚤ㙾を⏝して㯮い◁と⥳の◁のサンプルを調べ、空Ẽと水のサンプル実㦂も実施した。また、

海ட、⇕ᖏ㨶、そのの生き物が生ᜥする₻だまりをぢつけるᖾ㐠にもᜨまれた。 
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SKY 空空:  

Subaru Telescope Ground Base  

This year we were very fortunate to have the opportunity to visit and tour the Subaru 

Telescope ground base facility thanks to Senior Professor, Junichi Watanabe, National 

Astronomical Observatory of Japan. Professor Watanabe also held a special online program 

before our visit to Hawaii. Students were able to hear in detail about the complex creation of 

this unique telescope. Last year our driver took us to the ground base facility only to take 

pictures outside. 

 

ᅜ❧天文ྎすばる望㐲㙾 山㯄施タ 

今年、ᅜ❧天文ྎのΏ㒊₶一上ᖍᩍᤵの䛤ຓ力もあり、すばる望㐲㙾山㯄施タを訪問し、ぢ学と解説をཷ

けるᶵ会をᚓた。Ώ㒊ᩍᤵがハワイ訪問前に特ูなオンラインプログラムを実施してくれたことにより、生ᚐた

ちは特ูな望㐲㙾の」㞧な⤌みについて詳細をᢕᥱすることがྍ⬟となった。年は外㒊で┿をる

だけにとどまっていた。 

 

Mauna Kea Summit /Hale Pohaku 

This year our group was able to make it to go to the summit of Mauna Kea at 4200 meters to 

see the Subaru Telescope along with many other telescopes of other countries. Students again 

were able to conduct a few experiments (see experiment list) before seeing the sunset and 

going down to Hale Pohaku to observe the stars and milky way. Last year we visited in 

December and there was a massive snow blizzard, so that group was not able to go to the 

summit.  

 

マ䜴ナ䜿ア山頂/ハレ䝫ハク (一⯡⪅の観 ᆅ点) 

今年、私たちのグループは、マ䜴ナ䜿アの頂上（ᶆ高 4200 メー䝖ル）に行き、ᅜの多くの望㐲㙾とともにす

ばる望㐲㙾を実際にぢるᶵ会をᚓた。生ᚐたちは䜃いくつかの実㦂（p.107実㦂リス䝖をཧ↷）を行い、日

ἐをᚅってハレ䝫ハクにୗり、ᫍᗙと天のᕝを観 した。年は 12᭶に訪れたが、大㞷のため山頂には行

けなかった。 
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䠘䠘GLOBAL Connections and Understanding䠖 グロー䝞ルなつながりと理解䠚  

Radford High School (RHS) Visit  

We have been doing online programs with RHS since 2021 and we finally were able to make a 

proper visit to the school and do two activities with the students there. The theme of the visit 

was “bridges” as we were bridging our two schools together. The first activity was a STEM 

Project called the “Paper Bridge”. We made mixed teams of the students from both schools. 

Each team strategized and built a paper bridge that was tested to see which team had built 

the strongest bridge. The second activity was making and sharing stories based on including a 

real or metaphorical bridge in the story. This was a big challenge in using English for our 

students, but they did their best to communicate with each other. 

 

ラドフ䜷ード高校（RHS）訪問  

2021年௨来、RHS とオンラインプログラムを実施しており、ついに学校を訪問し、学生たちと 2つのアクティ

䝡ティを行うことができました。訪問のテーマは「ᶫ」で、私たちは 2つの学校を⤖ぶᶫを築いていました。最

初のアクティ䝡ティは「䝨ーパー䝤リッジ」という STEMプロジェク䝖で、୧学校の生ᚐからなるミックス䝏ームを

作成しました。ྛ䝏ームはᡓ␎を❧て、最もᙉ力なᶫをᘓタしました。2␒目のアクティ䝡ティは、実際または

ẚ႘的なᶫを含めたス䝖ーリーを作成し、ඹ有することでした。これはⱥ語を⏝する大きなᣮᡓでしたが、

生ᚐたちはいにコミュニ䜿ーションをとるために最ၿをᑾくしました。 

 

Pearl Harbor Memorial Museum 

This year’s cohort had their school trip to Okinawa in November where they were able to 

visit the war memorial and see and hear about many of the events that happened during World 

War II. Before that visit, this group of students had a chance to see and hear many of stories 

and events that occurred as experienced by the perspective of the Americans. It was a unique 

opportunity to see both sides of the story of this tragic event in history. 

 

パールハー䝞ーメ䝰リアル༤物㤋  

今年のグループは、11᭶にἈ⦖への学校᪑行を行い、第二ḟୡ⏺大ᡓ中に㉳こった多くの出来につい

てぢ学を通して学んだ。その訪問の前に、このグループの生ᚐたちはアメリカ人のど点から多くの物語や出

来を学ぶᶵ会をタ定することができた。これはṔྐ上のこのᝒ的な出来の୧側面をぢる㈗㔜なᶵ会

だった。 
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1-3 Results: Accomplishments, Improvements and Future Plans  
 

Our hope was to make a perfect and smooth program, but as expected there are still many 

things that we need to improve upon. 

As summarized above, we were able to complete all of our main activities and events planned 

for this program. The people we worked with did their best to accommodate our requests to 

do most of our experiments and activities that we had planned.  

Our students also did their best to adapt to this new culture and environment, take risks and 

challenge themselves to initiate interaction and accomplishing various tasks, and keeping a 

positive attitude and being flexible with sudden changes during this program. This was true 

application of the 3Gs cycle (Grit, Global, Growth). 

Our teacher team also did their best to help give the students the best experience possible 

even though they were often put in situations where they needed to take action to solve 

problems in a country and in places they have never been to before. The SSH Hawaii 

Expedition is unique because we try to customize a big portion of the program to really focus 

on the science and global opportunities and experiences that are possible to have in Hawaii. 

This makes it unlike many of the normal school trips that teachers are used to. In this 

program, teachers play a very active role in planning and running the program. 

Some of the improvements that were discussed for not only this Hawaii program, but for all of 

our overseas programs is to find a way to brush up activities and events during our visits, and 

to focus on taking more time to do more quality based research to build deeper understanding 

of the activities we plan to do. 

We also hope to better utilize our in-school trainings, like GC4S and BEST-CLaSS, to cover 

content relevant and related to all of our global programs; overseas programs, visits to our 

school and online programs.  

We are planning a visit to Hawaii again in the R6 school year in July. This visit is planned to 

take place only on the island of Hawaii with the same theme of “Land, Sea and Sky”. On this 

second visit we made to Hawaii, we were able to make a connection with Waiakea High School 

(WHS). This school has a very strong robotics program and also many STEM related activities 

and programs. WHS joined us for PROP23 this year in November and we are now in the 

planning process of doing an online program with them before our next visit.  
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1-3  ⤖ᯝ䠖 㐩成、ᨵၿ、将来のィ画 

私たちは、⎍でスムーズなプログラムを作り上げるつもりだったが、やはりᨵၿすべき点はまだ多くあると⪃

えている。  

上グのせ⣙に♧すように、このプログラムでィ画されたすべてのせな活動を↓⤊えることができた。私た

ちに協力してくれた人々は、私たちの実㦂やィ画した活動をに行うために最ၿをᑾくしてくれた。  

また、私たちの生ᚐも、᪂しい文化と環境に適ᛂし、リスクを⪃え、さまざまなㄢ㢟に対ᛂし、プログラム中に

✺↛変᭦されるෆᐜに対ᛂするᰂ㌾ᛶを持ちながら、前向きなጼໃをಖち続けていた。これは┿の「3Gサイ

クル（Grit、Global、Growth）」の適⏝だった。  

また、私たちᩍᖌ䝏ームも、これまで行ったことのないᅜや場所で、問㢟を解決するために᪂たに行動を㉳こ

すᚲせがある≧ἣに㢖⦾に⨨かれながら、生ᚐたちに最高の体㦂を提供するために最ၿをᑾくした。SSH 

Hawaii Expeditionは、ハワイで体㦂できる科学とグロー䝞ルな⤒㦂に↔点をᙜてているため、通常の修学᪑

行とは␗なっている。このプログラムでは、ᩍᖌは非常に✚ᴟ的かつ体的にィ画し㐠Ⴀすることが求めら

れたのである。  

このハワイプログラムだけでなく、すべての海外プログラムについて議論されたᨵၿ点の一㒊は、訪問中の

活動とイ䝧ン䝖のᩘを⢭ᰝし、ィ画された活動一つ䜂とつの㉁を向上させるため、より多くの体㦂を㛗くとる方

法をぢつけることである。  

また、GC4Sや BEST-CLaSSなどの学校ෆで行う䝖レーニングを、海外プログラム、学校訪問、オンラインプロ

グラムなど、全てのグロー䝞ルプログラムに関㐃するෆᐜをカ䝞ーするため、よりຠᯝ的に活⏝したいと⪃え

ている。 

私たちは௧ 6年 7᭶に䜃ハワイ訪問をィ画している。このィ画ではハワイ島のみ訪問するᙧに変᭦し、

同じ「陸、海、空」のテーマで行うண定である。今回のハワイ訪問で、ワイア䜿ア高校（WHS）との㐃ᦠを築くこ

とができた。この学校は非常にඃれたロ䝪ティクスプログラムを持ち、多くの STEM関㐃の活動やプログラムも

実施している。WHSは今年度の 11᭶に PROP23にཧ加しており、ḟ回の訪問前にも、彼らとのオンライン

プログラムを実施するண定でィ画を進めている。 
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ページ番号 
 

（２） インドネシア・シンガポールサイエンス研修 

２-１ 研究テーマ 

＜概要＞ 

さいたま市立大宮北高等学校では、平成２７年度より、理数科生を対象とした「台湾サイエンス研修」をは

じめとする、海外研修を行ってきた。昨年度は、普通科の生徒にも参加を促し、「ハワイサイエンス研修」を

行った。「 Indo-Pacific ESD Global-network 」で示しているように、本校は国内外のハブとして機能するこ

とを目標としている。そういう経緯の中で、今年度インドネシア・シンガポールサイエンス研修を実施した。

「 Land, Sea, Sky 」を基本とし、参加生徒が「 Green （植生、空気成分） 」、「 Blue （水質、海洋生物） 」、

「 Red & White (文化) 」の３テーマについての実験内容や調査内容を考え、現地でのフィールドワークを

行った。研修前に、それぞれのテーマについて実験・観察の方法を発表し、それをもとに現地で使用する

データ集の作成を行った。得られたデータは帰国後に３テーマについて、データを分析してまとめ、発表し

た。 

＜Green＞ 

   インドネシア、シンガポールはともに熱帯に属する国である。これらの共通点と、日本との相違点を踏まえ  

  て、観察できる植物を生徒が事前調査した。それらをもとに、実際に現地で観察した植物と日本の植物を

比較・検証した。また、気体検知管を用いて酸素・二酸化炭素・窒素酸化物の濃度測定を行った。 

主な研修場所は以下のとおりである。 

１．ガーデンズ・バイ・ザ・ベイ 

２．シンガポール植物園 

３．シンガポール市内 

４．スラバヤ市内 

  ＜Blue＞ 

    本校では、昨年度からハワイ・台湾において水質調査を行っている。今回はシンガポールの海洋生物お

よびインドネシアの水質について調査を行うこととした。具体的には、pHの測定、全硬度の測定、残留塩素

の測定を行った。測定場所としては、スラバヤ公園・ヴォノレジョマングローブ林とした。それぞれの海水・汽

水・淡水での測定を行った。また、シー・アクアリウムにて日本とシンガポールの展示の違いや、生物の違い

について考察していく。 

  ＜Red&White＞ 

    今回の研修では、インドネシア、シンガポールの 2 か国での活動になる。日本を含めた３か国の国旗の色

が、赤と白で構成されていることから、テーマ名を「 Red, White 」として、文化的な観点から活動・考察を行

った。具体的な活動としては、シンガポール国立博物館での実習としてシンガポールの歴史や日本との関

わり、さらにはシンガポールの化学の発展についての歴史を学ぶことにした。インドネシアでは、交流校で

ある「ペトラ・クリスチャン・ボケーショナル高校」での活動を通して日本とインドネシアの科学教育の違いや

英語教育の違いなどについて、文化的観点の異なる生徒同士でディスカッションを行い、意見交換を行っ

た。 

 

＜仮説＞ 

海外の人々とサイエンスをテーマに STEMプログラムなどを実施することで、本校生徒のグローバルに対

する興味関心を高め、将来、グローバルで活躍するサイエンスリーダーの育成を図ることができる。 

実際に現地でフィールドワークを行い、日本との共通点や相違点を感じることは、グローバルな視点で物

事を考えるきっかけになるはずである。地域によって、差の大きい国であるからこそ、理数教育についてや

国の抱える問題などについて生徒自身が考え、日本・インドネシア・シンガポールだけでなく、その他の地

域についても問題点を考え、その解決策を自分事として考えていくきっかけになると考えられる。 
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２䠉２ άືෆᐜ 

 ガーデンズ・バイ・ザ・ベイ 

 

＜Green＞ 

  事前研修で学習したため、シンガポールにᏑᅾする植物と、ガーデンズ・バイ・ザ・ベイに展示されて

いる植物については生徒それぞれが調査῭䜏である。実際に現地䜈㊊を㐠び、観察した植物の同定を

行い、✀㢮や≉ᛶについて学習した。事前学習の㈨ᩱと実物を比䜉たり、⏬ീㄆ㆑アプリ（Goole Lens

など）を㥑使しながら、生徒自身がᕤኵして調䜉た。 

 

 ＜Red&White＞ 

       シンガポールの自↛⎔ቃについて現地の人からヰを⪺いた。≉に、ᒣのないシンガポールにおける

㞵水の活用法や、自↛との共生についてヰを⪺き、現地にఫ䜐人の実際の生活を考えた。⪺きたいこと

の䝙䝳アンスを英語でఏえるためにヨ行㘒ㄗしながら、㈨ᩱからでは学ぶことができない生きた知㆑にゐ

れることができた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 シンガポール国立博物館 

 

 ＜Green＞ 

      展示を通して、シンガポールのཎ生植物や、生ែ⣔について学䜣だ。≉に、ᮌにὀ目した展示からは、

シンガポールの歴史とシンガポール人、そこに自生するᮌ々とのつながりについて῝く学ぶことができた。 

 

 ＜Red&White＞ 

      㣗䜉物や᭹、㛗年にわたってཷけつがれてきたᵝ々なゝ語や習័などを学ぶだけでなく、シンガポ

ールと日本の歴史的なかかわりについて学び、それぞれの文化の違いについて学ぶことができた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 シンガポール植物園 
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ヴォノレジョマングローブ林（インドネシア） 

＜Blue＞  

海水、汽水域にて、䡌H、全硬度、含᭷イ䜸ンの測定を行い、ྛ✀データを分析した。このデータにつ

いては、マングローブ林という地域≉ᛶを踏まえながら、ハワイや台湾などで集したデータとも比較し、

地域差がないか、あるとしたらそのཎᅉはఱかということを考えていく。 

 

＜Green＞ 

空気成分（酸素濃度、二酸化炭素濃度、窒素酸化物濃度）についての調査を行った。気体検知管を

用いる方法で⤫୍し、水同ᵝに他の地域でも集したデータがあるため、比較し考察した。 

 

 ＜Red&White＞ 

マングローブ林に⁻╔した䛤䜏の✀㢮や䝟ッケージから、その䛤䜏がどこから流れ╔いたのかを考察 

し、ᚠ⎔や⎔ቃ◚ቯ、人と自↛とのかかわり方などについて῝く分析した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

スラバヤ公園（インドネシア） 

 

＜Blue＞  

スバラヤはインドネシアのᮾジャワᕞに⨨している。ᮾジャワᕞの３分の２はᒣとୣであり、㒔市㒊で

ありながら自↛がከい地域である。この地域にある自↛公園における海水について、䡌H、全硬度、含᭷

イ䜸ンの測定を行い、ྛ✀データを分析した。 

 

＜Green＞ 

空気成分（酸素濃度、二酸化炭素濃度、窒素酸化物濃度）についての調査を行った。活動䝯ンバーの

中には、ハワイサイエンス研修に参加した教ᖌや生徒がいたため、体感的ではあるが、‵度やにおい、

ᾷ䜏具ྜなどについても比較した。 

 

 ＜Red&White＞ 

現地の人々にヰを⪺き、現地での生活や、スラバヤ࿘㎶のኚ㑄について学䜣だ。歴史と文化的⫼ᬒ

を῝く知ることで、現地における人と自↛との共生について考えた。 
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ペトラ・クリスチャン・ボケーショナル高校 

 

・ STEMプログラム 「ペー䝟ーブリッジチャレンジ」 

ハワイ海外研修やさくらサイエンスでも、本校の STEM プログラムとしてペー䝟ーブリッジチャレンジを

行ってきた。日本とインドネシアの共通点として地㟈や台㢼、ὠἼといった自↛⅏ᐖがある。その中で共

通のㄢ題として、⪏Ⲵ㔜ᛶの高いᙉᅛなᘓ㐀物を考えることはᴟめて㔜要である。その構㐀について考

える中で、➨୍ゝ語が英語ではない生徒同士が英語を用いて考えをఏえあうことで、さま䛦まな視点から

の㆟ㄽができ、この共同プログラムを通して᪂たな発を生䜐ことがᮇᚅできる。 

 

・ グローバルプログラム「Designed City」 

      ペー䝟ーブリッジチャレンジに関㐃し、自↛⅏ᐖによって⿕⅏した地域の興を考え、行ᨻᙺの教

ဨと、市Ẹᙺの生徒にྥけてグループ䛤とにプレ䝊ンを行った。文化の違う生徒同士がヰしྜうことで᪂

たな発を生䜏ฟすことをᮇᚅして実施した。また、イノベーションや⊂ᛶについてもヰしྜうことで、

それぞれの国の科学ᢏ⾡を発展さ䛫ることにつながる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ホ౯の観点 

 

・ インドネシア、シンガポールの文化について理解を῝めることができたか。 

・ 科学的な観点でインドネシアの自↛を観察し、データを集することができたか。 

・ インドネシアの高校生と⊂的な観点で物事を考えることができたか。 

・ 英語を用いたディスカッションを✚ᴟ的に行ったか。 

・ シンガポール、インドネシアで᪂たなㄢ題を発見することができるか。 
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１䠉䠏 ᡂᯝ䛸ㄢ㢟 

 

＜成ᯝ＞ 

  ึめに、今年度᪂たな海外研修として、インドネシア・シンガポールサイエンス研修を㛤発できたこ

とは、大きな成ᯝであると考えられる。今年度の交流校である、ペトラ・クリスチャン・ボケーショナル高

校は昨年度さくらサイエンスプログラムにおいて本校䜈来校した生徒ཬびᘬ⋡教ဨの所属する高校

である。そのつながりから方ྥᆺの交流校に㐍展できたことは、今後本校が海外研修をィ⏬する

にあたり、Ⰻいඛになったと考えられる。さらに、来年度にྥけて交流ඛのᣢつከくの⣔ิ校ともつ

ながりを作ることができた。このつながりをもとに来年度以㝆は、䜸ンラインを基本とした共同実験や、

共同研✲を行い、数年に୍度はいの学校で実際に対㠃での実験・研✲を行う構についてヰを

㐍めることができたことも大きな成ᯝである。 

 今回の参加生徒については、本校で⏬してきた海外研修としては᭱ከの１７名であった。本校２

学年の中から海外研修に参加する生徒がከくฟたことも今までのᵝ々なプログラムの成ᯝである。今

回の研修のテーマとして「Green」、「Blue」、「Red&White」の３つのテーマを用意していたが、本校所

᭷の実験ჾ具からそれぞれ現地でఱが行えるかを生徒が主体的に考え、実行できたことは、大学で

の研✲や♫にฟたのㄢ題解決能ຊなど、生徒にとって今後ከくの場㠃で生か䛫ることであると

考えられる。このような経験は、普ẁの学校生活では得られない経験であり、ఱより今後の人生に生

かしていける能ຊである。このような経験をした生徒が、学校にᡠり、他の生徒䜈の่⃭となることで、

᪂たな成ᯝ䜈とつながっていくと考える。 

 また、現地に行くことで、事前ሗとの䜼ャップや自↛⎔ቃを⫙で感じ、ḟ年度以㝆にྥけて᪂た

な実験や研✲のアイデアが参加生徒からฟたことも成ᯝとしてあ䛢られる。物事を科学的な視点で考

えることができるようになったことも本研修での成ᯝの୍つである。 

 科学的な観点から成ᯝをまとめたが、᫂グしたこと以外にも学校生活の中で研修がえたᙳ㡪は

数ከくᏑᅾする。英語をẕ国語としない国での研修は、生徒の英語ຊのྥୖだけでなく、科学的発

ຊにも大きくᙳ㡪をཬ䜌すことが分かった。 

 

＜ㄢ題＞ 

୍␒のㄢ題としては、現地のሗがᑡなかったことがあ䛢られる。今回の研修を実施するにあたり、

事前調査（現地下見）は行わず、交流校とᐦに㐃⤡をྲྀりྜうことで㊊りないሗを⿵ってきた。しか

し、現地で実際に感じることに䜼ャップがあったことはྰ定できない。それらの実から、事前調査≉

に実際にᢸᙜ教ဨの目で☜ㄆする事の㔜要ᛶにᨵめて気䛵かされた。 

大きなㄢ題としては、今後のインドネシア・シンガポール研修の㐠Ⴀ方法である。ḟ年度以㝆、同

ᵝの人数で行うにあたり、研修‽ഛの動きฟしをもうᑡし᪩めていきたい。その理⏤としては、今年度

テーマ䛤とに現地のሗを集め、実験内容について⢭査していく中で、研修参加⪅と教ဨとの㛫で

のሗ共᭷の㛫が༑分にྲྀれなかったことが現≧としてある。今年度▷ᮇ㛫でその機をなる䜉

くከくタけることで、フレッシ䝳なሗをもって研修にᣮめてはいたが、そこをさらに実さ䛫ていく。 

ḟ年度以㝆䜸ンラインでの共同実験や、3 か国以ୖの生徒との交流を行っていくことで、海外研修

全体としての質をྥୖさ䛫ていきたい。 
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（３） さくらサイエンス招へいプログラム 台湾松山高級中学との取り組み 

 

３-１ さくらサイエンス招へいプログラムの概要 

 
１ 研究開発のテーマ 

さくらサイエンスプログラムの一般公募プログラムを活用し、India-Pacific EDS Global Network内の高校

から生徒を招へいし「Fieldwork」「STEAM program」「Model Global Stage」「Global Enterprise Challenge」等

を実施する。プログラムの前後に Onlineによる相互交流やサイエンスプログラムを実施することで、共同

研究の基礎を構築できる。プログラムの主な取り組みとして、基礎枠で計画している「福島復興探究フィー

ルドワーク」と連動し、日本が抱える問題を諸外国の生徒と直に意見を交わし、協働して問題解決のための

研究を進める。この活動を通して、本校生徒とそれぞれの国や地域の生徒の間に新たな絆が結ばれるとと

もに、新しい視点から福島の未来（日本の未来）を見つめることができ研究内容を深めることができる。 

２ 令和 5年度の内容 

【実施期間】 2023年 12月 12日㈫～18日㈪  6泊 7日 

【招へい者】 台北市立松山高級中学（Taipei Municipal Song-Shan Senior High School） 

生徒 9名・教員 2名 

【共同研究テーマ】「地震、津波、エネルギー」 

【実施内容】 

Sakura Science Program(SSP) Pre-Online Meeting（11/30 Thu）  

松山高校の生徒 9名と大宮北高校 11名が参加し Online事前研修を実施。 

Sakura Science Program Day 1 (12/12 Tue) 

松山高校の生徒 9名と教員 2名は台湾松山空港から羽田空港を経てバスで本校に移動。 

本校到着後、GC4S参加生徒とダンス部によるオープニングセレモニー。 

Global Communication for Science･Society 5.0･SDGs･Skill building（GC4S)のアクティビティ（両校の生徒同

士で英語による交流）を実施。 

終了後、バスで JR大宮駅付近のホテルに移動。 

Sakura Science Program Day 2 (12/13 Wed) 

大宮北高校でアクティビティ。大宮駅で JRに乗車し宮原駅で下車後、徒歩で大宮北高校に移動。 

松山高校生 9名と大宮北高校理数科 2年 1組の生徒 41名が８グループに分かれて課題に取り組む。 

午前の課題：『GLOBAL DESIGN LABORATORY』 

「地震と津波によって壊滅した都市の解決策を考える」 

Phase 1 ：生き残るために緊急に必要なことは 
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Phase 2 ：都市が 1年௨内にᶵ⬟ⓗで㐠用ྍ⬟な≧ែになる計画 

解決策の発⾲ ：グループ䛤と（Phase 3は 6日┠に実施） 

午後の課題：『STABLE STRUCTURE』 

STABLE STRUCTURE ：地震や津波で⿕ᐖをཷ䛡たり

◚壊されたりした都市のᘓプロセスで

用することをീして、௬タの⣬構㐀≀を

సる STEM Project 

グループでよりᙉ度の䛒る構㐀を᳨ウし、えられた᮲௳とᮦ

ᩱを基に構㐀≀をసᡂ。 

実㝿に㔜りを㍕䛫て、そのᙉ度を ᐃする䝁ンテス䝖を実施。 

࣭Sakura Science Program Day 3 (12/14 Thu) 

さいた䜎市立大宮国㝿中等教⫱学校でアクティビティ。 

午前：ⱁ⾡ / ビ䝆ネスに㛵する䝕ィス䜹䝑䝅䝵ン。 

午後：学実㦂（中和ᐃ） 

ኪは、TAで参加した大宮国㝿中等教⫱学校の生徒とኤ㣗を交えな

がら意見交を実施。 

࣭Sakura Science Program Day 4 (12/15 Fri) 

ᇸ⋢大学で大学のㅮ⩏を実㝿にཷ䛡る研修。 

大宮北高理数科 2年の生徒䠕名も参加。 

午前：ୖ直ஓ䝅ニアプロフ䜵䝑サー 

ᨺᑕ⥺(≉に⮬↛ᨺᑕ⥺)に㛵するㅮ⩏・実⩦ 

午後：ඛ➃研究施タ見学 

ྛ研究施タのわれ᪉や研究内容について学⩦ 

Ọ⃝᫂名教ᤵ 

㔠ᒓイオンのⰍをテーマとした₇♧・ㅮ⩏ 

࣭Sakura Science Program Day 5 (12/16 Sat) 

福島┴通り地༊にバスで移動し、8⏫ᮧに分かれてフィールドワークを実施 

本校の SSHは福島復興に取り組䜣で䛚り、その一⎔としてᅇのさくらサイエンスでは、➨ 2学年ྛク

ラスの䝸ーダー2名が台湾の生徒や教員と一⥴にフィールドワークを⾜った。地ඖのၟᗑや施タにධり

ྛ⏫ᮧのே䚻に䛚ヰを⪺き、後の復興にᑐする取り組みをᨵめて進めていくきっか䛡となった。 

ኤ㣗後、ᗈ㔝⏫のయ⫱㤋に移動し、松山高校生と大宮北高生で Paper airplane competitionを実施。 

ゝⴥのቨは䛒るがフィールドワークのグループでアクティビティに協ຊして取り組䜣䛰。 

࣭Sakura Science Program Day 6 (12/17 Sun) 

福島┴立Ᏻ✚高等学校でアクティビティ。 

『GLOBAL DESIGN LABORATORY』 の Phase 3を松山高校・大宮北

高校・Ᏻ✚高校の生徒で構ᡂしたグレープで協ຊし解決策を㆟ㄽ。 

Phase 3：地震と津波の⿕ᐖから 5 年後にᣢ⥆ྍ⬟な都市を

ᘓタする 
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生徒㐩は解決策のアイ䝕アに⌧ᅾと未来のテク䝜ロ䝆ーの活用が᮲௳付䛡られると同に、都市

のᩥとఏ⤫をいかにᏲるかをᛕ㢌に⨨くこともồめられた。᭦に、௦᭰エネルギー※を考えるこ

とにもᣮᡓした。2011 年 3 月 11 日のᮾ日本大震⅏後、地ඖの高校と 2 つの視ᐹ高校（国内 1

校、ᾏ外 1校）がྍ⬟なアイ䝕アや解決策についてヰしྜ䛖とい䛖、⣲ᬕらしい交流となった。 

福島のゼ問は、㞷とい䛖≉ูな㉗り≀でᖥを㛢䛨た。台湾の生徒た䛱は、㞷を見るのはึめてのこと䛰った。 

࣭Sakura Science Program Day 7 (12/18 Mon) 

日本科学未来㤋をゼれ、Ᏹᐂ、生そして未来な䛹のᵝ䚻なテーマ

の䝤ースで科学ᢏ⾡についての学䜃を深めた。 

その後、羽田空港にྥかい台湾へとᖐ国した。 

Sakura Science Program(SSP) Post-Online Meeting（1/10 Wed） 

松山高校の生徒 9 名と大宮北高校 20 名が参加し Online 事後研修

を実施。 

 

䠏 実施のຠᯝとそのホ౯ 

両校の生徒が交流を深めることができ、大ኚ᭷意⩏なプログラムとなった。≉に大宮北高校では、このプロ

グラムにಀわった生徒数が 150 名を㉸え、ከくの生徒が国の生徒と共同して活動する経㦂をᚓた。事後

の Online プログラムには 20 名の生徒が参加し、ᅇのプログラムを⥲ᣓした。参加した生徒のከくは、プ

ログラム後のアン䜿ー䝖の「英語による⾲⌧ຊや国㝿ឤぬにᑐする興、ጼໃ、⬟ຊがቑしたか。」や「英語

で⾲⌧するຊを高める学⩦に後参加したいẼᣢ䛱がቑしたか。」で䝫䝆ティ䝤なᅇ⟅を㑅ᢥしていた。 

JSTへの終了ሗ࿌アン䜿ー䝖の「日本ゼ問を終えての༳㇟は䠛」のᅇ⟅では、松山高級中学生徒 9名・教

員 2名員が「Very good」とᅇ⟅している。䜎た、「このプログラムに㛵する䛤意見、䛤ឤが䛒れば䛚⪺か

䛫く䛰さい」とい䛖㡯┠では「地震と津波とい䛖䝖䝢䝑クは、⮬↛⅏ᐖについてより深くㄆ㆑さ䛫てくれ䜎した。

日本ே学生との共₇について、ᙼらはᛌくい䜝い䜝なことを分か䛱ྜってくれるし、協ຊしてくれる。このプ

ログラムに参加できて本ᙜにラ䝑䜻ーでした。」「日本ேの学生た䛱は、⚾にい䜝い䜝なことを教えてくれた

り、協ຊしてくれたりし䜎す。このプログラムに参加できて本ᙜにⰋかったです。」「ここのプログラムを通し

て、ึめて⮬分が䛹れ䛰䛡このሙᡤや⎔ቃがዲきなのかを実ឤし䜎した。」「ḟᅇは、もっと✚ᴟⓗに意見を

交したり、問題に直㠃したときにもっと前ྥきになれるかもしれない。」「䠬hase3で䝕ィス䜹䝑䝅䝵ンする

間は▷す䛞るし、とても㥑䛡㊊䛰とᛮ䛖。た䛰、ᅇの᪑は 7日間しかないのでしかたがない。」「このプログ

ラムは⣲ᬕらしい䟿このプログラムを開ദしてくれて䛒りがと䛖䟿」「学校の㐪䛖教科や㐪䛖学校のඛ生同士

のつながりが、⚾た䛱の学⩦䝒アーをより᭷意⩏なものにしてい䜎す。ඛ生᪉の䝟ワーとດຊにᩗ意を⾲し

䜎す。」等のឤを㏙䜉ている。 

4年䜆りに開したᅇのプログラムは招へいഃにもཷ䛡ධれഃにも大ኚ᭷意⩏な内容で䛒った。 

䠐 後の課題ཬ䜃研究開発の᪉ྥᛶ 

このプログラムにᦠわった教員にとっても意⩏の䛒る 7日間䛰った。た䛰し、実施期が学期ᮎ䛰ったため

ᢸᙜした教員のከᛁឤはᣔえなかった。䜎た、Online事前研修の内容がオ䝸エンテー䝅䝵ンⓗなものにな

ってし䜎ったので、ḟᅇの実施にྥ䛡 Online Programでの科学ⓗな実㦂にᣮᡓし、‽ഛしたい。ᅇの経

㦂を基に、ḟ年度௨㝆もᨵⰋを㔜䛽ᾏ外の高校とサイエンスを䝯インにした交流を⥆䛡ていきたい。 
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ページ番号 
 

３-２ STEAM Program 

 
１ 仮説 

さくらサイエンス招へいプログラムを通じて来日した松山高級中学（台湾・台北市）の生徒 9 名に対して、

STEAM Program を行った。今回は、大きな地震が起こった後についての考察と議論を行った。日本と台

湾はどちらも島国であり、地震が頻発している。さらに台湾と日本は大きな地震が起こると互いに義援金を

出し合っているということもあり、日本と台湾をつなぐプログラムとして今回の題材を設定した。この活動を通

して、科学的な視野の拡大、防災意識の向上、多様な価値観を認める姿勢が育成できる。 

 

２ 研究内容・方法・評価 

（１）内容 

実習地 福島県立安積高等学校（福島県郡山市） 

実習期間 令和 5年 12月 17日（日）  

参加生徒 16名（大宮北高校 2年生）、9名（松山高級中学）、9名（安積高校） 

実習内容 大地震後の復興についての議論 

「地震と津波の被害から５年後に持続可能な都市を建設する」 

 

（２）方法 

事前学習を Hamadoori Reborn における各クラスの活動とした。校内での取り組みは前述の

Hamadoori Rebornで掲載されているため割愛する。実習当日は、大地震が起こってから数年後、復興

についてどのようなことに取り組めばよいかを生徒が自治体の職員であるという想定の下、グループに

分かれて議論を行った。各グループの構成員は、大宮北高校 2 名、松山高級中学 1 名、安積高校 1

名であった。 

50 分間で議論とプレゼンテーション資料作成を行い、その後、班ごとに発表を行った。事後学習と

しては今後の Hamadoori Rebornの活動としていく。 

 

（３）評価  

 事前学習を主体的に取り組むことができたか。 

 実験実習を通して復興について考えることはできたか 

 実習で学んだ内容をスライドにまとめ、発表をおこなうことができたか。 

３ 検証 

今回の実習は、各クラスのHamadoori Rebornのリーダーを集めているため、参加者は、目的意識が高

く、積極的にプログラムに取り組むことができた。 

実習中は、言葉の壁があるものの、英語だけでなくジェスチャーや紙に書くなど、工夫して議論してい

た。国の違いはあるが、地震に対する考え方やそこからの復興について必要な事項に関しては共通点も

多く、こちらの想定以上に議論がスムーズに進んでいたように見受けられた。事後学習として、今回の議

論で気づいたことを Hamadoori Rebornで活かすことができるようにこちらから働きかけ、実際の復興計画

に取り入れていく予定である。 
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ページ番号 
 

３-３ 福島フィールドワーク 

 
１ 仮説 

さくらサイエンス招へいプログラムを通じて来日した松山高級中学（台湾・台北市）の生徒 9 名と本校生

徒１８名を対象に福島フィールドワークを行う。実現可能かつ持続可能な復興案の提言と実現を進めている

本校のプロジェクト Hamadoori Rebornに取り組む本校生徒 2名と、松山高級中学生徒 1または 2名が、各

班 3～4名に分かれ、福島県双葉郡 8町村に出向くことで、フィールドワークで体験的に得た現地の実情を

今後の活動に生かすことが可能となる。 

 

２ 研究内容・方法・評価 

（１）内容 

実習地 福島県双葉郡 8町村（福島県双葉郡） 

実習期間 令和 5年 12月 1６日（土）  

参加生徒 16名（大宮北高校 2年生）、9名（松山高級中学） 

実習内容 双葉郡 8町村でのフィールドワーク 

 

（２）方法 

事前学習を Hamadoori Reborn における各クラスの活動とした。クラスごとに復興計画を立てる町村

が決まっている。事前にクラスリーダー2 名が担当町村でフィールドワークを行う場所とルートを決めて

おく。現地の様子を実際に見ることで、復興計画の方向性とずれがないかを調査する。実習当日は、

決めた場所において地元住民に対して復興についての質問をし、返答を頂いた。 

 

（３）評価  

 事前学習を主体的に取り組むことができたか。 

 実験実習を通して復興計画の方向性とずれがないか調査することができたか。 

 実習で学んだ内容を Hamadoori Rebornでの復興案に生かす具体的な方法を検討できたか。 

３ 検証 

今回の実習は、各クラスのHamadoori Rebornのリーダーを集めているため、参加者は、目的意識が高

く、積極的にプログラムに取り組むことができた。 

現地調査を行うにあたり、復興計画の立案に関わっていない松山高級中学の生徒からも新たな視点

や意見をもらうことができた。実際に現地の方に話を聞く中で、現地の求める復興の在り方と支援する側

として考えている復興の在り方にニュアンスの違いがあることが分かってきた。これからも現地と密に連携

しながら計画を練っていく必要があると分かったことが最大の成果である。 
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（Ⅲ） 「成果の発信・普及」について 

 SSHの取組および成果は、随時、ホームページを利用して校外に配信する。 

 協力機関、市内小・中学校、連携高校、さいたま市教育委員会へ研究報告書を配付し、研究の普及

活動をおこなう。 

 課題研究発表会およびアウトリーチ活動の際、出席者に活動内容の報告をおこなう。 

 本校を会場にして行う、さいたま市教育委員会主催の研修会や本校主催の「ファシリテーター養成講

座」「STEAMS Time実践報告会」を通して SSH活動を参加者に報告する。 

 「PROP２３」のような社会性の高いプログラムはマスコミを通じて活動を発信していく。 

 

（Ⅳ） 「研究開発実施上の課題及び今後の研究開発の方向性」について 

（１）Indo-Pacific Education for Sustainable Development Global-network Program 

毎月 1 回の Online Program の実施に一定の成果があるものの、参加生徒数の拡大と実施内容の向上

が課題となっている。次年度の方向性は以下の通りである。 

「Online Programにおける質の向上」 

・ 生徒がより効果的に学べるような内容や方法の検討 

・ 従来のプログラムの効果を評価し、新たなアプローチや教材の導入の検討 

・ 生徒からのフィードバックを重視し、プログラムの改善点を抽出して質の向上を図る 

・ 定期的なアンケートや面談の実施 

「Online Programにおける量の向上・拡充」 

・ Online Programを多様な科目やアクティビティに拡充 

・ 既存の科目に加えて新しい科目や専門的なプログラムの検討 

・ Online Program に新たなアクティビティやプロジェクトを取り入れ、生徒への実践的で体験豊かな学

びの機会の提供 

（２）Global Science Workshop Program 

海外サイエンス研修において、事前学習の質と量の向上が求められている。また、帰国後のスキルや視

点の維持・発展のための仕組みが不足している。次年度の方向性は以下の通り。 

「事前学習の充実」 

・ 事前学習に使用される教材や情報の質の向上 

・ オンライン学習環境の最適化 

「帰国後のサポート」 

・ 帰国後も研修で得たスキルや視点を維持・向上させるための仕組みの整備 

・ 帰国後にも Online Programで科学的な視点や英語スキルを磨くためのリソースの提供 

・ 帰国後の生徒たちへの定期的なフォローアッププログラムの構築 

（３）Global Outreach Program 

次年度は海外サイエンス研修に参加した生徒が得た成果を小・中学生に伝える取り組みを実践する。 

「メンターシップの提供」 

・ Global Science Workshop Program参加生徒が小・中学生に対してメンターシップを提供し、科学技

術分野への興味を引き出す機会を創出するプログラムを実践する。 

・ Global Science Workshop Programで得た経験を次世代に伝えるためのメンターシッププログラムを

構築する。 
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➑➑科科学学技技術術人人材材育育成成重重点点枠枠関関係係資資料料  

ハハワワイイササイイエエンンスス研研修修  実実験験実実習習資資料料   

  

■■キキララウウエエアア火火山山 

キラウエア火山の標高は、1247 メートルとマウナケア火山と比べて低いですが、現在でも噴火活動を見るこ

とができます。ここでは、サーモグラフィーカメラを使い上空の雲や噴煙の温度、マイクロスコープやスマート

フォンで周辺の岩石や溶岩等を撮影し観察しましょう。 

 

〇実験器具 

【サーモグラフィーカメラ】 

撮影した画像が色別に温度の様子が分かり実画像も同時に撮影できる。 

【ガス検知管】 

噴火口周辺や標高差による気体成分の測定 

【マイクロスコープ】 

溶岩や周辺の岩石を撮影 

※ 溶岩や岩石を撮影した画像を元に帰国後、大宮北高に有る岩石標本と比較し、色や硬度またどの様な

成分が多いのか調べよう。 

※ 日本の火山で形状の近いものは？ 

 

■■ママウウナナケケアア火火山山 

マウナケア火山は、世界有数の天体観測地で、様々な国の天体観測施設が有ることでも知られ、登山口か

ら標高 4207 メートルの頂上まで車で行くことができるとても珍しい山でもあります。 

 車で山に登りながら登山口から天体観測場所に行くまで、気体成分・紫外線・気圧・気温・風速を測定し記

録しましょう。最後は天体観測を行い様々な写真を撮影することに挑戦してください。 

  

〇実験器具 

【ガス検知管】標高差による気体成分の測定 

【UV メーター】標高差による紫外線指数の測定 

【気圧計・スマホアプリ】計測地点での気圧の測定 

【風速計・温度計】計測地点での風速の測定 

【ＧＰＳ】計測のための位置・高度を計測 

【天体望遠鏡・双眼鏡・スマホ撮影用三脚】天体観測と星空の撮影 

 ※ 気体検知管は気体の種類により採取量が異なりますので注意してください。 

※ 天体観測は、当日見える天体（17:00～20:00）を調べ画像に収めて帰国後、自宅周辺でも天体撮影を行

い見える星の等級や数を比較する。 

 

■■AArrnnootttt’’ss  LLooddggee  ((宿宿泊泊施施設設周周辺辺観観察察）） 

宿泊施設の近くには、汽水域と海が近くにあり、同時に両方の水質検査と微生物の観察を行う事ができる希

少な場所でもあります。汽水域と海の成分の違いを様々なキットを活用して水質を調べ、更に汽水域と海水

に生息しているプランクトンを採取して、どの様な違いが有るのか、観察しましょう。 
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〇実験器具 

【プランクトン採取䝛ット】プランクトンを採取する⥙です。 

 【マイクロスコープ】 

 採取したプランクトンの観察に使用します。 

 Wi䠉Fi ᥋⥆ྍ⬟なᶵ器のため画像をスマホに取り㎸めます。 

 【水質検査ヨ験⣬】水にྵまれる成分量を測ることができるヨ験⣬です。 

 【水質測定ᶵ】水のሷ度と水質を測定する事ができます。 

 【サンプル⎼】採取したヨ料をධれます。 

※ ヨ料を採取するときはくれ䛠れもⴠ水に注意してください。 

※ 採取したヨ料をධれるサンプル⎼にはᚲ䛪採取場所などを記ධしてୗさい。 

※ ヨ料を採取したらロッ䝆にᡠり観察を行います。 

※ プランクトンの画像は撮影し後日、種別の☜ㄆをしましょう。 

 

■■䝡䝡ーー䝏䝏◁◁のの観観察察 

ハワイには◁の色が異なる䝡ー䝏がᗄ䛴か有ります。◁の◁をᣢ䛱ฟすことができないため、マイクロス

コープを使い画像撮影して、画像分ᯒにより成分（ྵまれる㖔物等）を調べましょう。 

 

〇実験器具 

【マイクロスコープ】◁の画像を撮影するのに使用します。 

 

■■ハハワワイイᓥᓥ䜸䜸アアフフᓥᓥとと日日本本のの水水㐨㐨水水のの違違いい 

水㐨水検査キットを使い現地の水を調べ、帰国してから日本の水㐨水との比較をして䜏ましょう。また石㮯

などを使い、Ἳの❧䛱方の比較もして䜏ましょう。 

 

〇実験器具 

【水㐨水検査キット】水㐨水の硬水・㌾水の検査ができます。 

【石㮯】Ἳの❧䛱方を比較するのに使用します。 

 

■■᳜᳜物物観観察察 

ハワイには、ἑ山のᅛ有᳜物が有ります。現地に在している㛫、ᅛ定᳜物をᗄ䛴見䛴䛡られるでしょう

か？ᚲ䛪画像に記録して後日、分類を調べましょう。ま䛪は、有ྡなᅛ有種 10 㑅をⓎ見することに挑戦し、

更にἑ山のᅛ有᳜物を見䛴䛡ましょう。また、ホー䝮ス䝔イ୰も᳜物に┠を㓄り᥈して䜏ましょう。 

ㄡが୍␒多くのᅛ有᳜物を見䛴䛡られるでしょうか？ 

10 㑅のᅛ有᳜物はྛ䠍䠌点、䛭ののᅛ有᳜物はྛ 1 点をྜ計して、ㄡが୍␒多くのᅛ有᳜物を見䛴䛡ら

れるのか➇いたいとᛮいます。 

 

〇実験器具 

【スマホと自分の┠】グーグル䝺ン䝈や観察ຊで見䛴䛡ます。事๓に調べた写真と比べましょう。 
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ページ番号 
 

海外研修参加者アンケート 

 

 ハワイサイエンス研修参加者９名、インドネシアシンガポールサイエンス研修参加者１７名 計２６名 

質問項目 対象 そう思う ややそう思う あまりそう思わない 思わない 

研修に向けて英語を意識的に学ぶ・使うように

なりましたか。 

ハワイ 55.6% 44.4% 0.0% 0.0% 

インドネシア 58.8% 41.2% 0.0% 0.0% 

全体 57.7% 42.3% 0.0% 0.0% 

研修に向けてその国について進んで学習しまし

たか。 

ハワイ 66.7% 33.3% 0.0% 0.0% 

インドネシア 17.6% 58.8% 11.8% 11.8% 

全体 34.6% 50.0% 7.7% 7.7% 

研修に向けて研修参加者とコミュニケーションを

積極的にとりましたか。 

ハワイ 55.6% 44.4% 0.0% 0.0% 

インドネシア 52.9% 35.3% 11.8% 0.0% 

全体 53.8% 38.5% 7.7% 0.0% 

研修当日は、サイエンス研修として科学的な視

点で物事を考えることができましたか。 

ハワイ 44.4% 44.4% 11.1% 0.0% 

インドネシア 29.4% 58.8% 11.8% 0.0% 

全体 34.6% 53.8% 11.6% 0.0% 

研修当日は意図的に英語を使うことができまし

たか。 

ハワイ 66.7% 33.3% 0.0% 0.0% 

インドネシア 82.4% 11.8% 5.9% 0.0% 

全体 77.0% 19.2% 3.8% 0.0% 

研修に参加したことが帰国後の英語を学ぶモチ

ベーションになりましたか。 

ハワイ 88.9% 11.1% 0.0% 0.0% 

インドネシア 88.2% 11.8% 0.0% 0.0% 

全体 88.4% 11.6% 0.0% 0.0% 

英語を学ぶ・使う際に研修で経験したことは活か

されていますか。 

ハワイ 77.8% 11.1% 11.1% 0.0% 

インドネシア 70.6% 29.4% 0.0% 0.0% 

全体 73.1% 23.1% 3.8% 0.0% 

研修に参加したことで進路選択（留学等）に変化

はありましたか。 

ハワイ 11.1% 44.4% 11.1% 33.3% 

インドネシア 5.9% 23.5% 35.3% 35.3% 

全体 7.7% 30.7% 26.9% 34.6% 

 

 どちらの研修についても、積極的に参加した生徒が多い結果となった。特に、ハワイサイエンス研修参加者は、

事前研修や、当日に意欲的にコミュニケーションを図り、英語を母国語とする国での活動に取り組んでいた。ま

た、それらの経験が生徒の帰国後の学習意欲につながっている。特にGC4Sでは、海外研修に参加した生徒が

その経験を活かし、海外研修に参加していない生徒を牽引する様子もうかがえた。 

 一方で、科学的な視点で研修に参加することができなかった生徒も少なからず存在していたようである。これ

は、事前研修における研修先の情報や、現地で調査可能な事柄、それらの調査方法について十分に理解させ

ることができていなかったことが原因として考えられる。この課題については、今年度参加した生徒が来年度研

修に参加する生徒に対し、情報共有を行うことで、主体的に参加させることができると考えられる。 

 これらの結果をもとに、海外研修を独立したプラグラムとせず、国内プログラムや、他の授業等と関連付けるこ

とで、生徒全員がグローバルな視点をもち、科学的観点に基いた思考を持つことができるようプログラムの改良

を行っていく。 
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ページ番号 
 

海外研修アンケート（⮬⏤グ㏙） 
 
㉁ၥ㡯┠䠖研修前にやっておけ䜀よかったこと䠄一㒊ᢤ⢋䠅 

䠘ハワイサイエンス研修参加者䠚  䠘インドネシアシンガポール研修参加者䠚 

 䞉現地の㣗事や現地でえる英語    䞉事前に䝨アのேと௰良くなりたかった 

 䞉英語でヰす⦎習     䞉インドネシア語の༢語のຮᙉ 

 䞉英語の䝸スニング、ス䝢ー䜻ング    䞉英語やᩥについてのຮᙉ 

 

 どちらの研修についても英語ຊのᮍ⇍さをឤ䛨た生徒が多い༳㇟であった。特に、英語を➨一ゝ語とする

ハワイに行った生徒はそれをᙉくឤ䛨ていたようであった。一方で今年度からᐇしたインドネシアシンガポール

サイエンス研修参加者は、そのᩥについても学習が㊊りなかったとឤ䛨た生徒が多くいた。この課題について

は、来年度の事前研修において䝣䜷ローしなけれ䜀ならない課題であると考えられる。ేせて、いずれの研修に

おいてもὶᰯの䝨アや研修者ྠኈのかか䜟りもษにしていきたい。 

 

㉁ၥ㡯┠䠖研修で一␒良かった䠄㌟についた䠅こと䠄一㒊ᢤ⢋䠅 

䠘ハワイサイエンス研修参加者䠚  䠘インドネシアシンガポール研修参加者䠚 

 䞉外国が㌟㏆にឤ䛨られた    䞉英語の意⩏をឤ䛨られた 

 䞉ヰの୰でよくう⾲現が学䜉た    䞉一Ṍ前に㋃䜏ฟして⮬らᣮᡓするຊ 

 䞉コミュニケーション能ຊがୖがった   䞉母国語௨外でのコミュニケーションの方 

 

 どちらの参加者についても英語でコミュニケーションをとることが㌟についたとឤ䛨ている。とくにハワイサイエ

ンス研修参加者においては、その積極ᛶが、インドネシアシンガポール研修参加者においては、コミュニケーシ

ョン䝒ールとしての英語の意⩏をឤ䛨ている生徒が多くいた。これは、ハワイとインドネシアのᩥの㐪いやゝ語

の㐪いに㉳因するもの䛰と考えられる。他の海外研修参加者とὶさせることで᪂たなⓎぢにつな䛢ていきたい。 

 

㉁ၥ㡯┠䠖来年度ྠ䛨研修に参加するとしたら、現地でどのような研修䠄ᐇ験など䠅を行いたいか䠄一㒊ᢤ⢋䠅 

䠘ハワイサイエンス研修参加者䠚  䠘インドネシアシンガポール研修参加者䠚 

 䞉㛫をとって生≀᥇取     䞉ᩥに基䛵く研✲ 

 䞉䝩ームス䝔イ         䞉᪻᥇㞟䞉観ᐹ 

 䞉ᅵተᡂ分䞉生≀調査     䞉現地の㧗ᰯ生との䝣䜱ールドワー䜽 

 

 ハワイサイエンス研修については、現地の⮬↛を生かした研修内ᐜのᐇをồ䜑るኌが多かった。特に今

年度ᐇさせることができた海ὒ分㔝、ኳᩥ分㔝௨外の生≀䞉地㉁分㔝についての意ぢが多くୖがった。日ᮏ

の地㉁との関連付けを意㆑しながら、ḟ年度にྥけてさらなるプログラムのᐇを図っていきたい。 

 インドネシアシンガポール研修については、ᩥ的な観点や、それにకった現地の㧗ᰯ生とのὶをồ䜑

るኌが多かった。今年度、現地の㧗ᰯ生とὶしたからこそ分かる、⮬分⮬㌟の英語ຊやコミュニケーション能

ຊのᮍ⇍さ、それをඞ᭹するきっかけとしても研修を活⏝したいという考えがあるようである。ేせて、⇕ᖏ地ᇦ

で観ᐹされる᪻などの生≀に⯆を持った生徒も多くいた。これらの意ぢを参考に、ḟ年度௨㝆のプログラム

はᩥ的䞉科学的観点の୧㠃から学䜆ことのできるプログラムとしていきたい。 

  どちらの研修についても、参加者のኌを参考にḟ年度௨㝆の事前研修から内ᐜのᐇを図り、よりຠ果的な

研修䜈とⓎᒎさせていく。 
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